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俺と部長と大人のおもちゃ







　午前十一時五十五分。

　パソコンのモニター画面に表示された時計を確かく認にんすると、鈴すず木き和かず馬まは午前中の仕事のデータを保存し、颯さつ爽そうと席を立った。

　皺しわにならないよう、出勤と同時に窓まど際ぎわに吊つるしておいたスーツの上着を羽織る。部屋の隅すみに隠かくしておいた姿見を取り出して、全身を隈くまなくチェックした。

　ダークグレーの細身のスーツは、比ひ較かく的てき安価な国内ブランドではあるが、和馬のスレンダーな長身に良く似合っていた。

　見事な八頭身に、丈たけ直しが不要な長い脚あし。天性の骨格と緻ち密みつに鍛きたえ上げられた逞たくましい筋肉によって、身に纏まとう衣服は理想的なカーブを描えがき出している。

　完かん璧ぺきなのは、スタイルだけではなかった。きりりとした力強い目元が印象的な、男らしい端たん正せいな顔立ちをしていて、それは街中の雑ざつ踏とうにあっても、すれ違ちがう者をハッと振ふり返らせる引力を持っていた。カラーを入れていない、やや癖くせのある艶つややかな黒くろ髪かみが、鋭えい利りな顔の造形を和やわらげている。

　かように完璧なスタイルと美び貌ぼうに恵めぐまれた男が、どうしてサラリーマンなどやっているのか。自分でも時々、不思議になる。

──よし、大だい丈じよう夫ぶだ。今日も決まってる。

　左右正面と、背中も確認した。どこから見ても文句のつけどころのないイケメンぶりだが、いつもあの人に会う前は、らしくもなく不安になる。

「鴫しぎ原はらさん、今日の俺、どうスか」

　仕方なく和馬は、キメ顔のまま向かいの席の先せん輩ぱいに尋たずねてみた。

　鴫原は和馬より四つ年上の二十九歳だ。しかしながらメタボリックな体型で、既すでに中年の貫かん禄ろくを醸かもしている。ファッションセンスなど皆かい無む、というより身なりに無む頓とん着ちやくだった。

　そんな男に聞いても無む駄だなことくらい、わかっている。だが生憎あいにくこの部屋には今、鴫原と和馬しかおらず、そして意味のない確認をしてしまうくらい、和馬は浮うわついているのだ。

「おう。マジすげえ、無駄にカッコいい。いやーん抱だいてぇ～」

　案の定、鴫原はモニターを凝ぎよう視ししたまま、抑よく揚ようのない声で言った。さっきからカチカチと、マウスをやたらクリックするのに必死である。

　予想通りの答えなので、失望はしない。どんな褒ほめ言葉でも、ないよりましだ。和馬はもう一度、鏡の中の自分に語りかけた。

──そうだ。今日も俺はすごい。すごくカッコいい。

「じゃ、昼飯行ってきます」

　腕うでの時計を見ると、十二時ぴったりだった。慌あわてて部屋を出る。行き先は、ビルの地下一階にある社員食堂だ。

　社食は安い・美味うまい・早いの三さん拍びよう子し揃そろっていて、営業時間は朝八時から夜八時まで。残業の多い社しや畜ちくどもの頼たのもしい味方だ。和馬も昼食はほぼ毎日ここで摂とるし、日によっては三食世話になることもある。

　和馬のいる販はん売ばい部は、ネットで自社商品の通つう販はんサイトを運営しているため、たまに勤務時間が不規則になることがあった。遊びの予定がある日に、突とつ発ぱつ的な仕事が入るのには辟へき易えきするが、それを除けば概おおむね快適な職場と言える。

　数年前に営業部から独立したという販売部は小さな部で、部長と課長、そして鴫原と和馬、あとは通販の発送部隊として数名のパートだけが配属されている。

　上司も先輩も、仕事さえちゃんとすればうるさくないし、人員のわりに仕事の規模は大きくて、やり甲が斐いがある。特に和馬は、美大でグラフィックデザインを専せん攻こうしていたこともあって、新卒の配属当初から通販サイトのデザイン全ぜん般ぱんを任されていた。

　給料もそこそこいいし、調整すれば有給もちゃんと取れる。大学時代の友人たちから聞いた、他ほかの会社の話と比べても、自分は待たい遇ぐうのいい職場にいるのだと思った。

　同時に、会社の事業内容が「アレ」でなければ、もっといいのにとも思う。

　この『アルキテック株式会社』は、医い療りよう機器の開発、製造および販売を行う会社である。

　しごく真ま面じ目めな会社だ。世間はどう思うか知らないが、少なくとも社員たちは真面目に「医療機器」を作ったり売ったりしている。ただしその「医療機器」は、バイブだったりローターだったり、はたまたオナホールだったりするのだが。

　単刀直入に言うと、『アルキテック』はアダルトグッズメーカーである。日本において性具は薬事法上、医療機器に該がい当とうするため、医療機器メーカーというのは決して偽いつわりではない。

　家族や友人にも「医療機器メーカー」と伝えてあるが、何しろインターネットで簡単に情報を得られる時代なので、会社名で検けん索さくすればすぐに、何を作っている会社かわかってしまう。

　新卒で内定をもらった時には、正直言ってかなり悩なやんだ。色々あってこの一社しか内定をもらえなかったのと、「この俺が就職浪ろう人にんなど世にあるまじきこと」という、見み栄えやプライドが勝って就職を決めた。

　今は、入社して良かったと思っている。多少の不満はあれど、仕事はやり甲斐があって楽しい。

　そして何より、運命の人に出会うことができた。

　エレベーターで地下一階に降りると、食堂は既に社員でごった返していた。和馬は本日のメニューには脇わき目めも振らず、行列のできたフードカウンターへ素す早ばやく視線を走らせる。そうして麵めん類るいをオーダーする列に探していた人物を認め、ダッシュした。

「新にい美みさん！」

　呼びかけると、トレイを抱かかえて順番待ちをしていた細身の男性が、くるりとこちらを向いた。

　キョロキョロと辺りを見回すので手を振ると、相手はようやくこちらに気づき、ふわりと微笑ほほえんだ。ああ……と、和馬は我知らずため息を漏もらす。

　今日も美しい。和馬は自分の容姿に自信があるが、同じ次元で新美を語ってはいけない、とすら思う。それほど、新美という男は美び麗れいだった。

　白く滑なめらかな肌はだには染しみ一つなく、整いすぎて冷たく見える顔立ちは、微笑むとぱっと花が咲さいたようになる。同時に匂におい立つような色いろ香かがのぼり、見る者を陶とう然ぜんとさせるのだった。

　彼が同性で、しかも和馬より十歳も年上だということが、未いまだに信じられない。

　だが新美は一流大学の理系分野で院まで進み、何とかという博士号を取得している。在学中から天才と呼ばれ、卒業時も教授たちから大学に残ってくれと泣いて縋すがられたとか。

　この会社に就職したのは、一足先に就職していた大学の同級生に誘さそわれ、面おも白しろそうだから入ったというが、入社時からいくつもの先せん駆く的なアダルトグッズを発明し、今は開発部の『特別主任』という肩かた書がきを持って開発の中ちゆう枢すうを担になっていた。

　聞くところによれば、会社側は当初、彼の功労を称たたえて昇しよう進しんさせようとしたらしい。

　しかし、管理職はやりたくない、という本人の意向により、『特別主任』という新たな役職が作り出されたとか。以来、新美は開発部で唯ゆい一いつ、自分の裁量で好きなように研究開発することが許されている。社長をして、新美なくして『アルキテック』なし、とまで言わしめた人物だった。

「新美さん、今日も超ちよう絶ぜつ麗うるわしいですね！」

　そんな伝説の人物に駆かけ寄り、和馬は気さくに挨あい拶さつした。どんな相手でも物もの怖おじしないのが和馬の凄すごいところだ。……と、自分では思っている。新美はふふっ、とおかしそうな声を漏らした。

「君は今日も元気そうだね」

「元気です。新美さん、またランチをご一いつ緒しよしてもいいですか」

「もちろん」

　にっこり微笑まれて、目眩めまいがした。しかしここで倒たおれては、せっかく新美と一緒にいられる時間がなくなってしまう。新美は普ふ段だん、開発部のある千葉支社にいて、この東京本社に来るのは月に二回、定例会議がある第一、第二水曜日の午前中だけだ。会議が終わって昼ごはんを食べたら、もう千葉支社に帰ってしまう。

　よって、和馬が会えるのは昼休みの一時間だけ。一秒も無駄にしたくなかった。

　和馬は幾いくつかある列のうち、一番流れの速いカレーライスに並んで皿を受け取ると、素早く四人がけのテーブルを確保した。その頃ころになってちょうど、新美がラーメンの載のったトレイを持ってやって来る。

　周囲の社員たちが、チラチラと新美を見ている。みんな、彼のことが気になるのだ。たまに顔見知りなのか、声をかけて来る者もいて和馬には鬱うつ陶とうしかった。新美と一緒にいられるわずかな時間が、モブキャラのために減ってしまう。

　アダルトグッズメーカーなだけに、社員の男女比率は圧あつ倒とう的に男性が多い。女性もいるのだが、新美に熱視線を送るのはどういうわけか男が多かった。年ねん齢れい不ふ詳しようの中性的な美び貌ぼうに、男たちの誰だれもが魅み了りようされてしまうのだろう。

　彼と出会う以前、開発部に魔ま性しようの男がいる、という噂うわさを聞いた時、和馬は鼻で笑ったものだ。どっちかっていうと魔性ってのは俺のことだろ、なんてことを考えていた。あの時の自分をぶん殴なぐってやりたい。和馬も一目見た時から、新美の虜とりこだ。

　初めて新美と会ったのは今からちょうど半年前、去年の十月だった。東京本社が今の自社ビルに移転となり、それまで販売部があった神奈川事業所は、本社に統合された。その時に本社で開かれた移転パーティーに、千葉支社の社員たちも出席していたのである。

　大勢の社員の中にあって、新美の姿はそこだけが目ま映ばゆく輝かがやいて見えた。

『あれが開発部の新美さんだよ。すっごく綺き麗れいだよねー』

　一緒にいたマスオさん似の課長が目を細めて言う前から、気づいていた。

　女顔とか、ちょっと小こ綺ぎ麗れいだとかいう話ではなかった。次元が違ちがう。本当に三次元の男なのかと疑った。

　頭で考えるよりも早く、身体からだが動いていた。つかつかと男の前まで歩み寄る。

『初めまして。販売部の鈴木和馬といいます。どうか和馬とお呼びください。販売部は課長も同じ鈴木なんで、俺は名前で呼ばれてるんです』

　捲まくし立てて、長身を二つに折った。新美の隣となりにいた別の社員が、何事かと驚おどろいた顔をしている。新美も一いつ瞬しゆん、きょとんと目を見開いたが、やがて優やさしげな笑えみを浮うかべた。

『和馬君か。僕は開発部の新美です。よろしく』

　満開の桜のような艶あでやかな微笑だった。和馬は、心臓に恋こいの矢がトスッと突つき刺ささるのを感じた。気づけばやはり、考えるより先に言葉が口から出ていた。

『好きだ……っ』

『は？』

『新美さんが好きです。一目で惚ほれました。性せい行こう為いを前提として、俺とお付き合いしてください！』

　歓かん談だんが続く会場で、和馬と新美の周りだけがその時、しんと静まり返った。和馬を追いかけて来た課長が、『何言ってんの？』と、素すっ頓とん狂きような声を上げる。しかし、和馬は本気だった。

　新美は目を瞬しばたたき和馬を見つめていたが、やがて『君は、ゲイなの？』と、小首を傾かしげた。

『バイです』

　胸を張って答えた。女よりも男の方が好きだが、どちらも抱だける。だが最も早はや、己おのれの性せい癖へきなどどうでもいい。和馬の目には、新美しか映っていないのだから。

　和馬は右手を差し出し、再び勢いよく頭を下げた。

『お願いします、付き合ってください』

『ごめんなさい』

『え？』

　何を謝られたのかわからない。男でごめんね、こんな僕でよければ……ってことか？　首を捻ひねる和馬は、しかし新美の次の言葉に愕がく然ぜんとした。

『君とは付き合えません。同性愛に偏へん見けんはないけど、僕自身、男に興味はないんだ。ごめんね』

　新美の言葉は明めい瞭りようで、和馬が勘かん違ちがいする余地もなかった。もしかしたらこれまでに何度も、男に言い寄られてきたのかもしれない。それくらい、彼の返答は躊躇ためらいも驚きもなく、よくこなれていた。

　それから、課長が出てきて新美や周囲に平謝りしていた気がするが、よく覚えていない。目の前が真っ白になるくらい、ショックだった。

　一ひと目め惚ぼれだった。運命の相手だと思った。運命だから、きっと相手も自分を受け入れてくれるはず。よって和馬は、自分が振ふられることなど一ミリも想定していなかったのだ。

　次の日は会社を休んだ。アパートで一人、失しつ恋れんの悲しみに打ちひしがれた。本気で、この世の終わりだと思った。

　しかし和馬は生来、ポジティブな性格だった。それは、「都合の悪い現実は見ない」という言葉にも置き換かえられるが、とにかく人生最大の失恋から一日で浮ふ上じようした。

　というか、一日熟考した結果、和馬の脳内で「これは失恋ではない」という結論に至ったのである。

　新美は、男性に興味がないと言っていた。しかし彼はまだ、真の性癖に目覚めていないだけではないだろうか。異性愛者だと言い張っていて、もしくは実際に自分でもそう思っているが、実は同性もイケるという男は結構いる。

　いや、たとえ新美が本当に生きつ粋すいのノンケだとしても、誠心誠意思いを伝えれば、和馬のことだけは、「男を好きなんじゃない、君が好きなんだ」みたいな感じで、受け入れてくれるのではないだろうか。何しろ運命の相手なのだから。

　ファーストインパクトは、勢いに任せ過ぎて失敗した。あれでは、身体が目当てのように思われても仕方がない。もちろん身体も目当てだが、決していい加減な気持ちではないのだ。

　過去を振り返って反省し、もっと自分の良いところを見てもらおうと心に決めた。希け有うな美男子という以外にも、和馬の長所は沢たく山さんある。どこがと聞かれるとすぐには出てこないが、とにかくいっぱいあるのだ。

　まずは社内メールでパーティーでの無礼を謝罪し、しかし冗じよう談だんやいい加減な気持ちで言ったのではないと釈しやく明めいした。二日ほど経たって新美から、「もう気にしてないから大だい丈じよう夫ぶだよ」という意味の、短くて事務的なメールが返って来て舞まい上がった。

　……これは脈ありかもしれない。

　あの時言ったことは本気なので、もう一度チャンスを下さい、とメールをしたが、これには返信がなかった。更さらにメールをしたがやはり返事がなくて、それから数日後、総務部から全社宛あてに、「私用のメールは控ひかえるように」という通達が回って来た。社内メールをくだらない私用に使うアホがいたらしい。

　二度とも返事が来なかったので、和馬は作戦を変えた。やはり、直接会わなければ熱意は伝わらない。

　その後、部長と課長の会話から、新美が会議のために隔かく週しゆうで本社に来ることを知り、更に社食で昼食を食べて行くことを調べ出すと、待ち伏ぶせて一緒に食べましょうと誘さそった。

　最初は新美も戸と惑まどっていたようだが、通つう販はんサイトを構築する上で、もっと自社製品を知りたい、開発部の人に話を聞きたいと訴うつたえると、了りよう承しようしてくれた。

　以来、和馬は会議の日には必ず、新美が現れる時間に社食へ赴おもむき、彼と食事をすることにしている。半年近く経って、製品情報以外の話もたまにできるようになった。流れでそれとなく口説いてみたりするのだが、美しい笑え顔がおでさらりと流されてしまう。

　それでも和馬はめげなかった。いつか、この情熱が彼に伝わる日が来ると妄もう信しんしている。

「待たせてごめんね」

　無数の熱い視線をくぐりぬけて、ようやく新美が席に着いた。新美と差し向かいにいる和馬に、周囲から羨せん望ぼうと嫉しつ妬との眼まな差ざしが送られる。

　新美に憧あこがれる社員は多い。中には本気で懸け想そうしている男もちらほらいるようで、新美と二人、社食で食事をしていると怖こわい目で睨にらんでくる社員が何人かいる。みんな、羨うらやましくて仕方がないのだろう。

　そんなに好きなら、自分も声をかければいいのにと思うが、新美ほどの美貌だと、釣つり合わないのではと及および腰ごしになるのかもしれない。俺は類たぐい稀まれな美男子で良かった、と和馬は思う。

「そういえば、装着型ローターなんですけど、新美さんに教わった装着方法をサイトに載のせたら、一気にコメントが増えましたよ。受注も少しずつ伸のびてる感じです」

　話したいことは沢山あるが、まずは仕事の話題を振ってみる。仕事熱心な新美は、製品の話をした方が良く喋しやべってくれるのだ。

「そう、良かった。あれは、中ちゆう核かくがきちんとクリトリスに当たらないと意味がないからね」

　思った通り、新美は嬉うれしそうな顔をした。こういう会社なので、際きわどい単語も仕事中によく出て来る。今さら照れる事でもないのだが、紅あかく色っぽい唇くちびるから零こぼれるとムラッとしてしまう。

「新美さん、こないだ開発してるって言ってたアレ、商品名は決まったんですか。ほら、営業部と何て名前にするか戦ってるって言ってたでしょう」

　もっと卑ひ猥わいな言葉を言わせてみたい、という欲よつ求きゆうが首をもたげて、小鼻を膨ふくらませながら尋たずねた。優美な仕草でラーメンを啜すすっていた新美は、ん？　と小首を傾げる。

「ああ、疑ぎ似じ精液状のローションね。『ザーメンローション』か『ザー汁じるぶっかけ隊』が今のところ有力なんだけど、既き存そんの競合品があるから苦労してる」

「ザ……、ぶっ……」

　和馬は心の中で「ナイスレシーブ！」と、親指を付き立てた。美しい唇から、「ぶっかけ」や「ザー汁」などという言葉が出て来るとは。ハアハアと荒あらくなる息を誤ご魔ま化かすために、カレーライスを飲み込む。しかしカレーの辛からさが刺し激げきになってますます興奮してしまい、逆効果だった。

「そ、それで、使用感はどうですか」

「脂し肪ぼう肝かん？」

「いえ、使った感じです。実際に使ってみてどうなのか、知りたいなあって。できれば新美さんに、いや新美さんと使用してみたいんですが」

　言ってから、ちょっと押しが強すぎたかと不安になる。興奮のあまり、つい口が滑すべってしまった。だが新美は、少し考え込むように首を捻った。

「うーん。僕としてはそっちより、一いつ緒しよに試ためしてみたい物があるんだけどね」

　まさかの返球である。驚いて何も答えずにいると、新美は悲しそうな目で「駄だ目め？」と下から覗のぞきこんで来た。ギュン、と血圧が一気に上じよう昇しようする。

「いえっ、やりましょう、ぜひ試しましょう！」

「ありがとう、良かった。『ザーメンローション』で思いついたんだ。まだ開発段階なんだけど、絶対に需じゆ要ようはあると思う。でも、開発部では大不評でね。死んでも使いたくないって」

「この鈴木和馬、決して泣き言は言いませんよ」

「頼たのもしいな。すごく助かる。うちの開発部も色々な嗜し好こうの人がいるけど、スカトロだけは受け入れられる人がいなくて」

「え？」

　ちょっと今、最後のところでピーッと耳鳴りがした気がする。

「スカトロ。食糞ふん、飲いん尿にようね」

「……食しよ玩くがん……淫いん乱らん？」

　往おう生じよう際ぎわ悪く聞こえない振りをしたが、「和馬君は面おも白しろいなあ」と、笑い飛ばされてしまった。

「疑似精液のローションを開発していて、思いついたんだよ。スカトロはＡＶでも一ジャンルを築いてるくらい、一定数のマニアがいるよね。でもマニアックすぎて、なかなかパートナーと一緒に楽しむのは難しい。そこで疑似糞ふん便べんを作ろうと思ったんだ。マニア向けに、臭においも味も本物に近いリアルバージョン、パートナー向けにカレー味を用意しようと思うんだが、どうだろう」

　新美は、キラキラと少年のように目を輝かがやかせて捲まくし立てる。俯うつむくと視界にカレーライスが飛び込んできて、ウッと吐はきそうになった。

「糞便の味がする糞便と、カレー味の糞便、和馬君はどっちを食べてみたい？」

　さあ、と究極の選せん択たくを迫せまられる。思わず及び腰になった、その時だった。

「お前らいい加減にしろ。食堂で汚きたないこと言ってんじゃねえよ」

　良く通る、低音の恐おそろしい声が聞こえた。もちろん、新美や和馬の声ではない。しかし聞き覚えのある声に後ろを振ふり向くと、大きくて恐ろしい顔をした男が、こちらを見下ろし睨みつけていた。

「九く鬼きっ……さん」

　呼び捨てしそうになって、慌あわてて敬けい称しようを付ける。

「何だ、またお前か。毎回毎回、懲こりない奴やつだな」

　うざったそうに言う男は、営業部部長の九鬼千ち秋あきだった。鬱うつ陶とうしいのはこっちだと、和馬は内心で呟つぶやく。　>>>♥

　彼もまた、新美に懸想する男の一人だ。和馬のようにあからさまに態度に出すわけではないが、新美を見る目でわかる。表面上は友情っぽく繕つくろってるところが、逆にこの男の本気度を示していると和馬は勝手に分ぶん析せきしていた。何の論ろん拠きよもないが、こういう時の野生の勘かんは昔から良く当たる。

　もっとも、ただ新美に懸想しているだけであれば、珍めずらしくも何ともない。主人公キャラとしては別段、気にかける必要もないのだが、九鬼という男は雑魚ざこキャラにあるまじき、高スペックの持ち主なのである。

　いや、俺にはかなわないけどな、と嘯うそぶくものの、身長は頭一つ分、和馬が負けている。すらりとしたモデル体型の和馬に対し、九鬼はがっしりと分厚い筋肉が付いた、豪ごう然ぜんたる身体からだつきをしていた。

　ヒグマとも余よ裕ゆうで戦えそうだ。それでいて不思議とむさ苦しさがないのは、肢し体たいのバランスが取れていてスタイルがいいからかもしれない。

　ムカつくことに顔も良かった。目つきが鋭するどく恐ろしげだが、顔のパーツも造作も美び貌ぼうといって十分に通るほど整っていた。まあ、俺の方が爽さわやかで今風だけどな、と、和馬は心の中で呟く。

　更に実家は代々、大病院を経営していて金持ちなのだとか、医学部を出て医師国家試験にまで合格したのに医者にならず、叔父おじが社長をやっているこの『アルキテック』に入ったのだとか、社長の甥おいという立場を除いても仕事ができて、三十ちょっとで部長に昇しよう進しんした……等々、嫌いやみなプロフィールのオンパレードだ。

　しかし何より忌いま々いましいのは、九鬼が新美と大学時代からの友人だということだった。新美をこの会社に誘ったという同級生とは、この男のことである。

　そのお蔭かげで九鬼は、今も新美の「旧友」というポジションにいる。和馬は今までに何度も、こうやって新美との貴重な逢おう瀬せを邪じや魔まされてきた。

　開発部と会社の双そう璧へきをなす営業部は忙いそがしいはずだが、定例会議には営業部長も出席するらしく、新美とのランチの二回に一回はこうやって間に割って入って来る。迷めい惑わく千せん万ばんである。

「千秋。遅おそかったね。先に会議室を出たから、てっきりもう、ここに来てると思ってたのに」

　新美は九鬼を名前で呼び捨てにしている。九鬼ももちろん、新美を名前で呼んでいる。和馬はまだ、新美さん、和馬君、としか呼び合えないと言うのに。

　おまけに九鬼と話す時の新美の声は、和馬に対するよりも低く、ざっくばらんな感じだ。表情もリラックスしていて、いかにも気の置けない、親しげな様子なのが気に食わない。

「途と中ちゆうで社長にばったり会って、捕つかまってたんだ。それより、こういうアホのストーカーはさっさと追い払はらえよ」

　誰だれがストーカーだ。和馬は憤いきどおった。新美は少し、困ったように微笑ほほえむ。

「仕事の話をしてただけだよ」

「糞便の話がか？」

「そうだよ。いいから、早く座ったら」

　九鬼はまだ何か言いたげだったが、甘い声こわ音ねで新美に窘たしなめられ、憮ぶ然ぜんとしながらもテーブルにトレイを置いた。

　和馬の隣となりだ。おいおい、何でそこに座るんだと内心で突つっ込む。当て馬が、またもや邪魔をする気だ。しかもトレイの上に載のっていたのは、和馬のカレーより百五十円高い日ひ替がわり定食である。追加で六十円のコロッケまで付けている。もしや俺の方が金持ちだぞと、財力をひけらかしているのか？

　メタボれ、と、和馬は密ひそかに呪のろいをかけた。しかも和馬がせっかく隣を譲ゆずってやったのに、九鬼はまだブツブツ言っている。

「わかってるのか？　俺がいくら追い払っても、お前がストーカーを迎むかえ入れてたら意味がないんだぞ」

　こちらを見ながらストーカー、などと言うのが嫌みっぽい。新美は今度は庇かばってくれず、「はいはい」と茶ちや化かしたような返事をするばかりだ。

「千秋にはいつも、申し訳ないと思ってるよ。もう何年だろう。大学からだから……もう十五、六年？　そんなに長い付き合いになるのか。すごいなあ」

　無む邪じや気きに驚おどろく旧友に、九鬼は精せい悍かんな眉まゆをハの字に下げた。

「……お前な。もうちょっと真ま面じ目めに危機管理をしてくれよ。また刃は物もの男が現れても、毎度毎度タイミングよく助けなんか来ないんだぞ」

　和馬は驚いて顔を上げた。「また」ということは、以前に暴漢に襲おそわれたことがあるということだ。怪け我がなどしなかったのだろうか。心配になって新美を見ると、大だい丈じよう夫ぶだよと優やさしく微笑まれた。

「ここ数カ月、思い込みの激しい男性に付きまとわれててね。ちょっと千秋、そういう目で和馬君を見ないの。……その人が一ひと月つきくらい前、うちに刃物を持って突とつ撃げきしてきたんだ」

「それ、ホントに大丈夫だったんですか」

「ギリギリのところでな。俺がたまたま出張土産みやげを渡わたしに行かなかったら、どうなってたか。なのにこいつは相変わらず、お前みたいなストーカー野や郎ろうを平気で側そばに置くんだ」

　どうでもいいがストーカー扱あつかいがしつこい。九鬼を睨にらみつけたが、相手はもう、和馬のことなど見ていなかった。

「大丈夫だって。あれから誰か家に訪ねて来ても、確かく認にんしてから開けるようにしてるし、鍵かぎの掛かけ忘れももうない。ドアチェーンも掛けてる。あんな事、滅めつ多たにないよ。せいぜい二年に一回くらいじゃない」

　そんなに頻ひん発ぱつしているのか。なのに今回のことがあるまで、戸と締じまりを忘れることもあったのか。新美の無防備さに、和馬も段々と心配になってきた。九鬼は大きなため息をついている。

「お前がぽやっとしてるのも、男運の悪さも昔からだが、男運の方は年々酷ひどくなってる気がするな」

「三十過ぎたら枯かれると思ってたんだけどねえ。頭をハゲさせるか、ちょっとメタボってみようか」

「馬ば鹿か言え」

　九鬼が怒おこったように言って、これには和馬も頷うなずいた。この美び貌ぼうを進んで劣れつ化かさせるなんて、勿もつ体たいない。世界の、いや宇宙的損失だ。だが九鬼は、別のことを考えていたらしい。

「男運は言葉の綾あやだよ。頭のおかしい奴が寄って来るのは、お前のせいじゃない。んな奴らのために自分を変えるな」

　何やら男前なセリフである。新美もしんみりした顔をした。

「ありがとう。いつも迷惑かけて、ごめんね」

「迷惑だなんて思ってないさ。お前にお節せつ介かい焼くのは俺の趣しゆ味みだからな」

　新美の真面目な口調に、九鬼は優しく、それでいてどこか苦い笑えみを浮うかべる。定食に視線を落とし、それからぽつりと呟いた。

「さっさと嫁よめでももらって、落ちつけよ」

　新美はそれに、少し寂さみしげに微笑んだだけで、何も答えなかった。二人の会話はそれで終わり、ラーメンを啜すする音と、日替わり定食を咀そ嚼しやくする音だけが間に流れる。

……ちょっと二人とも、大事な人の存在を忘れていませんか。

　端はたで彼らのやり取りを眺ながめながら、和馬は思わずそう言いたくなった。こちらのことなどまるで空気のように、二人だけの世界を作り出している。

　当て馬ごときに負けてはいられない。和馬は背筋を正した。

「新美さんは俺と結けつ婚こんします。俺が護まもるんで、安心して隠いん居きよしてください」

　取りあえず、宣言してみる。しかしちょっと、声をかけるタイミングが悪かったらしい。二人は思わず、といった様子で互たがいに顔を見合わせた。

　それから新美は慈じ愛あいに満ちた微笑みと共に「うーん、それはどうかな」と言い、九鬼は「何で人事はこんなのを採用したんだ？」と頭を抱かかえていた。

「本気ですよ」

　なおも食い下がったが、「これをやるから、もう黙だまってろ」と九鬼が言い、コロッケの皿を寄よ越こして来る。追い払うような態度に腹が立ったが、カレーを食べる気が失うせていた和馬は、黙ってコロッケを頰ほお張ばった。










　和馬は、自分のことをわりとかなり気に入っている。

　容姿にも頭の良さにも自信があった。友人からはよく、「お前も黙ってればいい男なのになあ」とぼやかれるから、二枚目だけれどそれが鼻に付かず、適度な愛あい嬌きようがあるのだろう。

　ナルシストとか、自意識過か剰じようとか言われることもあるが、自分ではそうは思わない。

　和馬はこの世に生誕した瞬しゆん間かんから、愛らしい可愛かわいい美しいカッコいいと、あらゆる賛辞を人々から送られて育ったのだ。妬ねたんで貶おとしめようとしたところで、真実は揺ゆるがない。

　両親とも美形だし、一回り年の離はなれた姉は学生時代にモデルをしていた。大学卒業後は客室乗務員となり、その後、エリートサラリーマンと結婚して二児をもうけているが、未いまだ容色は衰おとろえていない。

　そういう美形遺伝子のいいところを結集したのが、和馬だった。姉よりだいぶ遅おくれて生まれた末っ子は、天使のような愛くるしさで家族のみならず、親しん戚せきや家族の知人たちをも魅み了りようしていた。

　そんな巷ちまたのアイドルは、やがて幼よう稚ち園えん、小学校と進むにつれ「神童」と呼ばれるようになる。

　情操教育にいいからと、幼稚園の時から水泳とピアノを同時に習わされたが、その上達ぶりたるや、とても幼児とは思えないと人々から感かん嘆たんされた。小学校に上がっても勉強、スポーツ共にすこぶる優ゆう秀しゆうだった。何をさせても、さらっとこなしてしまう。

　惜おしむらくは、どれもある程度習得すると飽あきてしまうことだったが、和馬も両親もあまり気にはしなかった。子供というのは、得てして飽きっぽいものだ。姉と、それから当時の小学校の担任には、何でも中ちゆう途と半はん端ぱなのは良くない、何か一つのことに打ち込んでみなさいと言われた。

　けれど特にやりたいことも見つからず、相変わらず小器用なまま、中学高校と優秀な成績を修めつつ進学していった。

　美少年で自由気ままな神童に、友人はあまりいなかったが、女の子からはよくモテた。異性に言い寄られるまま片っ端ぱしから付き合って、これに同性が加わったのは大学に入ってからだ。

　中学で声変わりを終えた辺りから、同年代の少年に熱い眼まな差ざしで見られることが多くなっていたし、和馬自身もいいな、と思う男性がいたので、同性と付き合うことには最初から抵てい抗こうがなかった。

　男性の初体験は大学生の時で、同じ科の先せん輩ぱいだった気がするが、そこはよく覚えていない。

　大学は美大に進み、グラフィックデザインを専せん攻こうした。美術方面に進んだ理由は、テレビのドキュメンタリーでグラフィックデザイナーが取り上げられていて、何だかカッコ良さそうだったから、というろくでもない理由だ。

　当然、周囲からも反対や心配の声が上がったが、我を通してサクッと現げん役えき合格した。

　そうして入った大学は美術系なだけあって、教授も学生も芸術家肌はだと言うべきか、リベラルな考え方の人間が多く、ゲイやバイを名乗る人物も周囲に一定数いた。

　お蔭かげでこれまで女性ばかり相手にしていた和馬も、特に悩なやんだり葛かつ藤とうしたりすることなく、告白してきた男性とあっさり一線を越こえた。

　付き合ってみると、異性より同性の方が気楽だった。以後、比重は段々と男性に傾かたむいて行く。大学の四年間、和馬は付き合いと別れを繰くり返し、身体からだだけの関係で終わったりと、自由奔ほん放ぽうに過ごした。

　学業の方は、志望動機がいい加減なだけあってあまり身が入らなかったが、やはりそれなりに優秀な成績を修めていた。

　他人が聞けば後ろからどつきたくなるような、適当で順調な人生だったが、しかし、和馬は就職活動で人生初の挫ざ折せつを味わう。

　活動を始めた当初、和馬は大手広告代理店を志望していた。

　これにも、あまり深い意味はない。当時流行はやっていたドラマの主人公が大手広告代理店に勤めていて、何やらエリートっぽくてカッコ良さげだったから、というだけだ。

　それでも、不純な志望理由にもかかわらず、選考試験はサクサクと順調に進んだ。だが最終面接を間近に控ひかえた七月のある日、問題は起こった。

　和馬の父親が、突とつ然ぜん倒たおれたのである。仕事で海外と日本を頻ひん繁ぱんに行き来していた父は、仕事先の南米で心臓発ほつ作さを起こして倒れた。幸い、すぐに意識が回復し、命にも別状はなかったが、現地でしばらく入院することになってしまった。

　母と和馬はすぐに南米へ飛び、病院近くのホテルで父に付き添そうことにした。今が就職活動時期だと知っている両親は、和馬だけでも帰国するように促うながしたが、全く問題ない大だい丈じよう夫ぶと請うけ合って留とどまった。

　実を言うと、全然大丈夫ではなかった。しかし病気の父と、言葉の通じない海外で戸と惑まどう母を置いてはいけない。特にお嬢じようさま育ちでおっとりしている母は、最愛の夫が倒れ、いつ帰国できるかわからない状じよう況きようにかなり参っていた。姉は丁度、二人目の子を身ごもっていて、そろそろ臨月という時期だ。とても地球の真裏まで呼び寄せることなどできなかった。

　そうこうしているうちに最終面接の日は過ぎてしまった。父の入院は長引き、ようやく医師の許可が下りて帰国できたのは九月。夏休みが終わってからだ。

　日本に戻もどると、新卒選考はあらかた終わっていた。急いで二次募ぼ集しゆうを行っている企き業ぎようを探してみたが、和馬の望む職種はない。

　大丈夫だと嘯うそぶいてみたものの、両親は和馬の状況を理解しているようで、無理しないでとか、就職浪ろう人にんしてもいいから行きたい道を行ってくれなどと、申し訳なさそうに言ってくる。気の強い姉までもが、私が妊にん娠しんなんてしなければ、と悲しいことを言い出すので、これはどうにかして就職せねばと焦あせった。

　それに周囲の友人には、「業界最大手に入って、この俺が一大ムーヴメントを起こしてやるぜ」と、豪ごう語ごしていたのだ。これで就職浪人など恥はずかしすぎる。

　遅ればせながら大学の就職課に日参していたある日、課の職員に『アルキテック』の求人募集を教えられた。

　職員曰いわく、ちょっと特とく殊しゆな会社だが医い療りよう関係の会社で、業界最大手、しかもウェブを中心としたデザイン関連の職種を募集しているという。職員の巧たくみな誘ゆう導どうを「医療関係の業界最大手」と認にん識しきして、ろくに企業研究もせず試験を受けた。

　選考試験は簡単な筆記と、人事部の面接が一回。それで内定が決まった。

　医療機器メーカーと謳うたう『アルキテック』の実態が、アダルトグッズメーカーだと気づいたのは、内定誓せい約やく書を提出した後だ。

　和馬を勝手にライバル視していた同級生にからかわれ、事実を知った。件くだんの通つう販はんサイトを見て愕がく然ぜんとしたが、家族には「医療機器メーカー」で「業界最大手」の企業に内定したと伝えてしまっていた。

　ギリギリまで悩んだ末、就職を決めた。事業内容はアレだが、人事の担当者は自社に誇ほこりを持っている様子だった。当時は賃ちん貸たいビルだった本社も明るく、通りすがりの社員たちも、やけに男が多かったが生き生きしていた。

　これも運命かもしれないと、和馬は思った。非ひ凡ぼんな人間には波乱が似合う。この挫折は、和馬の人生において必要不可欠な出来事だったのだ。いやそもそも、これは挫折ではないのかもしれない。

　脳内の記き憶おくが都合よく組み換かえられた頃ころ、社会人生活がスタートした。その年の新卒採用は和馬ただ一人。有名美大卒、期待の新人という触ふれ込みで、販はん売ばい部の部長と課長からは希少動物のように丁てい重ちように迎むかえ入れられた。鴫原だけは、新人挨あい拶さつの時も鼻くそをほじっていたが。

　あれから二年。和馬は自分がやはり、入るべくしてこの会社に入社し、そして新美と出会う運命にあったのだと確信している。

　こんなにも真しん剣けんに誰だれかを追いかけたのは、新美が初めてだった。これまでの人生では、何に対しても情熱が持てなかったが、今度は違ちがう。

　もう中途半端はしない。いつか新美が振り返ってくれるその日まで、絶対に諦あきらめないのだ。

　和馬はそんな、勝手な決意をしていた。

「すまない。そういうわけで、お前とは付き合えない。俺の運命の相手はお前じゃないんだ」

　真正面からきっぱりと言って、和馬は目の前の男性に頭を下げた。

　すぐ脇わきの廊ろう下かから、「六名様ご案内でぇーっす」という無む闇やみに威い勢せいの良い声が上がる。

　都内にある居酒屋チェーン店だ。安いし全席個室タイプなので、男同士のカップルでも、周囲に気き兼がねがない。

　和馬が顔を上げると、目の前に座る男からは完全に表情が消えていた。告白を断られたのだから無理もない。しかし、いい加減にはできなかった。

　男は山やま内うちという、身体の関係込みの友人だった。

　新美と出会ってからはもっぱら、こうした友人との割り切った関係を楽しんでいる。新美に対する裏切りでは、という思いがちらりと頭をかすめたりもするけれど、まだ恋こい人びとではないので、ギリギリセーフだろう。

　山内は去年の暮れ頃ごろ、行きつけのショットバーで知り合った。彼にも本命がいて、なかなか靡なびいてくれないのだと愚ぐ痴ちられ、同じ境きよう遇ぐうに意気投合した。以来、定期的に会っている。

　スーツ姿でもどことなく洒落しやれた感じがあり、顔立ちは新美ほどではないが、綺き麗れいに整っている。中性的な容姿のせいか、あまり貪どん欲よくに性を求めるタイプに見えない。しかしベッドの上ではかなりエロかった。

　飲んで互たがいの片思いを愚痴り合い、その後は身体で慰なぐさめ合うのが、山内との定番のコースだった。だがいつの頃からか、彼の口から本命の話を聞かなくなった気がする。

　今日は半月ぶりくらいに山内から連れん絡らくがあって、会社帰りに会って欲しいと言われた。会わないか、といういつもの誘さそい文句ではなかったことを、不ふ審しんに思うべきだったのかもしれない。

　しかし和馬はちょうど、昼に新美と会って浮うかれていた。九鬼という邪じや魔まが入り、カレーも当分食べられない状態に陥おちいってしまったが、別れ際ぎわに新美から、「次は来週だね」と言われて驚おどろいた。どうやら新美は定例会議以外にも、他部署との打ち合わせのため、不定期に本社へ訪おとずれることがあるらしい。

　知らなかった。今までに何度、逢おう瀬せをふいにしたのだろうと、己おのれの調査不足を悔くやんだ。ともあれ来週の月曜にまた、新美に会える。隣となりにいた九鬼は終始苦い顔をしていたが、新美から言い出したので、文句を言えなかったようだ。ざまあみろ、と二重にウキウキし、その後に入った山内からのメールにも、上じよう機き嫌げんで返事をした。

　だが実際に会ってみると、山内の様子が何やらおかしい。いつも遠えん慮りよなくハキハキと物を言うのに、今日は珍めずらしく口を開くのをためらい、それでいて思いつめた顔をしていた。

　本命と何かあったのか、と尋たずねたところ、もうそちらは諦めたという。先の見えない片思いに疲つかれたのだそうだ。強がりではなく、かつての本命について語る山内の口調はサバサバしていた。

「結構前から、そっちは吹ふっ切れてたんだ。ずっと、忘れたいのに忘れられなくて苦しかったんだけど、和馬と会うようになってから徐じよ々じよに気持ちが治まって来てさ。気づいたら、彼よりお前のことばかり考えるようになってた」

　本気で付き合ってほしい。まさかの告白に、和馬は驚き戸惑った。

　今までにも、セフレだと思っていた相手から告白されることはあった。フィーリングが合えば告白を受けたし、そういう時は真ま面じ目めに付き合って他ほかに浮うわ気きなどしなかった。

　だが今は、新美がいる。彼を裏切ることなど到とう底ていできず、ましてや新美への思いを捨てることなど不可能だった。

　そこで、自分がどれだけ新美を思っているか、残念ながらまだ交際には至らないが、二人が出会ったのは必然なのでそのうち付き合うだろうことを、熱心に説いた次し第だいである。

　和馬の「俺の運命の相手はお前じゃない」という発言を聞いて、山内は無表情のまま、しばらく言葉を発しなかった。

　やがて、黙だまってグラスの中のレモンサワーを一気に飲み干すと、大きくため息をつく。それからふっと皮肉気に笑って、呟つぶやいた。

「最低野や郎ろう」

　和馬はそれに、どう応こたえたものか迷った。ひょっとして最低野郎というのは、和馬に対する評価だろうか。

「何だよ運命って。それ、本気で言ってんの？」

　口調だけでなく声の高さまでもが急に変わった。

「前から思ってたけどさ。お前、頭おかしいよ」

　山内の口調は、これまで聞いたことがないくらい皮肉気で、声に憎にくしみがこもっている。優やさしくて、冷静沈ちん着ちやくだと思っていた友人の豹ひよう変へんに困こん惑わくした。

　だが彼は一度毒を吐はいたことで、箍たがが外れてしまったようだった。和馬への不満が次から次へと溢あふれ出る。

「周りから浮いてるって気づかない？　そういうとこも可愛かわいいなって思ってたけど、今ので一気に冷めた。本当に最低。何が最低かって？　聞かなきゃわからないところだよ。ほんとに最悪。顔がいいからって付き合うんじゃなかった。今だから言うけど、セックスも独りよがりで、全然気持ち良くなかったんだよね。しかも毎回、良かっただろとか言ってくるし。あれ、何なわけ？　こっちは演技するのに必死だっての」

　ひどいなと思ったが、山内の不平はこれだけでは終わらなかった。

「確かに顔はいいけどさ。顔だけじゃない。顔以外に誇れるところがある？　ないんだよ。大おお袈げ裟さなこと言ってカッコつけてるだけで、実際はチキンでヘタレだし、エリートでも金持ちでもない。スペックがものすごく中ちゆう途と半はん端ぱだし、何かにつけて運命、運命って同じことばかり言っててウザい。運命の相手ってのがどれだけの人か知らないけど、お前がこれから先どんなに頑がん張ばったって、気持ちが伝わることなんかないよ」

　たった今告白したばかりの相手を、よくもそれだけ罵ののしれるものだと、いっそ感心する。怒おこるよりも呆あつ気けに取られて、よく回る口を眺ながめていた。

「じゃあね。もう金輪際、連絡して来ないで」

　山内は最後にそう言うと、乱暴に席を立って個室の襖ふすまを開けた。ちょうど廊下に店員がいて、突つき飛ばすように出て行く山内に、驚いた顔をしている。個室と言っても間仕切りは薄うすい襖だけなので、今の会話を聞かれたのかもしれない。

　店員は和馬を見て更さらに驚いた顔をしたが、すぐに気を取り直し、「六番様お帰りでぇ～っす」と叫さけんだ。店内から他の店員たちの「ありがとうございました～っ」というコールが響ひびき、和馬も席を立たざるを得なくなった。ほとんど手付かずの料理を尻しり目めに、取り残された伝票を拾って会計をする。

　先ほど廊下で顔を合わせた店員がレジ係で、釣つりを渡わたす合間にチラチラこちらを窺うかがってくるのも恥はずかしい。やはり、聞こえていたようだ。きっとこの後、従業員たちの間で、ゲイの客が痴ち話わ喧げん嘩かしていたことが面おも白しろおかしく語られるのだ。

　とぼとぼと家に帰る途と中ちゆう、腹が減っていたので、たまたま目に留まったラーメン屋で味み噌そラーメンを食べた。不味まずかった。今夜は散々だ。アパートに帰ると、布ふ団とんの中でほんのちょっとだけ泣いた。

　振ったのに振られてしまった。しかもこっぴどく。

　悲しい事に、交際相手やセフレに突とつ然ぜんキレられて別れを告げられるのは、今回が初めてではない。男女両方からモテるが、慕したわれる数と同じくらい、振られる数も多かった。あなたには付いていけない、とよく言われる。

　ただ、そう言われても和馬はさほど気にしなかった。あまり後ろは振ふり返らない性格だ。左右も見ない。見るのは前だけ。

　なのに今、どんなに頑張っても気持ちが伝わることはない、という山内の言葉が、呪のろいのように頭にこびりついている。

　自分でも薄うす々うす気づいていた事を指し摘てきされたからだ。新美はいつも優しく接してくれるし、彼が運命の相手だと信じているが、それぞれの気持ちには熱湯と冷水ほどの温度差があることは、いかに楽天家な和馬であっても理解していた。和馬とよりも、九鬼と話している時の新美の方が楽しそうだし、気を抜ぬいているのも知っている。

　それでも追いかけたいと思ったのだ。誰だれかをここまで真しん剣けんに好きになったのは、初めてだった。その恋こいは叶かなわないのだと呪いをかけられた。焦しよう燥そうが募つのり、一晩寝ねてもまだ、山内に言われた言葉を反はん芻すうしてくよくよしていた。

　ともあれ、思考が常に前方へ向いているのが和馬である。週末の休みを挟はさんで月曜になる頃ころには気持ちも浮ふ上じようしており、それどころか更なる熱情を滾たぎらせていた。

　確かに言われた通り、チキンでヘタレな部分があったかもしれない。せっかく新美が一いつ緒しよに製品を試ためしたいと誘ってくれた時でさえ、スカトロは自分の趣しゆ味みではないからと及および腰ごしになっていた。覚かく悟ごが足りなかったのだ。

　和馬の気持ちが、本当にマジで本気なのだと伝えるために、何事においても躊躇ためらってはならない。

　月曜日も、新美は本社に来るのだと言っていた。やはり午前中が会議で、社食で昼食を食べて行くと言う。いつものように十二時ぴったりに社食へ走るつもりだったのに、鴫原がネットに掲けい載さいする写真撮さつ影えいをいきなり振って来た。

　通つう販はんサイトの制作はほぼ全すべてが販はん売ばい部内で行われ、掲載している自社商品のサンプル写真も、基本的には自分たちで撮影している。部屋の一角に撮影用の事務机が置かれ、撮影の都度、レフ板とライトを戸と棚だなから引っ張り出して来て撮影するのだ。

　デジタル一眼レフの扱あつかいは鴫原に教えてもらっているが、見み映ばえ良く商品をセットしなければならないので、なかなか面めん倒どう臭くさい。

　アングルを考えている間に、時間をオーバーしてしまった。この仕事を午後に回していいかと尋ねると、鴫原は「何を焦あせってるんだ？」と怪け訝げんそうな顔をした。

「今日も新美さんが来るんです。別の会議だとかで」

　和馬が開発部の特別主任に猛もう烈れつなモーションをかけていることは、パーティーでの奇き行こうも含ふくめて部内はおろか、会社中に知れ渡っている。相手が新美だからか、男が男を追いかけることは誰も疑問に思っていないようだった。

　鴫原は「またか」と呆あきれたように呟き、窓際の席にいた課長は不安げにこちらを見た。

「そろそろ、新美さんのことは諦あきらめた方がいいんじゃないかな」

　課長は、自分の部下が何か問題を起こしはしないかと心配しているらしい。

　特に新美は、特別主任という肩かた書がきでこれまで数々のヒット作を生み出して来た、いわば会社にとっての金を産むガチョウなのだ。そこらの平社員とは別格の存在である。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。今の俺は、先週の俺とは違ちがうんです。今度こそ、俺の魅み力りよくで新美さんを振り向かせてみせますから！」

　上司を安心させるべく微笑ほほえむと、課長はマスオさんに良く似た地味な眼鏡の奥に、「諦てい観かん」という文字を張り付けて言った。

「とにかく、周りに迷めい惑わくだけはかけないでね」

「任せてください」

　和馬は気安く請うけ合った。片思いはもう終わりだ。あばよ涙なみだ、よろしく勇気。胸のエンジンに火をつける時が来た。

　写真は午後でもいいという鴫原の了りよう承しようをもぎ取って、和馬は社員食堂へと疾しつ走そうした。いつもよりだいぶ時間が遅おそい。広い食堂内を見回すと、新美は既すでに席に着いていた。

　今日は九鬼はおらず、新美に憧あこがれる男たちが例によって熱っぽい視線でラーメンを啜すする麗れい人じんを見つめている。

「新美さん！」

　和馬は食事も買わずに声をかけた。新美は和馬を見て優しく微笑んでくれる。今日は遅かったんだね、と言う穏おだやかな声は、和馬の耳に届いていなかった。

「新美さん。これまでの俺は、確かにヘタレなチキン野や郎ろうでした。でももう、逃にげません。ぜひ、やらせてください」

「何のことだっけ？」

「スカトロの件です。俺、ウンコ味のウンコでも、カレー味のウンコでも食べてみせます！」

　大声で叫ぶと、たまたまカレーライスを持って側そばを通りかかった見知らぬ社員が、「おいっ」と怒いかりの声を上げた。

「俺、新美さんのこと、本気なんです。絶対に中途半端な気持ちじゃなくて、だから、ウ……」

　思い詰つめた顔で迫せまる和馬に、新美もいつもと違う空気を感じたらしい。微笑みを消し、禁断の言葉を繰くり返し口にしようとする和馬を手で制した。

「少し、落ち着いて話そうか。取りあえず食事を買ってきたら？　あ、カレーじゃなくていいからね」

　ここで根こん性じようを見せようとカレーライスを頼たのむつもりだったが、そんな和馬の内心を見み透すかしたように、新美が言った。和馬は急いでフードコートへ行き、牛ぎゆう丼どんをトレイに載のせて戻もどった。

　新美はその間にラーメンを食べ終えており、ゆっくりお茶を飲んでいた。和馬が向かいの席に座り、搔かきこむように牛丼を食べ始めると、「逃げないから、急がなくていいよ」と、苦く笑しようする。

「例の疑ぎ似じ糞ふん便べんはね、開発部の許可が下りなくて、正式に商品化されないことが決まったんだ」

「そ、そんな」

　和馬は愕がく然ぜんとした。考え抜いた末にようやく覚悟を決めたのに。そして、ちょっとホッとした自分が悔くやしい。

「俺、本気だってことを新美さんに知ってほしくて……」

　他ほかにどうやって、本気を証明すればいいのだろう。

「君は、そこまでして僕とどうなりたいの？」

　うなだれる和馬をじっと見つめていた新美は、いつになく真ま面じ目めな顔で尋たずねて来た。

「えぇっ？　いや、それは勿もち論ろん、真剣にお付き合いをしたいと思っています」

「性せい行こう為いを前提として？」

「はっ、それはもう」

　もしや、プラトニックをご希望か。しかし和馬は生まれてこの方、清いお付き合いなどしたことがない。デートでセックスをしないで、何をすればいいのだろう。

　うーん、と悩なやむ和馬の前で、新美もまた何かを考え込んでいる様子だった。

「人から好きって言われることは多いんだけど、どうしても相手の気持ちが理解できないんだよねえ。まあ、理解しようと努力したことはないっていうか、ぶっちゃけどうでもいいんだけど。僕、性行為以前に人間に興味がないし。人と関かかわるより、研究所で玩具おもちや作ってる方が楽しいんだ」

「それは、新美さんが恋れん愛あいをしたことがないからですよ。俺と一緒に新しい扉とびらを開いてみましょうよ」

　和馬は勢い込んで、テーブルの上にあった新美の手を取ろうとしたが、すんでのところで引っ込められてしまった。

「うーん、そうだね。新しい扉が開くかどうかはわからないけど、そんなに真剣に何度もしつこく情熱を傾かたむけられると、こちらも真面目に考えなきゃって気になるね」

　新美の口調はいつもの如ごとく、おっとりとしたものだったが、初めて聞く前向きな回答に和馬は驚おどろいた。

「えっ。新美さん、それってまさか」

　自分と付き合ってくれるということだろうか。期待にぶるぶる震ふるえていると、新美は「落ち着いて」と苦笑した。

「考えるって言っただけだよ。今まで面めん倒どうだからうっちゃってたけど、君がそこまで言うなら、僕も真面目に考えてみる。ちょっと時間がほしいから……そうだな、金曜日まで考えさせてもらっていい？」

　今日は月曜日だ。それは気が遠くなるほど先に思えたが、真剣に考えてくれるというのに否いなはない。待ってます、と力強く答えた。

「じゃあ、またこちらから連れん絡らくするから」

　和馬の携けい帯たい電でん話わの番号とメールを聞くと、新美はにっこりと微笑んで立ち上がった。冷えた牛丼と共に残された和馬は、しかし感動のあまり呆ぼう然ぜんとしていた。

（考えるって、前向きに考えるってことだよな）

　それはほぼ内定、と思っていいのではないか。断るのが前提なら、金曜まで引っ張ったりはしないだろう。

　和馬は舞まい上がった。午後、ハミングしながら新商品のオナホール『ちびぷに！　つぐみちゃん・改』をバシャバシャ撮影した。鴫原と課長が顔を見合わせて「やっぱり産業医に相談した方が……」などとボソボソ話し合っていたが、本人は絶好調だ。

　週末には、晴れて新美の恋こい人びととなっているだろう。仕事を疎おろそかにしては、真面目な恋人に嫌きらわれてしまう。撮影を終わらせると、今度はパソコンのドローソフトで装着イメージのイラストを描かき上げ、それらの素材をまとめて新商品のウェブページを作った。我ながら、迅じん速そくかつ華か麗れいな仕事ぶりに惚ほれ惚ぼれする。

　定時頃ごろになって、部長が青ざめた顔をしてどこからか戻ってきた。

「和馬君。君、新美主任の奴ど隷れいになってスカトロ製品をテイスティングするって本当かい？」

　例のアレは商品化はされなくなったはずだが、昼間、社食で和馬が騒さわいでいたことで、社内には間ま違ちがった噂うわさが伝わっているのかもしれない。

「何言ってるんですか、部長。俺はずっと前から新美さんの愛の奴隷ですよ」

　誤解を解くこともできたが、まだ本当のことを言うつもりはなかった。婚こん約やく発表は、交際が正式にスタートしてからでいいだろう。

　ハハハ、と明るく笑い飛ばした和馬を、三人は戦せん慄りつの表情で見つめていた。

　その後も、上がりっぱなしのテンションのまま仕事を続けようと思っていたが、部長から帰れと命令された。

「良く寝ねて、心を休めなさい。そして自分のしようとしていることをよく考えるんだ」

　確かにまだ月曜日だ。金曜日までかなりある。初日からこのテンションでは、疲つかれてしまうだろう。部長の言葉に従い、今日は帰ることにした。それでも新美のことを考えると、ニヤニヤが止まらない。

　いつもよりずっと早い時間に会社を出ると、ビルの裏手にある駐ちゆう車しや場で九鬼の姿を見つけた。勝利宣言をしようと思ったが、やめた。いつもに増して怖こわい顔をしていたのと、彼の傍かたわらに新美の姿があったからだ。

「さっき、うちの部の社員から聞いたぞ。あの和馬とかいう販はん売ばい部のアホを下僕にして、開発部のモルモットにすると宣言したそうだな」

　自分の名前が出てきて、どきりとする。やはり噂が独り歩きしているようだ。和馬は咄とつ嗟さに物もの陰かげに隠かくれ、そっと彼らを窺うかがった。盗ぬすみ聞きは良くないが、九鬼が我々の邪じや魔まをする気なら黙だまっていられない。いやそれより、アホとは何だ。

「何だかおかしな風に話が広まってるみたいだね。僕はそんなこと、言った覚えはないよ」

「そうか」

　九鬼のホッとした顔が見える。だが新美は悪あく魔まだった。少なくとも、九鬼にとっては。

「ただ、今までになく思い詰めた顔で告白されたから、真しん剣けんに考えると言ったんだ」

「なんだそれは。どういうことだ」

「そのままの意味だよ。僕はずっと、男同士だってだけで恋愛の意味を考えないようにしていた。でもそろそろ、決着を付ける時だと思ってね」

　新美の声がいつもよりも低く、冷たく感じられた。

「どうして、あいつなんだ。お前は、今までどんな男に言い寄られても、そんなことを言ったことはなかったじゃないか……」

　どうして、と男は繰り返した。胸の底から引き絞しぼるような苦しげな声に、和馬はそっと立ちあがった。聞いてはいけない会話だった。

「千秋はずっと昔から、僕の大切な友達なんだ。唯ゆい一いつの」

　場を去る和馬の耳に、新美の声が届いた。九鬼がそれに何と返したのか、わからない。寂さみしそうな新美の声は、かえって残ざん酷こくに聞こえた。

　ざまあみろ、とは思えなかった。九鬼のどうして、という問いかけは、「どうして俺ではないのか」という疑問に繫つながっているのだろう。彼は本当に、新美のことが好きだったのだ。恐おそらくずっと、学生の時から。

　苦しそうな九鬼の声は和馬の耳に長らく残り、それは一晩寝るまで忘れられなかった。










　新美から連絡が来たのは、約束の日の前日、木曜日のことだった。

　昼休み、見慣れない番号からの電話に躊躇ためらいつつ出ると、『新美です』と涼すずやかな声こわ音ねが聞こえて仰ぎよう天てんした。

「にっ、新美さんっ」

　販売部にいた部長以下三名が瞬しゆん時じに振ふり返ったので、慌あわてて廊ろう下かに出る。またおかしな心配をされてはたまらない。

『急にごめんね。今、大だい丈じよう夫ぶ？』

「大丈夫です。ていうか新美さんなら二十四時間いつもいつでもどこまでも」

　落ち着こうか、と電話の向こうから優やさしく言われた。ドキドキする。返事は金曜日と言っていたが、もう結論が出たのだろうか。

『和馬君、今週末は何か予定があるかな』

「ありません。空いてます」

　何も考えずに即そく答とうした。予定があったとしても、新美の方が大切だ。

『良かった。あれから色々と考えたんだ。君のことは面おも白しろいと思うけど、やっぱりまだ、男同士の性せい行こう為いに抵てい抗こうがあるんだよね。でも、前向きに考えたいとも思ってる』

　おぉっ。何だかいい感じの雰ふん囲い気きだと、和馬は販売部前の廊下で拳こぶしを握にぎりしめた。『それでね』と、新美は急に躊躇いがちな声音になった。

『どうすれば問題なくセックスできるか、シチュエーションを考えてみたんだ。これなら最後までできると思う。そのプレイを、試ためしてみてくれないかな』

「ふぉっ」

　興奮のあまり、変な声が出てしまった。慌てて「やります」と答える。

「やります！　どんな変態プレイでも！」

　叫さけぶと、声が大きいよと窘たしなめられた。今、会社だよね？　と言われて、慌てて口を噤つぐむ。しかしもう、喜びが抑おさえられない。廊下でビョンビョン飛び跳はねる和馬に、受話器の向こうの声が急に冷たくなった。

『心配だな、和馬君は』

「えっ」

『僕は、このことを会社の誰だれにも知られたくないんだ。でも君がそんな調子だと、すぐに会社中に伝わってしまいそうだね』

　今にも、やっぱり止やめようか、と言い出しそうな突つき放した口調で、和馬は慌ててその場に踏ふみ留とどまった。浮うかれ過ぎてしまった。ここで新美に嫌われては元も子もない。

「俺、嬉うれしくて。すみません」

『いいんだよ。でも、週末まで誰にもバレないように気をつけて、大人しくしててくれる？』

　はい、と抑え気味の声で言った。もう絶対に飛び跳ねないようにしよう。『ありがとう』と、新美がいつもの優しい声に戻もどったので、ホッとした。

『明日あした、金曜日の夜、都内のシティホテルを二部屋、取っておいた』

「ホテル……」

　その単語だけで鼻血が出そうになった。ホテルを取った。つまり、そういうことだ。

「どうして二部屋なんですか？」

『僕がさっき言ったプレイのためだよ。詳くわしい手順は手紙に書いて送っておいたから、よく読んでおいて』

　どこに送ったんですか、と和馬が尋たずねる前に、新美は『あ、誰か来た。じゃあね』と一方的に言って電話は切れてしまった。

　販売部に戻ると、三人がまた不安そうにこちらを見ていた。安心させるように微笑ほほえむと、更さらに沈ちん痛つうな表情になった。前の席では鴫原が、「どんな変態プレイだよ」などと呟つぶやいている。廊下での叫びが聞こえていたらしい。

　いかんいかん、と和馬は己おのれに活を入れるため、両手で軽く頰ほおを叩たたいた。これはそう、新美と二人だけの秘密なのだ。

　平静を装い、静かに仕事に集中したのだが、それでもまだ部長と課長は「やはり今のうちに、新しい人員を確保しておいた方が……」などと相談していた。

　その日の夜、アパートに帰宅した後、宅配で小包が届き、それに手紙が添そえられていた。どうやら、昼に新美が言っていたのは、この手紙のことだったらしい。

　ＯＡ用紙にびっしりとプリントされたワープロの文字を、和馬は何度も丁てい寧ねいに読み返した。

　一字一句記き憶おくするほど読み込み、その度たびに布ふ団とんの上でゴロゴロ転がりまくった。そうするより他ほかに、興奮を抑える術すべを知らなかったのだ。

　喜びと期待でその夜はとても眠ねむれそうになかったが、とにかく布団に入った。明日は万ばん全ぜんの体調で挑いどみたい。

（しかし新美さんは初めてだから、とにかく優しくしないとな）

　なんてことを楽しく考えているうちに、いつの間にか眠っていた。

　そして翌日。

　和馬はいつも通り出勤し、仕事をこなした。そわそわと落ち着かない気持ちが外に出ていたのか、部の三人は不安げな顔をしていたが、彼らに構っている余よ裕ゆうはなかった。

　定時きっかりに仕事を終え、一度アパートに帰って着き替がえを取ると、目的地へと向かう。

　行き先は手紙に書いてあった、都内のシティホテルだ。フロントで自分の名前を告げると、鍵かぎを渡わたされた。会計は予約時に決済されていると言う。時計を見ると、七時前だった。指定時刻は八時。まだ時間はあるが、すぐにエレベーターに乗った。

　新美の手紙に、チェックイン後は速すみやかに部屋に入れ、という指示があったからだ。理由は書かれていないが、和馬はあまり気にしなかった。というより、新美を抱だけるのだということだけで頭がいっぱいになっていたのである。

　エレベーターを降りて部屋に向かう。渡された鍵の番号は、七一五号室だった。和馬は部屋の前に立ってから、隣となりの七一六号室を確かく認にんした。

　部屋番号については今日の昼、新美のメールで知らされていた。七一五号室が和馬の待機する部屋。

　そして、隣の七一六号室は後から来る新美が入る部屋だ。新美の到とう着ちやく後、和馬はある準備をしてから、隣の部屋に入ることになっている。

　七一五号室に入って荷物を置き、手紙に書いてあったフリーメールのアドレスへ、到着した旨むねを連れん絡らくした。何故なぜ、携けい帯たいのメールではなくフリーメールなのかはわからない。

　それからまたシャワーを浴び、今度は隅すみ々ずみまで丁寧に洗った。バスルームを出ると、全ぜん裸らのまま鞄かばんの中身を取り出す。昨日、小包で送られてきた物だ。

　手紙には、今夜の手順が事細かに書かれてあった。夜の八時までに部屋に入ること、九時になったら一いつ切さい、声を出さないこと。隣の部屋に移る時の手順、入ってからのこと。

　そして、手紙と同どう梱こんされた二つの品についても、細かい指示が出ていた。送られてきた品の一つは小こ瓶びんに入った、ミントブルーの怪あやしい液体だ。

　媚び薬やくだという。新美自身が独自に調合したものだそうで、危険はないのでご安心くださいと書かれてあったのが、むしろ心配である。

　もう一つはコックリングだった。新美が試作中の製品だそうで、誤って壊こわしたりしないように、と赤字の強調文字で印刷されていて、ビビッた。

　非ひ破は壊かい検査などの試験段階ではある程度、数が作られるが、まだ開発途と中ちゆうのプロトタイプは基本的に一点物なので、とても高価なのだ。

　手紙には、隣へ行く直前に装着しろと書かれてあった。一いつ般ぱん的に、コックリングの装着限度は二十分から三十分、長時間の装着は性器の血管や神経を傷つける恐おそれがあり、時間限度を超こえる使用は望ましくない。なので、直前という但ただし書きがあったのだろう。

　和馬は手紙の内容を思い出しながら、プロトタイプをビニール袋ぶくろから取り出してみた。コックリングに、ジョックストラップを合体させたような形をしている。

　ジョックストラップとは、いわゆるケツワレのことである。元は運動時、男性器の揺ゆれを抑えるために着けるサポート下着だが、陰いん茎けいをぴったりと覆おおった前面とは逆に、文字通り尻しりの割れ目が剝むき出しになった形状は、見る者に性的倒とう錯さくを喚かん起きさせる。通つう販はんでもよく売れている。

　このコックリングはそのジョックストラップの前部分がリングになっていた。リング以外の部分がどういう目的を果たすのか、よくわからない。

　臀でん部ぶを押さえるストラップは丈じよう夫ぶな革かわ製せいで、尾び骨こつに当たる部分にベルトの留め外しをするためのバックルが付いているのだが、バックルの中心に細い凹へこみの鍵かぎ穴あながあった。ここだけがやけに重量感がある。

　このバックル、装着後は鍵がないと外せないという、恐ろしい但し書きがあり、鍵も同梱されていなかったので、事前には試していなかった。

　多分、鍵は新美が持っているのだろう。持っていなかったら怖こわいので、あまり考えないようにしている。ただひたすら新美の指示に従って、二人でゴールを目指すだけだ。

　そわそわと時計を気にしているうちに、時刻はようやく九時を回った。それから数分後、マナーモードにしていた携帯のバイブレーションが鳴った。

（来た！）

　内心で叫ぶ。新美から、今到着したというメールが入っていた。

　まず、貞てい操そう帯たいにも似たコックリングを装着する。太めのリングは、輪が真っ二つに割れるようになっていて、勃ぼつ起きした状態でも簡単に付けられた。ただし、コックリングはストラップと繫つながっているので、バックルを外さない限り、リングも外れない。

　尾びてい骨の部分でバックルをカチリと留める。と、バックルからピピッと電子音が鳴ったので、ビビッた。

（何か怖こえぇ……）

　爆ばく発はつしたり、しないだろうか。試ためしにバックルを探さぐってみたが、外れない。コックリング部分も連動しているようで、装着前は難なく二つに割れたのに、ぴったりと合わさってびくともしなかった。

　不安は大きくなったが、もう後あと戻もどりはできない。今度は怪しい液体を一気に飲んだ。これも手紙の指示だ。喉のどを通る時の熱い感覚がアルコールに似ている。苦いのに甘くて不味まずい。ミントの味がしたが、清せい涼りよう感かんは全く感じられなかった。しかし、しばらくすると身体からだの中にぽっと熱が灯ともったような気がした。

　いよいよだと思うと、股こ間かんの物も角度を変える。ソフト樹じゆ脂しに根元をぎゅっと締しめつけられ、更に興奮した。

　そのまま廊ろう下かを出るのはまずいので、部屋に備え付けのナイトウェアを着る。

（よし）

　気合いを一つ入れ、部屋の鍵を摑つかんだ。カードキーではなく、普ふ通つうの鍵だ。オートロックでもない。

　七一六号室の前に立ち、コンココココン、といささかくどいノックをした。それが合図だった。中で人の動く気配がする。きっかり十秒数えてから、和馬は七一六号室のドアを回した。鍵はもちろん、開いている。

　中は真っ暗だった。廊下からの明かりで、奥のベッドが薄うつすら見えた。間取りは隣と全く同じだ。ドアのすぐ脇わきにあるバスルームを見る。細い光が漏もれていて、そこに和馬の待ち望んでいた相手がいるのがわかった。

　新美さん、と声をかけたくなるのを堪こらえ、ドアを閉める。すると、その音が合図となってバスルームの電気も消えた。目を開けているのかどうかもわからない闇やみが、目の前に広がる。廊下が明るかったので、目が慣れるまで少しかかりそうだ。多分、バスルームにいる新美も同じ状じよう況きようだろう。

　全すべては順調に進んでいた。新美の細かい指示の目的は、お互たがいの姿を見ないようにすることだった。見られるのが恥はずかしいし、自分も男性の身体を見て、興奮できるかどうかわからない。だから、何も見えない真っ暗な場所で試したい。新美の手紙には、そんなことが書かれていた。

　男の声を聞くと萎なえるかもしれないから、決して声を出さないで欲しい、とも書かれていた。それではコックリングは何のために装着するのか、ということまでは手紙に書かれていなかったが、ともかく、そこまでして和馬の気持ちに応こたえようとしてくれるのが嬉うれしい。

　内側から鍵を閉めると、和馬は着ていたナイトウェアを脱ぬぎ捨てた。裸はだかになって、真っ暗な中、一歩一歩前へ進む。と、バスルームのある右方向から人の気配がし、ドアが開く音がした。

（新美さん）

　真っ暗な中、思わず笑え顔がおになって右手を伸のばす。すぐに温かいものに触ふれた。新美の手だ、そう思った瞬しゆん間かん、横から力強く腕うでを引かれていた。よろめく和馬の身体を、相手が難なく受け止める。相手もまた、服を身につけていないようだった。

（新美さんの胸、固くて逞たくましい）

　着き瘦やせするタイプだったんだな、と新しい発見に嬉しくなった。向こうが手探りで和馬の顔に触れようとしているのがわかり、首の辺りにあった彼の手を握にぎって頰ほおを寄せた。息を吞のむ音が聞こえ、その直後、和馬は荒あら々あらしく唇くちびるを奪うばわれていた。

「ん……っ」

　嚙かみつくような激しいキスだった。微かすかにミントの味がする。彼も媚薬を飲んだらしい。

　繰くり返されるキスの合間に相手の荒あらい息が聞こえて、和馬も興奮した。身体を擦すり寄せると、和馬の臍へその辺りに固く熱い固まりが当たる。

　ふと、それがずいぶんと高い位置にあると気づいた。新美は和馬より頭一つ分くらい、背が低い。今は逆に、一つ分高いようだった。キスをする時、上を向かなければならないのだ。

　しかしすぐに、バスルームが一段高い位置にあったのを思い出す。真っ暗で距きよ離り感が摑めないが、新美はまだ恐らく、バスルームのドアの辺りにいるのだろう。

　早く新美を抱だきたい。彼もこんなに興奮しているのだ。きっと上手うまくできる。相手の先走りが、和馬の臍を濡ぬらしている。そっと手を伸ばし、その陰茎に触れた。

（でかっ）

　明らかに和馬より大きかった。あんな綺き麗れいな顔をして、持ち物は意外とえげつない。しかもどうやら、彼も何か器具を装着しているらしく、時々、肌はだ以外の冷たい素材が皮ひ膚ふに触れた。

　やがて唇が離はなれ、ぎゅっと抱きしめられる。力強い。早くベッドに行きたくて、新美の手を取って歩き出そうとしたが、逆に腕を引かれた。二人ともおぼつかない足取りでベッドの縁ふちまで歩く。膝ひざにシーツの感かん触しよくが触れた時、ふわりと身体が浮ういて、和馬は危あやうく声を上げそうになった。

　相手が自分を抱かかえ上げたのだと気づいたのは、ベッドの上に優やさしく横たえられた時だった。

（新美さん、男らしすぎる）

　麗れい人じんの意外な力強さに驚おどろいている間に、ベッドの端はしがぎしりとたわみ、相手が自分の身体の上に覆いかぶさって来たのがわかった。

　手探りで和馬の顔を探し当てると、再びキスを始める。熱く汗あせばんだ手が和馬の身体を撫なで、ゆっくりと下りて行く。やがて陰いん部ぶに辿たどりつき、骨ばった指がペニスを撫で上げた。

「……ぅ」

　声を上げそうになり、和馬は咄とつ嗟さに口を両手で覆う。男の手は何かを確かめるように、ペニスの根元を辿った。装着してある物に触れ、頭上でフッと笑う気配がした。手のひらが陰茎を包み、ゆっくりと扱しごかれる。

　キスもだが、手しゆ淫いんも巧たくみだった。男同士だからポイントはわかるのだろうが、それにしても手慣れている。人間に興味がないとか言っていたのに、実は経験豊富だったのだろうか。

　次し第だいに差し迫せまって来る快楽の波を息を詰つめて堪えていると、急に手が離れた。和馬は攻こう守しゆを変えようと上体を起こしかけたが、今度は手ではない、温かくぬめった粘ねん膜まくがねっとりと絡からんで来た。

（噓うそだろ……）

　和馬は驚きと快感に息を吞んだ。あの新美が躊躇ためらいなく男の物を咥くわえるなんて、信じられない。しかも根元まで飲み込まれたそれは、間を置かずに出し入れが繰り返され、舌先が男を知り尽つくしたかのように巧みにねぶり上げる。

「ん、ん……っ」

　強い刺し激げきに、和馬は思わずくぐもった呻うめきを漏らした。足元で笑う気配がし、わずかに汗ばんだ手が、和馬の内うち股またをするりと撫でる。

「……っ」

　甘い蜜みつを飲むような心地ここちよさに、肌が震ふるえた。先ほど飲んだ媚び薬やくのせいだろうか、いつもより、感じやすくなっている気がする。

　そろそろ先に進まなくては、一方的にいかされてしまう。和馬が焦あせりを感じ始めた時、内股を撫でていた手が、するりと会え陰いんの奥へ滑すべった。逞しい腕が、快感に震える足を割るようにして潜もぐって来る。指が陰いん囊のうを辿り、その先にある小さな窄すぼまりを探り当てた。

（ちょっと待て）

　そこに触れる意図は何だろう。ただの前ぜん戯ぎか。それとも……。

　和馬は生まれてこの方、受け身というのをしたことがない。特に確かく認にんはしなかったが、新美とも当然、自分が抱く方だと思っていた。何の疑問も持たなかった。だが先ほどからの、やけに男らしい新美の態度を思い返すと、不安が募つのる。

（まさか、俺が受けなのか？）

　いやいやそんな。そんなまさか。新美のことは好きだ。彼のためなら何でもできる。新美がどうしてもと言うなら抱かれるのもやぶさかではないが……いやでもしかし、初めてはやっぱり抱く方に回りたい。

　枕まくら元もとで何かを探す音がして、続いてパチッ、とプラスチックの蓋ふたを開けるような音が聞こえた。ぴちゃりと水気を帯びた音。何ですか、あなた。そこで何をしてるんですか。

　ふわりと鼻先に甘い香かおりがした。良く知っている匂においだった。続いて生温かい、ぬるりと濡れた物が秘部に触れた時、そのぬめりの正体を知って慌あわてた。

　これは我が社が昨年、女性をターゲットに発売したローション、『ベベ・フルール』だ。ブルガリア産のダマスクローズを配合しているのが売りで、ほんのり薔薇ばらの甘い香りがする。

　やはり、新美は和馬の尻しりを掘ほる気なのだ。

（新美さんが望むなら、ここは我が慢まんするべき、か？）

　いやしかし、こんな暗くら闇やみの中、わけがわからないまま処女を捧ささげて良いものだろうか。葛かつ藤とうしている間にも、ローションに濡らされた指がゆっくりと襞ひだをこじ開け侵しん入にゆうしてくる。

　慣れない感覚に身が竦すくんだが、内ない壁へきを擦こする指の予想外の柔やわらかさに思わずため息をついた。

（なんだ、これ……）

　誰だれかに触れられたことも、自分でそこを弄いじった事もない。正しよう真しん正しよう銘めい、生まれて初めての感覚だ。なのにたった指一本、埋うめ込まれただけで、下腹部に甘い疼うずきが走る。ゆっくりと抜ぬき差しされると、その疼きはいっそう強くなった。

「ん、ふ……っ、んっ」

　同時に口こう淫いんが再開され、強すぎる快感に嬌きよう声せいが漏もれそうになる。慌てて口を押さえたが、コックリングがなければ、とうに射精してしまっていただろう。

（くそ……あの媚薬のせいか）

　頭の奥が痺しびれたようになり、いつの間にか尻を犯おかす指が増やされ、和馬も自ら腰こしを振ふっていることに気づいた。もっと深く指を咥え込み、射精したいという欲よつ求きゆうが理性を上回っている。

　相手もそれを望んでいるようで、更さらに激しくなる口淫と指の動きに、和馬は思わず禁じられていた声を上げた。

「あ……っ、待っ……新美さんっ」

「──何っ？」

　すぐ様、怖こわい声が返って来た。新美さん、声変わりした？

　何の前まえ触ぶれもなく尻からずるりと指が抜け、和馬の股こ間かんに顔を埋うずめていた相手が慌ただしく身を起こす気配がした。ぱちりとベッドサイドの明かりが灯ともる。

　その眩まぶしさに目を瞬しばたたき、続いて網もう膜まくが捉とらえた情報に「うわっ」と声を上げた。

　新美が、いつの間にか美び丈じよう夫ふに変身していた。ほっそりとした中性的な美び貌ぼうではなく、男らしい端たん正せいな造作がそこにある。首から下にあるのは、均整の取れた逞しい肢し体たいだった。ヒグマをも余よ裕ゆうで倒たおしそうな、隆りゆう々りゆうとした筋骨──。

「く、九鬼……っ」

「お前は、鈴木和馬？」

　照明の下もとに晒さらされた姿に、二人は数秒の間、呆ぼう然ぜんと見つめ合った。　>>>♥

「何であんたが」

「それはこっちのセリフだ。克かつ之ゆきはどうした」

「そんなの、俺が聞きたいよ。新美さんはこの部屋で待ってるはずだったんだ。俺は隣となりの部屋にいて、メールが来たら五分後にここに来いって」

「俺は克之から、ここに着いたら連れん絡らくしろと言われていたぞ。連絡して五分後に部屋に来るから、部屋を暗くしてバスルームで待てと」

　視線を落とすと、九鬼の股間にもコックリングが装着されていた。和馬の物と同じように革かわ製せいのストラップが付いているが、こちらはペニスの付け根の少し上にバックルが付いている。根元を締しめられた九鬼の陽根は赤黒く怒ど張ちようしており、締しめめつけのせいか、カリ首が張り詰めて黒光りしていた。

　こんな物を突つっ込む気だったのか、と慄おののくと共に、先ほどの快感が蘇よみがえって来る。尻の窄まりはまだ、指を入れられた時の感覚が残っていて、奥がじんじんと疼いていた。

「お互たがい、あいつに騙だまされたようだな」

　同じ媚薬を飲んでいるはずだったが、九鬼の方がまだ冷静だった。もぞもぞと足を閉じる和馬から気まずそうに目を逸そらすと、深くため息をついた。

「克之が、お前とのことを真しん剣けんに考えてるって聞いて、それなら俺の事も考えてくれと言ったんだ。そしたら数日経たって、いきなり男同士のセックスを試ためしてみたいって言い出した。手紙で、この部屋に来るまでの詳しよう細さいな指示が来たんだよ」

　和馬に対するものと、全く同じ手口だった。

（そんな……真剣に考えるって言ったのに）

　しかし記き憶おくを手た繰ぐってみれば、新美は一度たりとも、和馬と付き合うとか、交際を考えていると具体的なことを口にしたことはなかった。新美は最初から、和馬の気持ちに応こたえる気などなかったのか。

「俺、てっきり新美さんと付き合えると思ったのに。どうして……」

　断るにしたって、他ほかにやり方があるはずだ。付き合えないなら付き合えないと、最初に言ってくれればよかったのに。いや、言ったのか。

「けど、ひどいよ新美さん。薬まで盛って。そうだ、それにこのコックリング。鍵かぎがないと開かないんだ」

　二人してこんないかがわしい性具を装着して、このままでは帰るに帰れない。だが九鬼は、じっと和馬の顔を見た。

「克之から、何も聞いてないのか。……いや、そうだよな」

「聞いてない。新美さんから送られた小包には、鍵が入ってなかった」

「鍵ならある」

　慰なぐさめるように、九鬼は言った。彼が持っているのか。安あん堵どしたのも束つかの間、

「鍵はな、これだ」

　彼の指し示した場所に、何の冗じよう談だんだと目をむいた。

「は？」

　それは彼が装着しているコックリングだった。

「で、俺の鍵はお前のそれ」

　和馬のコックリングを指す。意味がわからなかった。「ふざけるな」と怒ど鳴なりかけた和馬を、九鬼はうんざりした顔で制した。

「冗談でも何でもない。こいつは克之が開発中の『ペアリング』だそうだ。手紙に書いてあったんだが、中には充じゆう電でん池ちが内蔵されていて、バックルは電気錠じようになってる。装着する時に電子音がしただろ？　二つのバックルの凹おう凸とつが合わさって、初めて両方が開かい錠じようするんだ」

　言われて、九鬼の股間を確認した。萎なえていても凶きよう悪あくな大きさを持つ男根ではなく、その上のバックルだ。真ん中に小さな円い突とつ起きがあった。

　和馬のバックルは背面、尾び骨こつの辺りにあり、その中心部分には同じくらい小さくて円い凹へこみがある。「凹凸」と、九鬼が言った単語の漢字を思い出した。

「新美さん、何て物を……」

「もしかしたらあいつ、この道具の実験がしたかっただけかもな」

「ううっ」

　ひど過ぎる。鬼おにだ、と和馬は呟つぶやいた。綺き麗れいな顔をして、新美は鬼だ、悪あく魔まだ。

「取りあえず、身体からだが治まるまでちょっと待つか。それからどうにか、開錠してみよう」

「──ああ」

　身体が治まるまで、と聞いて、身体の中の熱を思い出す。媚び薬やくの効果は、一体いつ切れるのだろう。身じろぎすると、後ろをほぐすのに使われたローションがとろりと会え陰いんを伝って内うち股またに零こぼれる。

「ふ……」

　また指の感覚を思い出してひくりと襞が震ふるえ、熱い息が唇くちびるから漏れた。ぎゅっと腕うでを抱き込むと、九鬼が躊躇ためらいがちに声をかけて来た。

「辛つらいのか」

「……媚薬、飲んだから」

　指し摘てきされると恥はずかしくて、ぶっきらぼうに言い放った。九鬼は一いつ瞬しゆん、鼻白んだ表情を見せたが、すぐに思い直したように「そうだな」と頷うなずく。

「俺は、隣の部屋に移っていようか」

「え」

　九鬼は気を利きかせて、和馬を一人にしてくれようとしたのかもしれない。だが目の前からいなくなろうとする男に、見放されたような気持ちになった。

「お、俺……」

　身体の奥が燻くすぶっている。先ほど、中ちゆう途と半はん端ぱに止められたせいで、余計に奥が疼いていた。自分の意志ではなく、身体が愛あい撫ぶの続きを欲ほつしている。

　しかしそんな事を口に出来るはずもなく、和馬は唇を嚙かんで俯うつむいた。九鬼も何も言わない。

「さっきの続き、するか」

　不意に端正な顔が覗のぞき込んで、言った。和馬はびっくりして顔を上げる。

「そこまで来ると、出さないと辛いよな」

　慰めるように言う彼自身も、まだ勃ぼつ起きしたままだ。赤黒い先せん端たんから雫しずくが零れるのを見て、和馬は思わず喉のどを鳴らしていた。

（あんなの入れられたら……）

　指だけでもあれほど感じたのに、どうなってしまうのか。

　慄きの中に期待が混じっていることを、頭の隅すみで理解している。媚薬のせいだ、とそんな自分に言い訳した。

「足、開けるか？　恥ずかしいか。なら、後ろ向きな」

　いつになく優やさしい声に促うながされ、九鬼に背中を向けた。うつ伏ぶせになり、腰を上げる。この体勢も十分に恥ずかしいが、男の顔の前で股またを開くのはあまりに無防備に思え、勇気が出なかった。

「お前、綺麗なケツ穴してんな」

　和馬がおずおずと尻しりを突き出す間、九鬼は無言だったが、目の前に晒された窄すぼまりを見て、思わずといったように声を漏もらした。

「……なっ、馬ば鹿か言うなっ」

　いきなり何を言うのか。枕まくらに突っ伏ぷした顔が、熱くなるのを感じる。背後でクスッと笑う声が聞こえ、先ほどと同じ、ローションのボトルキャップを開く音がした。

「もう少し足を開け。そうだ」

「ふ……っ」

　再び、ゆっくりと指が入って来る。待っていた感覚に息が震えた。もう片方の手が足の間をくぐり、和馬のペニスを扱しごく。

「あ、あっ」

　待っていた刺し激げきに、和馬は我が慢まんできずに声を上げた。指を求めて腰が揺ゆれてしまう。射精を促す奥の一点を突き上げ、中を擦こすられるのは、前を弄いじられるよりもずっと気持ち良かった。

「や……すご……あっ」

　これから、もっと太く固い物で中を搔かき混ぜられる。先ほどちらりと見た、九鬼の逞たくましい陰いん茎けいを想像しただけで、和馬のペニスはトロトロとはしたなく先走りを零してしまう。

　だが九鬼は、いつまで経っても入れようとしなかった。早くしないと、このまま達してしまう。

「九鬼さ……も、早く……」

　たまらなくなって、和馬は懇こん願がんした。

「抱だいてもいいのか？」

　九鬼からすれば、男に抱かれたことがない相手を慮おもんぱかっているのかもしれないが、限界まで追い詰つめられた和馬には、焦じらされているようにしか思えなかった。

　今いま更さら、そんなことを聞かないでほしい。まるで自分だけが求めているようで、恥ずかしくなる。素す直なおに答えることができずにいると、ふっと笑う声がして、背中を抱きしめられた。

「いいんだな。抵てい抗こうしないなら、このまま抱くぞ」

　耳じ朶だを軽く嚙まれ、背筋が震えた。相手にもそれが伝わったのだろう、九鬼はまた小さく笑い、和馬の顎あごを取って無理やり後ろを向かせた。

　強ごう引いんな所作を、優しいキスが引き取る。潤うるんだ目で見返すと、熱を含ふくんだ視線に搦からめ捕とられた。

「力抜ぬいてろ」

　もう一度、軽く口の端はしにキスをされ、腰を抱かかえられた。

「……っ」

　九鬼の動作は、和馬にあれこれ考える暇ひまを与あたえなかった。熱い固まりは濡ぬれた襞ひだをめくり、何の躊躇いもなくずぶずぶと埋うめ込まれていく。

「あ、あーっ」

　指で慣らされたせいか、不思議と痛みはなかった。身体がいっぱいになるような圧あつ迫ぱく感かんと、陰いん囊のうの裏から無理やり射精を促すような激しい快感に襲おそわれた。

「……すげえ。何だ、これ」

　後ろで、九鬼がため息のような声を漏らすのが聞こえた。

「きついのに、中が……」

　小さく呻うめく。怖こわかった。なのに、九鬼を咥くわえ込んだ下半身から、目の前が白むような快感が次々とこみ上げて来る。

「な、中？」

　身体がどうなってしまったのだろう。背後を窺うかがうと、九鬼は安心させるように優しく微笑ほほえんだ。手が伸のびてきて、さらりと頰ほおを撫なでられる。

「気持ちいいって言ったんだ。お前も痛くないだろ？」

　黙だまって頷く。男はまた笑った。

「このまま、鍵かぎが合わさりそうだな」

　言うなり、ぐっと腰を進められ、射精感が強くなった。リングで締めつけられた陰茎が、解放を求めている。

「や……深い」

「ああ、ヤバいな」

　苦しげな声と共に、男がゆっくりと腰を使い始める。打ち付けられる度たび、和馬の先端からダラダラと先走りが零れた。

「や、あ、九鬼さん……早く、外して……」

「わかってる。……くそっ、たまんねえ」

　九鬼が身を折って、和馬の背中を抱き込むように合わさって来た。ぐりぐりと腰を擦り合わせてくるのは、互たがいのバックルを上手うまく合わせようとしているのだろう。けれど男が探さぐるように腰を揺らす度に、中にある固いものが前ぜん立りつ腺せんをゴリゴリと圧あつ迫ぱくしてくる。

「ぅ、あ……」　>>>♥

　ピピッという電子音が響ひびいた。背中にあった男の体温が離はなれ、少し寂さみしくなる。尾び骨こつの辺りでカチリと音がして、バックルが解放された。前に手を伸ばし、コックリングを自分で探ると、あれほどぴったり合わさっていた輪はすぐに割れた。その間に九鬼も、自分のリングを外している。しかし二人が繫つながったままなので、ストラップは外せなかった。

「残りは後でいいか。ちょっと、もう駄だ目めだ」

　男は言って、再び腰を進めてきた。

「……っ、あ、あっ」

　打ち付けられる度、ドバドバと白はく濁だくした先走りがシーツを濡らした。肉襞をいっぱいにまで広げた熱い固まりが、和馬の最も感じる部分を押し上げる。拘こう束そくを失い、到とう達たつはあっという間に訪おとずれた。

「ああ──っ」

　一ひと際きわ激しく突つき上げられた瞬しゆん間かん、目の白むような快感に、和馬は大きく嬌きよう声せいを上げて射精していた。全身に震ふるえが走り、埋め込まれた楔くさびを強く食い締める。背後で男が呻くのが聞こえた。

「く……っ」

　背後から強く抱きしめられ、男が中で達したのがわかった。射精が止まらないのか、九鬼は何度も腰を擦りつけては息を詰める。飲み込みきれない精液が結合部分から溢あふれ、とろりと内うち股またを伝った。

　しばらくは何も考えられなかった。今まで少なくない経験を積んで来たが、セックスでこれほどの快感を得たことはなかった。しかも、射精を終えた今も、男を咥えたままの肉襞がひくひくと痙けい攣れんし、内側がわなないている。

　男が無言のまま、うなじや肩かた口ぐちに啄ついばむようなキスをするのを、うっとりと受け止めていた。まだ、中心が疼うずいている。

　と、男が上体を起こした。「抜くぞ」と前置きがあって、ずるりとペニスが引き抜かれる。

「あぁ……っ」

　太い肉にく茎けいが粘ねん膜まくを擦って出る感覚に、和馬は尻を突き出し、しばらくの間ぶるぶると身を震わせていた。射精したばかりなのに、中心はまだ固く芯しんを持ったままだ。

「和馬。大だい丈じよう夫ぶか」

　九鬼が案ずる声をかけたが、耳元で囁ささやかれるその声に、敏びん感かんになった和馬の身体からだはゾクゾクと震えた。

「駄目……だ、まだ」

　媚び薬やくはまだ切れないのか。自分の身体がどうにかなってしまいそうで、怖い。

　こちらを覗のぞきこんでくる男に、縋すがるような視線を向けると、九鬼はすっと目をすがめて無表情になった。男の喉のど仏ぼとけが、ゆっくりと上下する。かと思うと、次の瞬間には荒あら々あらしく唇くちびるを貪むさぼられていた。

「九鬼さ、んっ？」

　九鬼は荒々しく口づけながら、和馬の肩を押して、今度は仰あお向むけに横たえた。真顔のまま覆おおいかぶさって来る男に戸と惑まどう。

「……もう一度、抱きたい」

　和馬のペニスに固い昂たかぶりが擦こすりつけられ、息を吞のんだ。九鬼も、一度では治まりきらないのだ。自分だけではないことに安心した。驚おどろいて目を瞠みはり、続いて和馬を抱く腕うでに力を込めた。

　逞しい腕に抱かれながら、キスをされ、肌はだをまさぐられる。そうすると、自分が力強い何かに守られているような、身体の快感だけではない甘い気持ちがこみ上げて来るから不思議だった。九鬼もまた、まるで熱に浮うかされたような、情じよう欲よくに濡れた目で和馬を見ている。

「ヤバいな。お前が可愛かわいく見える」

　うっとりとした顔をしていたのかもしれない。目が合うと、九鬼は苦く笑しようしながら言った。

「……きっと、媚薬のせいだ」

　和馬が掠かすれた声で言うと、九鬼は「そうだな」と、また笑った。彼の腕が、和馬の足を割って潜もぐりこんでくる。綻ほころんだ窄すぼまりに軽く指を含まされた。

「柔やわらかい。もう、いいか？」

　クチュクチュと戯たわむれるように入口を弄いじられ、腰こしが重くなってくる。またあの太いペニスで搔き回されるのだと思うと、たまらなかった。

（そうだ、全部薬のせいなんだ）

　これは仕方がないことなのだ。和馬はそれきり、考えるのを止やめた。

　黙って男の首に腕を回す。九鬼が恋こい人びとのように優やさしく微笑み、和馬は熱い固まりが再び身体に入って来るのを、うっとりと受け止めた。










──ふう、やれやれ。ひどい夢を見てしまった。

　サラサラのシーツに包くるまって、和馬は心の中で呟つぶやいた。

　男に、しかも九鬼に抱だかれて善がるなんて、我ながらとんでもない夢を見たものだ。

　ベッドから少し離れた場所にある大きな窓は、遮しや光こうカーテンが開かれ、淡あわい朝日が差し込んでいた。和馬の部屋には布ふ団とんしかないし、アパートの間取りとは全然違ちがうが、きっとこれも夢なのだろう。夢に決まっている。

　呪じゆ文もんのように「夢、夢」と心の中で唱えていると、ぬっと男が覗き込んで来た。

「和馬。そろそろ起きられるか」

「ぅほぁっ」

　驚おどろいておかしな声が出てしまった。相手は呆あきれたような顔をして、もう一度「起きられるか」と尋たずねた。

「もうすぐチェックアウトの時間なんだ。辛つらいようなら、フロントに連れん絡らくするが」

「起きられ……っ」

　勢いよく跳はね起きた途と端たん、身体からだ中の筋肉が引き攣つれてヘナッと崩くずれた。普ふ段だんの生活では使わない部分が悲鳴を上げている。

「無理するな。転ぶぞ」

　こちらの不注意のように言われて、ムッとした。

「誰だれのせいだと思ってるんだ」

　睨にらみ上げると、男はわずかに鼻白む。だがすぐに真顔になって反論した。

「お互い様だろう。そりゃあ、俺も年とし甲が斐いもなくがっついたがな。お前だってあんあん腰振ふって、最後は『もっと欲しい』とか……」

「のおぉぉぉっ！」

　思わず叫さけんだ。やっぱり夢じゃなかった。誰か、タイムマシンをください。

　やむを得ない事情から始まった情事は、一度や二度では終わらなかった。

　どこまでが媚薬のせいで、どこからが男の手管なのかわからない。和馬の身体はトロトロに溶とかされ、何度もいかされた。組んず解ほぐれつ、裏になり表になって、あらゆる痴ち態たいの限りを尽つくした。

　あまつさえ、その後は姫ひめ抱だっこされてバスルームまで運ばれ、和馬の中の残ざん滓しを搔かき出しているうちにいやらしい雰ふん囲い気きになったりして、最終戦へ突とつ入にゆう。九鬼が隣となりの部屋のシーツを引っぺがして持ってきてくれて、二人で清潔なリネンの上にダイブした。どちらもクタクタに疲つかれていて、すぐに眠ねむってしまった。そして今。

「隣からお前の荷物を持ってきた。大丈夫ならさっさと着き替がえろ」

　現実逃とう避ひしようとする和馬に、九鬼は極きわめて冷静に時刻を告げる。男は既すでにスーツに着替えていて、一人全ぜん裸らでいるのが気まずかった。昨日は媚薬でおかしくなっていたが、素面しらふになるといたたまれない。

　九鬼も居い心地ごこちが悪そうに、テレビを付けてチャンネルを無む闇やみに変えている。窓から差し込む朝日が、白々とした空気に拍はく車しやをかけていた。

　ギシギシする身体で懸けん命めいに着替え、顔を洗ってどうにか身み支じ度たくを終えた。九鬼が和馬の分も荷物を持ってくれて、よろよろと生まれたての仔こ鹿じかのような足取りで部屋を出る。チェックアウトもまとめて九鬼がやったので、和馬はロビーで座っているだけでよかった。

「車で来たんだ。送ってやるから乗ってけ」

　横おう柄へいな口調だったが、今の和馬にはありがたかった。階段を上り下りするのも辛く、電車で帰れる自信がない。しかし礼を言うのは癪しやくなので、ふんと鼻を鳴らした。

「当然だ。この俺を抱いたんだからな」

「いつものに戻もどったな。昨日はあんなに可愛かったのに」

　何気なく言い合ってから、互たがいにはたと口を噤つぐんだ。気まずい。

「……取りあえず、昨日の話は止めよう」

「あ、ああ。そうだな」

　九鬼の提案に頷うなずいたものの、気になることを思い出した。

「そういえば、例の……グッズは？」

　二人が装着していた凶きよう悪あくなコックリング。昨夜は外してベッドの外に放ほうり出したままだったが、さっきはローションも含ふくめて綺き麗れいになくなっていた。

「まとめて俺の鞄かばんに入れてある。ホテルに捨ててくわけにもいかないからな。家で捨てる」

「そうか」

「もうその話はするな」

「わかってる」

　お互いの姿を見るだけでも、妙みような気分なのだ。どちらかと言えばいがみ合っていた仲なのに、昨日は裸はだかで抱だき合い、隅すみ々ずみまで舐なめ合った。

（思い出すなって）

　昨日のことを思い出すと、叫びたくなる。ぶんぶんと激しく頭を振ふる和馬を、九鬼は隣から気味悪そうに眺ながめていた。

　おぼつかない足取りで、どうにかホテルの地下駐ちゆう車しや場まで辿たどりついたが、そこに置かれた九鬼の車がベンツだったので、和馬はちょっと怯ひるんだ。

　所得の格差を見せつけられた気がする。しかし九鬼は、ただ和馬の体調を気き遣づかっていた。

「助手席でいいか？　身体からだが辛いなら、後ろで横になった方がいいか」

「いや、じゃあ助手席で」

　相手とのスペックを一人で気にしているのが恥はずかしくなって、俯うつむいたまま助手席に乗り込んだ。九鬼はそれからも、眠かったらシートを倒たおせとか、脚あしは窮きゆう屈くつじゃないか、などと甲か斐い甲が斐いしい。

「お前の家はどっち方面だ？　それとも、どこかに行く予定があるならそこまで送るが」

　中央のカーナビを操作しながら、九鬼が尋ねた。

「いや、予定はないけど。家は遠くて……」

　言いかけてから、自分の住じゆう環かん境きようを思い出した。和馬の住まいは築三十年の二階建てアパートで、外側から見てもどんより古くて汚きたない。会社から電車一本で行けるのと、安さだけで決めた物件だった。まだ入社三年目で収入が多くないというのもあるが、見み栄えっ張りの和馬は服や髪かみに金をかけるので、あまり貯金がないのだ。車なんて買う余よ裕ゆうはない。

「ちゃんと部屋まで送るから、気を遣わなくていい。俺ももう、このまま帰るだけだから。身体が辛いんだろ」

　黙だまっているのを遠えん慮りよと思ったのか、優しい口調で九鬼が言った。しかし和馬は、ぶんぶんと首を横に振る。

　部屋まで送られるなんて、尚なお更さらまずい。外側も汚いが、部屋の中は更さらに汚いのだ。汚お部べ屋やと言ってもいい。あまりに汚いので、家族すら中に入れたことがなかった。

「む、無理。いや、結構です。やっぱ電車で帰ります」

「あ？　何言ってんだ。そんなヨロヨロして帰れるわけないだろう。いいから言えって」

「嫌いやだ」

　ふいっとそっぽを向くと、ため息が聞こえた。怒おこらせてしまったかもしれない。九鬼はせっかく厚意で言ってくれているのに、今のはまずかった。

　そっと窺うかがうと、呆れ顔の九鬼と目が合った。慌あわてて顔を俯ける。「ごめん」と呟くと、またため息が聞こえたので、ビクッとした。

「仕方ないな。そのまま帰しても気になるか」

　誰にともなく九鬼が言い、車が滑すべり出した。どこに行くのだろう。気になるが聞くこともできず、チラチラ相手を窺っていた。

「俺の家に行くぞ」

　公道に出るとしばらくして、九鬼が言った。

「考えたら、朝飯も食ってなかった。今日この後に予定がないなら、うちで食べて行けよ」

「あ、うん。はい」

　慌てて返事をした。嫌な態度を取ったのに、九鬼は怒っていないようだった。

「ありがとう」

　恥ずかしかったので、小さな声で礼を言った。ちょうど赤信号で、九鬼は振り返るとまじまじとこちらを見る。

「何だよ」

「お前、末っ子だろ」

　決めつけるような口調だ。姉がいる、と言うと、やっぱりなと返された。

「そういう九鬼さんは、どうなんだよ」

「俺？　俺は四人兄弟の真ん中。兄二人と弟一人、見事に男ばっかりで、むさ苦しいぞ」

　たわいのない会話に少しだけ、硬かたい空気がほぐれた。九鬼の住まいは、ホテルから車で三十分ほど、会社からは二駅の場所にあった。真新しい綺麗なマンションで立地もいい。

　しかも、散らかってると前置きされて入った九鬼の部屋は、どこら辺がですか、と激しく問い質ただしたいほど、綺麗に整せい頓とんされていた。掃そう除じも行き届いている。物が溢あふれて足の踏ふみ場もない和馬の部屋とは大おお違ちがいだ。

「家政婦さんを雇やとってるんだな」

「まさか。掃除も洗せん濯たくも自分でやってるよ。休みの日は自分で飯も作るし」

　さらりと返され、目眩めまいを覚えた。営業部長と言ったら、社内でも一、二を争うほど多た忙ぼうで有名なのに、掃除洗濯に料理までなさるとは。これが真に出来るビジネスマン、ということか。

「ぼやっとしてないで、そっちのソファにでも座れ」

　通されたリビングは広く、明るかった。部屋もいくつかあるようで、ここに一人で暮らしているのかとふと、疑問が首をもたげる。

「九鬼さん、誰だれかと住んでるのか？」

　間続きのキッチンへ向かおうとしていた九鬼は、和馬の問いに「ん？」と振り返る。

「いや、一人だ。広いだろ。祖父から生前贈ぞう与よされたんだよ。嫁よめもらって、家族で住めってことなんだろうな。俺はゲイだから、結けつ婚こんできないって言ってるのになあ」

　さりげなくカミングアウトされた。

　いや、新美を好きなことと、昨日の手慣れた様子で薄うす々うすわかってはいたのだが、改めて言われると戸と惑まどう。

「俺はバイだぜ」

「お、おう。……コーヒーでいいか？」

　フェアでないな、と思ったので自分も告げたが、困こん惑わくされた。九鬼は和馬の分だけコーヒーを淹いれると、着替えて来ると言ってリビングを出て行った。昨日は会社から直行したので、スーツのままだったのだ。

　渡わたされたコーヒーを飲みながら、和馬はふと、ここに新美は来たのだろうかと考えた。二人は大学からの友人なのだから、お互いの家を行き来することもあったかもしれない。

　すぐに戻って来た九鬼は、黒い長なが袖そでのＴシャツに薄うすいベージュのパンツという、至って普ふ通つうの装いだったが、それが逆に九鬼のスタイルの良さを際きわ立だたせていた。Ｖネックから見える鎖さ骨こつが妙に色っぽく思える。会社では見たことのない眼鏡を掛かけていて、見知らぬ男のように思えた。

「九鬼さん、目が悪いんだ」

　何故なぜか彼の姿を見続けてはいけない気がして、目を逸そらす。

「ああ。普ふ段だんはコンタクトだ。昨日からずっとつけっぱなしだったから。お前は、目が良さそうだな」

「どういう意味だ。両目とも二．〇だけど」

「食べ物の好き嫌きらいは？」

「え？　いや、特には」

　何でも食べられると言うと、意外だなと言われた。

「偏へん食しよくっぽいのに」

　勝手に決めつけないでほしい。しかしどうやら、九鬼は食事を作ってくれるようだ。キッチンに入ると、冷蔵庫や戸と棚だなを開けて食材を確かく認にんしていた。何か手伝いますか、と声をかけると、少し笑う。何だろう。実は米も炊たけないことがバレたのだろうか。

「いい。すぐに出来るから、テレビでも見ててくれ」

　どうせ戦力にならないので、内心胸を撫なで下ろした。だが言われるままテレビを見るのも何となく悪い気がして、落ち着かない。

　テレビを付けたりチャンネルを変えたりしながら、キッチンのカウンター越ごしに話しかけた。

「なあ。この部屋、新美さんも来た事あるのか」

「克之？　ここに越こしてからは、引っ越し祝いを持って一度来ただけだな。大学時代は大学のすぐ近くに住んでたから、仮か眠みん所代わりに使われてたが」

「ふうん」

　自分で聞いておいてなんだが、やはり二人は旧友なのだと知らされると面おも白しろくなかった。

「お前、あんな目に遭あって、まだ克之を諦あきらめてないのか」

　ぶすくれた顔をしていると、九鬼が片手で器用に卵を割りながら、呆あきれたように言った。

「ひどい目に遭ったのは、あんたも同じだろ。騙だまされて、好きでもない男を抱だかされて……」

　未練がましいと言いたいのか。ムッとして返したが、途と中ちゆうで墓ぼ穴けつを掘ほったことに気がついた。九鬼が気まずそうに咳せき払ばらいをする。

「俺はそうひどくもなかったが……いや、すまん」

「……」

　二人で無言になった。今、新美の話題は鬼き門もんだ。

　和馬はそれきりテレビに集中しているふりをし、九鬼も料理を続けた。幸い、こちらが思っていたよりずっと早く食事はできた。

「簡単で悪いな」

「どこが」

　九鬼が謙けん遜そんするので、すかさず突つっ込んだ。カウンター前のダイニングテーブルには、チャーハンとインスタントスープ、野菜炒いためが載のっている。食しよく欲よくを刺し激げきする匂においを嗅かぎ、急に空腹を覚えた。

「美味うまい」

　一口食べて、目を瞠みはった。大して時間をかけなかったのに、すごく美味おいしい。チャーハンはパラパラで香こうばしいし、野菜炒めはシャキシャキと歯ごたえが残っている。味付けも抜ばつ群ぐんだ。

　美味い美味いと料理を平らげる和馬に、九鬼は初め呆あつ気けに取られていたが、やがて声を立てて笑い出した。

「気が抜ぬける奴やつだな、お前は」

　調子が狂くるうとも言われた。それはこっちのセリフだ。いつも食堂で会う時は、射殺すような目で見るくせに、今、こちらに向けられた表情は柔やわらかい。こちらが何も言わなくても、先回りして世話をしてくれる。

　顔が良くて仕事も家事もできて、人に気を配れる。しかもそれが少しも押しつけがましくない。男も女も放ほうっておかないんだろうな、と唐とう突とつに思った。ゲイだと言っていたが、これは女性にもモテるだろう。

　食事を終え、腹がくちくなると眠ねむくなった。後片付けくらいはするつもりだったのだが、いいから休んでいろと言われてしまった。

「昨日、無む茶ちやした詫わびだ。ゴロゴロしてろ。どこも痛くないな？」

　ホテルの部屋を出る時も、痛くないかと聞かれた。筋肉が痛いと答えたら、ホッとした顔をされたのだ。昨晩、九鬼を受け入れた場所は、今も何かが挟はさまっているような違い和わ感かんはあるものの、痛みは感じられない。あんなに大きな物を何度も出し入れしたのに、自社のローションが優ゆう秀しゆうなのか、それとも九鬼が上手うまかったからか。

　昨日の記き憶おくを呼び起こしそうになって、和馬は途中で考えるのを止やめた。

　九鬼に言われた通り、ソファに座ってテレビを見る。そうしているうちにウトウトしてしまい、目が覚めた時にはもう、外は暗くなっていた。

「あんまり寝ねてなかったからだろ。日曜の予定は？　ないなら飯食って、うちに泊とまっていけ」

　人の家でくつろぎまくってしまい、焦あせったが、九鬼は気にした風もなくそう言った。彼の方は、しばらくソファで一いつ緒しよにテレビを見ていたが、和馬が寝ている間に食料の買い出しに出かけていた。二人分買って来たから、ちゃんと食ってくれよと気きつ風ぷ良く言われ、言葉に甘えることにする。

　夕飯は和食だった。魚の煮に付つけと味み噌そ汁しるの他ほかに、筑ちく前ぜん煮にと葉物野菜の煮にびたしが付いていた。　>>>♥

こんなにきちんとした食事を家で食べるのは、実家を出て以来、久しぶりだ。

　和馬がそのことを口にすると、九鬼は少し照れ臭くさそうに微笑ほほえんだ。

「料理は趣しゆ味みなんだ。人に食事を作るのが好きなのかもな。お前は食わせ甲が斐いがあるから、作ってて楽しいよ」

　今まで付き合った相手にも腕うでを奮うことはあったが、食が細い男が意外に多かったのだそうだ。新美を慕したう九鬼だが、恋こい人びとはいたらしい。そう言えば昨日も、かなり遊んでいたらしい発言があった。逆に、新美を思い慕って童どう貞ていですと言われる方が薄うす気き味み悪わるいが、遊び人らしい顔を見せられると、それはそれで腹が立つ。

「新美さんにも作ったのか？」

　料理が上手いというのは、悔くやしいがポイントが高い。気になって尋たずねたのだが、九鬼は「あいつはなあ」と顔をしかめた。

「昔はよく作ってやってたんだ。古典的な手だが、胃い袋ぶくろを摑つかんでやろうと思ってな。なのにどんなに手の込んだものを作っても、インスタントの方が美味いとか言いやがる。味オンチの上に偏食なんだよ。ムカつくからインスタントラーメンを作ったら、えらく喜ばれた」

　そういえば、社食でもラーメンばかり食べていた気がする。

「大学からだよな、新美さんと友達なの」

　新美の話題をこれ以上広げると、また気まずくなるかもしれないと思いつつ、新美と九鬼の関係が気になった。

「そうだな。確か大学二年の時だ。俺の入ってたサークルにあいつが入って来て、知り合った。すごい美形が来たって、話題になったよ」

　サークルにはもちろん女性もいたが、新美は当時も何故か、男にばかりモテていたらしい。

「俺は出会った当時はまだ、好きって気持ちはなかったな。ただ抱いてみたいと思った。綺き麗れいな顔でいつもニコニコしてるから、泣かせてみたいって気になった」

「この鬼き畜ちく」

　新美さんになんという邪じや念ねんを、と非難の眼まな差ざしを向けると、九鬼はばつが悪そうな顔をした。

「昔はな、俺もアホだった。ある意味、お前に似てるのかもしれん」

「どういう意味だ」

「自信家で、自意識過か剰じよう。自己顕けん示じ欲よくも強い」

　違ちがう、とは言えず、和馬は黙だまり込んだ。

「普段は自信満々のくせに、他人にどう見られるか常に気にして神経質になってた。人に弱みやカッコ悪いところを見せるのが大だい嫌きらいだったな」

「誰だれでもそうだろ」

　和馬だって嫌いやだ。常にカッコいい姿だけを見てほしい。九鬼も「まあな」と笑った。

「お前のいいところは、自信と自意識が過剰でも、不思議と嫌みがないところだ。根が真っ直すぐなのかもな。俺は斜はすに構えた嫌みな野や郎ろうだった。実家が大きな病院やってて、俺も当時は医大生だった。それだけで周りはすごいすごいって、もてはやすんだよ。俺も、自分は特別なんだって気がして、今思い出しても恥はずかしくて転げ回りたくなるくらい、傲ごう慢まんだった」

　九鬼は苦々しく語るが、若さゆえの傲慢だったのだろう。見目よく聡そう明めいで、家は裕ゆう福ふく、おまけに将来を嘱しよく望ぼうされた名門大学の医大生ときている。天てん狗ぐになるのも無理はない。

「克之に手を出そうとしたのも、これくらいの美形なら、俺と釣つり合いが取れるなって気持ちがあったからだ。……睨にらむなよ。もちろん、その場でフラれたさ。空気みたいに扱あつかわれてなー。あれは辛つらかった」

　当時を思い出しているのか、九鬼が遠い目になる。和馬が新美にさらっとあしらわれていたように、かつての九鬼も軽くいなされたらしい。

　しかもそれまで、九鬼は人を振ふることはあっても振られた経験がなかった。新美に毛の先ほども相手にされなかった彼は、悔しくて悔しくて、半ばむきになって、あの手この手で新美を落としにかかったのだという。

　だが新美は、九鬼が何をしても関心を示さなかった。彼は自分のやりたい勉強にしか興味がなかったのだ。大学の専せん攻こう以外にも、自分が興味のあることについては、とことん追究する性しよう分ぶんだった。

　大学での新美は機械工学を専攻していたが、当時の彼が九鬼に語ったところによれば、新美は子供の頃ころから周囲にある物を組み立てて、色々な玩具おもちやを発明するのが趣味だったという。

「玩具……」

「色々な玩具を発明して、人を驚おどろかせるのが好きなんだと。玩具メーカーに入るのが夢だったみたいだな」

　時には授業にも出ず、食べることも寝ることも忘れて、風ふ呂ろにも入らず、ホームレスのようななりで研究に没ぼつ頭とうする新美を見るうちに、九鬼の中に新たな感情が芽生えたという。

「のめり込んでる時のあいつは臭くさいし汚きたないし、動物みたいで言葉も通じない。さすがに興味も失うせるかと思ったんだが。段々、こいつはすごい奴なんじゃないかって思い始めた。俺が今まで会ったどの人物とも違う。自分だけの世界を持っていて、人の輪から外れたり、異い端たん視しされることを何とも思っていない」

　新美は自由すぎるほど自由な男だった。希け有うな美び貌ぼうを持ち、人々を惹ひきつけて止まないくせに、本人は自分の容姿などどうでもいいと思っている。

　周囲からの視線を常に気にしていた、当時の九鬼とは正反対だった。それから九鬼は、新美の外見よりも中身に興味を持つようになった。この得体の知れない男の正体を見み極きわめたい。

　出会った当初は、新美を美しいだけの男だと、どこか侮あなどっていた気持ちがあったのかもしれない。だが型破りな男の性質に触ふれ、憧しよう憬けいと共に、得体の知れないものへの畏い怖ふを感じるようになった。

　新美のつれない態度にもめげず、食事を作ったり、下宿先を掃そう除じしてやった。時にはしつこく言い寄って来る男たちを追い払はらったりもして、そうしていくうちに、新美も少しずつ、九鬼を認にん識しきするようになった。

　三年の夏休み、九鬼は新美の誕生日を祝ってやった。といっても、小さなケーキを買って、新美の好きな銘めい柄がらの即そく席せき麵めんを茹ゆでてやっただけだ。前の年は、高級ブランドの時計をプレゼントしたのだが、その価値がわからないらしく、大して喜ばなかった。

　それで、その年は新美の価値観に合わせたのだったが、これが思いのほか喜ばれた。

『家族以外に誕生日を祝ってもらったの、初めてなんだよね。というか、友達ができたのが初めてかも』

　エキセントリックな新美には、言い寄って来る男はいても、友達はいなかった。九鬼と知り合う前から、ずっとそうだったのだろう。

　キラキラと純じゆん粋すいな歓かん喜きを向けられ、「友達」と言われた時、九鬼はもう、自分が引き返せないほど深く、新美に惹かれていることに気がついた。

「それから友達として付き合ってくうちに、あいつはただ、大人になりきれない子供なんだってわかったんだけどな」

　そんな新美が可愛かわいいと、思うようになっていた。

「重じゆう症しようだな」

　和馬は放ほうり投げるような口調で言った。鼻で笑おうと思ったのに、上手くいかなかった。何だか悲しい。

　九鬼はいつしか新美に本気になって、しかしその後も進展がなかったことは、聞かなくてもわかる。二十歳はたちで出会って、もう十五年。九鬼はずっと新美の側そばにいた。報むくわれない気持ちを抱かかえて。

　なのに新美は、そんな九鬼に対してひどい仕打ちをした。

　和馬のことはまだいい。出会って半年だ。信しん頼らいを得られるほど強い結びつきを得るには、もう少し歳月が必要だろう。だが十五年もの長い月日を、少なくとも友人として共に過ごして来た九鬼に、今回のことはあまりに心ない仕打ちだった。新美のことは好きだが、モヤモヤする。

「そんな顔するなよ」

　苦く笑しようするように言われ、はっとした。どんな顔をしていたのだろう。思わず自分の頰ほおに手をやる和馬を見て、九鬼は鋭するどい目元を和なごませる。

「あいつに騙されたのはショックなんだが、さほどでもない」

「意味がわからん」

「思ったより、傷ついてないってことさ」

　何でだろうなと言われたが、そんなこと和馬にわかるはずがなかった。

　それからは、話題は新美と何の関係もない、たわいもない事こと柄がらに移った。夕食を終えると九鬼がビールの缶かんを持ってきて、リビングのソファでだらだらとテレビを見ながら、くだらない話をした。どのタレントが好きだとか、普ふ段だんは休みの日に何をしてるのかとか、どうでもいい話だ。

「お前の部屋は散らかってそうだな。すごく汚そうだ」

　暇ひまな日でもゴロゴロして掃除をしない、と言ったら、そんなことを言われた。

「決めつけんなよ」

「いや。お前みたいに、全力で外見に気を遣つかってる奴やつは、他ほかのことをやるエネルギーが残ってないんだよ。家に帰るとスイッチが切れる。お前、家でジャージ着てないか？」

　図星だったので、黙り込んでそっぽを向いた。後ろから、でかい手で頭をぐりぐり搔かき回される。「痛えよ」と文句を言ったら楽しそうに笑われた。鋭く獰どう猛もうそうな目が和み、眼鏡のフレームで更さらに柔やわらかく見える。

　酒を飲んでくだらない話をしただけなのに、その夜は何故なぜかとても楽しくて、充じゆう足そく感があった。九鬼が、「お前には気を遣わなくていいから、楽だなあ」と言ったから、そういうことなのだろう。

　交こう替たいで風呂に入り、リビングのソファを倒たおして寝ね床どこを作ってもらった時、和馬は何故か肩かたすかしを食くらった気持ちになった。理由を考えて、今夜も九鬼と同じベッドで寝ねるのだと思い込んでいたことに気づく。

（そんな馬ば鹿かな）

　前の晩が異常だったのだ。ただ、そんな異常なことがあったことを忘れるほど、九鬼と過ごした時間が楽しかった。

　土曜日にゆっくり休んだお蔭かげで、翌朝にはもうすっかり身体からだが元に戻もどっていた。

「まあ、あんたと違ちがって若いからな」

　朝食をごちそうになりながら偉えらそうに言う和馬に、九鬼は「中も元通りだな」と呆あきれた顔をしていた。九鬼が車で送るというのを、和馬は断った。

　アパートが汚い、という理由もあるが、ここで九鬼と別れなければ、すっきりと日常に戻れない気がしたからだ。

「気をつけて帰れよ。どこか辛いところがあったら、遠えん慮りよせず連れん絡らくしろ」

「だから、もう大だい丈じよう夫ぶだって。筋肉痛も治ったし。あんたが言った通り、最初から痛くなかったしさ」

　最後までこちらの体調を気き遣づかう九鬼に、和馬は照れ臭くなって、ぶっきらぼうに言った。最後の言葉に九鬼もあの晩のことを思い出したのか、「あー」と気まずそうに首の後ろを摩さする。

「あの夜のことは、お互たがい不幸な事故に遭あったと思って忘れようぜ」

「ああ、そうだな。じゃあ、お邪じや魔ましました」

　九鬼の言葉が引っ掛かかったが、ぺこりと頭を下げてマンションを出た。身体はもう元通りなのに、真昼の日差しが妙みように眩まぶしく思える。自分のアパートに帰っても、見慣れた部屋がいつもと違うように感じられた。九鬼の綺き麗れいな部屋を見たからかもしれないが。

（あれは、不幸な事故なのか）

　別れ際ぎわの言葉を思い出して腹が立った。和馬の処女を奪うばっておいて、不幸な事故とは。失礼も甚はなはだしい。もっと有り難がたがるべきではないのか。

（今度会った時に言ってやろう）

　自分の汚お部べ屋やでゴロゴロしながらそんなことを考えたが、実際に言えないだろうことは、和馬にもわかっていた。















　週明けの月曜日、いつも通り会社に行くと、販はん売ばい部のメンバーはちょっと安あん堵どした顔をしていた。先週、新美から電話があったことは知られていたので、また何か、新美とのことで良からぬ心配をされていたようだ。

　週末はゆっくり休んだか、などと聞かれるので、ゴロゴロしていたと答えると三人は良かったなと何やら頷うなずき合っていた。

　月曜と火曜は普段通りに過ごし、水曜日、和馬は昼休みと同時に、会社の出入り口で新美を待ち伏ぶせた。いつものように社食に行かなかったのは、もしかしたら新美が逃にげるかもしれないと思ったのと、人目を避さけるためだ。さすがの和馬も、あの週末の出来事を大勢の前で口にする勇気はない。

　新美が和馬の気持ちに応こたえる気持ちなど、これっぽっちもないことはもうわかった。しかし彼がどういうつもりであんなことをしたのか、問い質ただしたい。

　思ったよりも早く、新美は玄げん関かんに姿を現した。いつもよりずいぶん早い時間だから、社食には寄っていないのだろう。やはり、和馬と顔を合わせないように避けていたのだ。

　新美は一人だった。ビルを出たところですかさず、「新美さん」と呼び止める。

「ああ、和馬君。こんにちは」

　しかし振ふり返った新美はいつも通り、優やさしげな笑えみを浮うかべて挨あい拶さつなどしてきた。後ろめたい素そ振ぶりなど全く見せない様子に、和馬の方が怯ひるんだ。

「昼、一いつ緒しよに食べられなくてごめんね。千葉にすぐ帰らなくちゃいけないんだ」

　申し訳なさそうに上うわ目め遣づかいに見られて、目眩めまいがした。相変わらず新美は麗うるわしい。いやあ気にしないでください、と言ってしまいそうになり、慌あわてて自分を叱しつ責せきした。

「昼飯はどうでもいいです。それより、どうしてあんなことしたんですか」

「あんなことって、どんなこと？」

「え？　いや、だから、媚び薬やくを飲ませたり……」

「飲んだんだ。どうだった？」

「どうって……クソ不味まずかったですよ」

「えー、僕は好きな味なんだけどなあ」

　心底意外そうに言われた。新美が味オンチだというのは、本当らしい。

「媚薬のことはどうでもいいんです。良くはないけど、とにかく俺が言いたいのはですね、どうして俺たちを騙したのかってことです」

「騙しただなんて、心外だな。僕なりに頭を悩なやませたんだよ。君たち二人はあまりにも真しん剣けんで、これ以上、適当に扱あつかうのは申し訳ないと思ったから。僕の研究の邪魔になるしね。それで荒あら療りよう治じというか、普段いがみ合っている君たちをドッキングさせてみようと考えたんだ。開発中のグッズのモニタリングもしたかったし」

　まるで和馬と九鬼のことを考えているかのような口ぶりだが、本音がポロポロ漏もれているので全くありがたみがない。

「で、あの『ペアリング』はどうだった？　鍵かぎ穴あなを合わせる時、君たちも結合した？」

「意味がわかりません！」

　和馬はうろたえて叫さけんだ。だが新美はにこにこ笑いながら、「またまたー」と肘ひじでつついてくる。

「鍵穴が絶ぜつ妙みような位置にあっただろ。君たちの身長から股また下したを割り出して、カスタマイズしたんだ。どうだった、ぴったりだった？　視覚的にはどうかな？」

　使用感を執しつ拗ように尋たずねる新美は、いつになく和馬に近寄ってくるのだが、目がギラついていて怖こわい。どうやって逃げ出そうかと考えた時、後ろから声が上がった。九鬼だった。

「克之。お前、いい加減にしろよ」

　こちらに近づいてくる男の目は、一睨にらみで石になりそうなほど鋭するどかったが、新美は少しも気にしていない様子だった。九鬼は和馬を庇かばうようにして、間に入って来た。

「あの『ペアリング』は、開発中止だ」

　新美の前に立つなり、九鬼はきっぱりと言い放った。何事にも動じなかった新美の顔が、その一言でさっと曇くもる。

「そんな！　あれは久々の傑けつ作さくなのに」

「何が傑作だ。アナルセックスにしか使えないだろうが。最初はあっと驚おどろくかもしれんが、それだけだ。購こう買ばい層を絞しぼるメリットが感じられない。おまけに原価が馬ば鹿か高たかい。営業部的にはクソだな」

「クソ……僕の傑作をクソ……」

　口調は怒おこりながらも、製品の欠点を冷静に並べたてる九鬼に、新美もわなわなと震ふるえるだけで言葉が出ない様子だった。

「さっき千葉に電話して、開発部長に意見を述べておいた。向こうの部長も俺と同意見だそうだ」

「ひどい。横暴だ」

「何が横暴だ。こっちは十五年越ごしの純情を踏ふみにじられたんだぞ。これでも釣つりが来るわ。わかったら、さっさと千葉に帰れ」

　しっしっ、と好きな相手に対するとは思えない態度で、九鬼は新美を追い払はらった。さすがに彼も、今回のことは腹に据すえかねているのだろう。

「くっ、くそー。千秋のバカ、うんこたれ。覚えてろよ」

　新美は三十五歳とは思えない幼よう稚ちな捨てゼリフを吐はいて、身を翻ひるがえした。九鬼の後ろに隠かくれていた和馬は、「バーカ、カーバ」と叫びながら遠ざかって行く新美を見送りつつ、おずおずと九鬼を窺うかがう。

「新美さんを怒らせて、大丈夫なのか」

　いつもニコニコと温和な彼が、あんなに怒るところを初めて見た。何を言えば新美がショックを受けるか、よくわかっているのだ。さすが旧知の仲だと認めざるを得ないが、好きな男の怨うらみを買うようなことをして、良かったのだろうか。

「また新しい発明をしたら、すぐ忘れるさ。それに今回は俺も、さすがに腹が立ってたからな」

　ささやかな意い趣しゆ返がえしをしたのだという。確かに和馬も、少しだけ溜りゆう飲いんが下がった。

「そういえば、あれから身体は辛つらくなかったか？」

　いきなり蒸むし返されて、反応できなかった。固まってしまった和馬を見て、九鬼も困った顔をする。

「すまん。けど、あの後も気になってたんだ。お前は初めてだったし……」

　言いにくそうにするから、和馬も恥はずかしくなってしまった。

　初めてなのに感じてしまった。初めてなのに何度も激しくした。せっかく忘れようとしていたのに、あの夜のことを思い出していたたまれなくなった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。そう言っただろ」

　顔が赤くなるのを誤ご魔ま化かすように俯うつむくと、九鬼が「そうだな、すまん」と笑いを含ふくんだ声で謝った。それからポンポン、と軽く和馬の頭を撫なでる。

「それじゃあな。飯食って、仕事しろ。あと、会社では敬語な」

　頭に乗せられた熱が、髪かみを通してじわりと肌はだへ沁しみ込んでくる。見上げると、優しい顔があった。今日は眼鏡を掛かけていなくて、いつものスーツ姿なのに、九鬼の私服を見た時と同じように、意味もなくどきりとしてしまった。

「今は会社の外だろ」

「可愛かわいくねえなあ」

　九鬼にぼやかれたが、彼の手を振り払うとビルの中へ走って戻もどった。一いつ瞬しゆん、身体からだの奥に埋うめ込まれた熱さを思い出してしまった。

（何やってんだ、俺）

　どきりってなんだ。ドキッとするのは新美に対してであって、断じて九鬼にではない。男に頭を撫でられて赤くなるとか、まるで乙女おとめじゃないか。

（しっかりしろ。一度、男に抱だかれたくらいでなんだ）

　イケてる俺、素す晴ばらしい俺。これしきのことでブレる、スーパー攻せめ様ではないはずだ。

「部長。今日の俺、どうスかね」

　昼飯を食べ終え、仕事場に戻るとその場にたまたまいた部長に聞いてみた。「えっ？　いつも通りだけど」と、引き気味な答えが返って来た。

「男らしいですよね？　スゴイですよね？」

「あ、うん。このエクセルの表でグラフを作ってくれたら、もっとすごく男らしいと思う」

　仕方なく部長の仕事を手伝った。しかし仕事に集中していると、気が紛まぎれた。今は真ま面じ目めに働くことにする。

　アイデンティティを揺ゆるがす大事件が起こったのだ。気持ちが落ち着くまで、新美や九鬼と接せつ触しよくしない方がいいだろう。水曜日の社食へは、しばらく時間をずらして行くことにした。新美にも問い質したい気持ちはまだあるが、藪やぶ蛇へびになりそうで怖い。別に逃にげているわけではない。戦術的撤てつ退たいである。

　誰だれにともなく言い訳をしつつ、和馬は新美と、そして九鬼を避さけることにしたのだった。










　そんな風に、いつになく殊しゆ勝しように仕事をしていたのに、和馬の努力を嘲あざ笑わらうかのような出来事が、すぐそこに待ち受けていた。

　ホテルでの事件から、二週間ほど経たったある日のことだった。朝、唐とう突とつに課長から「話があるんだけど」と呼び寄せられた。

「私と一いつ緒しよに、新しい業務を担当してもらいたいんだ。短期だから、その間は鴫原君に仕事を振ふり分けて」

「はあ」

　鴫原の席を振り返る。朝から「面めん倒どう臭くせえ」とぼやいていたが、この事だったらしい。正直、和馬も鴫原もめいっぱい仕事が入っていた。

　販はん売ばい部は少数精せい鋭えい、と言えば聞こえはいいが、万年人手不足なのだ。課長も知っているはずだが、「新しい業務」と口にした時の上司はウキウキと楽しそうで、とても断れる雰ふん囲い気きではなかった。

「『ＡＪＥ２』のことは、知ってるよね」

「毎年やってるイベントですよね」

　略りやく称しよう『ＡＪＥ２』、アダルト・ジャパン・エキサイティング・エキスポは、毎年三月に国内で開かれる、アダルトグッズの総合展示会である。正式名がまだるっこしいのは、他ほかのイベント名めい称しように配はい慮りよしたとかしてないとか。次回は年度末、年を跨またいでまだ先の話だが、そろそろ社内でも準備の話が出ているのだろう。

　この催もよおしは、国内のアダルトグッズメーカー、およびアダルトビデオメーカーが協賛して開かい催さいされ、海外からも出展者が集つどう、かなり大おお掛がかりなイベントである。近年では国内外のポルノ女優や、ストリップダンサーなどによるパフォーマンスも行われ、来場者数も増加しているようだ。

『アルキテック』はこのメインスポンサーである。イベントの運営そのものについてはイベント会社へ業務を委い託たくしているが、自らも出展者として参加し、毎年力を入れていた。

　社内では主に、営業部と広報部が携たずさわっているようだが、他部署も連れん携けいしており、販売部では一昨年おととしから課長が担当している。

「次回はうちの社長の肝きも煎いりで、何と、『お台場ビッグメッセ』で開催するんだよ」

　課長は興奮気味に言った。『ビッグメッセ』は、東京湾わん岸がんにある国内最大のコンベンションセンターである。『ＡＪＥ２』は例年、『ビッグメッセ』より小規模の展示場を会場としているから、規模が大おお幅はばに拡大されるということなのだろう。

「次回のイベントまで、通常業務と並行して他部署と一緒に仕事をすることになる。私も補ほ佐さに回るけど、忙いそがしくなるから。そのつもりでね」

　他部署、と聞いて嫌いやな予感がした。今日の午後から早さつ速そく、顔合わせがあるという。

　予感は的中していた。昼休みを終えた午後一番、課長に連れられて向かった会議室に、和馬がこの二週間ほど避けていた人物たちが揃そろって座っていたからだ。

　こちらが頭を下げると、新美はいつものはんなりとした微笑ほほえみを浮うかべ、九鬼は軽く会え釈しやくをした。

　会議室には和馬と課長の他、既すでに十名ほどが集まっており、中には社長も出席していた。入社式や本社の移転パーティーなどでその姿を見かけることはあるが、こうして間近で接するのは初めてだった。九鬼の叔父おじでもある社長は、とても五十代には見えないほど若々しい。長身で、顔立ちも九鬼に良く似ていた。

「さて、ご存じのメンバーもいるかと思いますが、今期の『ＡＪＥ２』は、あの『お台場ビッグメッセ』で行われます」

　メンバーが全員揃ったところで、進行役である広報部社員がそう切り出し、最初の顔合わせは始まった。

　何でも今回は、『ビッグメッセ』の東館という場所を全すべて貸し切って行うらしい。行ったことのない和馬はよくわからないが、一部が「おお」とどよめいていたので、すごい規模なのだろう。

　一いつ般ぱん客きやくの増員を見込んで、アダルトグッズにある、低てい俗ぞくなイメージを払ふつしょくしたい。そのために今回は、デザイン性を重視した展示を行いたい……というようなことを、広報部は言っていたようだが、途と中ちゆうから全く聞いていなかった。新美を見ていたからだ。

　やはりそこに新美がいると、自然と目が吸い寄せられてしまう。いつまで眺ながめていても飽あきなかった。中身が悪あく魔まだということを知った今でさえ、女め神がみのように思えた。

「鈴木君……和馬君でいいかな。鈴木課長がいるから」

　ぼんやりしていたので、広報部から唐突に名前を出された時、何の話をしていたのかさっぱりわからなかった。

「はい。よろしくお願いします」

　こういう時は、堂々としているに限る。ずっと聞いていたような顔をして頭を下げた。メンバーたちは皆みな、軽く会釈をしてくれたが、社長の脇わきにいた九鬼だけが、眉まゆをひそめてこちらを睨にらんでいた。

「では次回、それぞれの担当者で発言していただきます」

　広報部が締しめ括くくり、最初の会議は終わった。メンバーは席を立ち、めいめいが集まって雑談を始めるが、自分の担当が何なのかわからない。課長から、「頑がん張ばってね」と、肩かたを叩たたかれ困こん惑わくした。この場は取りあえず、任せてくださいと胸を張っておく。後で部に帰って聞こう。

　そんな姑こ息そくなことを考えていたら、九鬼と新美が二人揃って近づいてきた。

「お前、話をちゃんと聞いてたか？」

　和馬の前に立つなり、九鬼が図星を突ついてきた。

「は、それはもう」

「噓うそつけ。あからさまにぼんやりしやがって。お前、このイベント限定で、俺の部下になったからな」

「はあっ？」

　寝ね耳みみに水だった。素すっ頓とん狂きような声を上げると、「やっぱり聞いてなかったんじゃねえか」と睨まれる。

「お前は総合デザイン担当だ。『ＡＪＥ２』向け新商品のパッケージにも関かかわるから、今まで以上に忙しくなるぞ」

　覚かく悟ごしておけ、と九鬼は発破をかけた。傍かたわらにいた新美が、

「新商品、僕も頑張るから。よろしくね」

　柔やわらかく微笑む。何と、そんなことになっていたとは。

「全部説明してくれるなんて、九鬼部長は優やさしいなあ。私なんか部下が話を聞いてなかったら、ムカつくから噓教えるか、ネチネチいじめちゃいますもんね」

　横で聞いていた課長が、感じ入った口調で言った。ごめんなさい。

　次回の打ち合わせは来週、コンセプトについて話し合うという。ぼんやり新美に見み惚とれている間に、毎週、月水金はイベント業務のために、九鬼のいる営業部へ出向することが決まっていた。

「席を用意しておくから、所定の曜日には朝から営業部に来いよ」

　新美も、毎週水曜日に顔を出すことになった。

「和馬君と仕事ができるなんて、楽しみだよ」

　まるで自分が和馬を陥おとしいれた事実などなかったかのように、新美はニコニコと笑って言う。

　少し前の和馬だったら、新美と一緒に仕事ができると聞いたら、飛び上がって喜んでいただろう。だが今は、素す直なおに喜べなかった。新美に騙だまされたからか、それとも九鬼とも仕事をしなければならないからか。

　ひたむきに新美を追いかけていた過去の自分が、今は遠く感じられた。










　あまり乗り気のしないまま参画した『ＡＪＥ２』のプロジェクトは、しかしいざ業務についてみると、思っていた以上に面おも白しろかった。

　販売部の課長によれば、社長が通つう販はんサイトのデザインを見て、以前から和馬の仕事に注目してくれていたのだそうだ。大学でグラフィックデザインを専せん攻こうしていたことを知り、次の『ＡＪＥ２』で起用しようと考えていたという。自分の得意分野を評価されていたと聞いて、嬉うれしかった。

　イベントの開催は年度末で、まだ十カ月近くある。それでもイベントまでにやることは山ほどあり、時間が足りるか心配だった。

　和馬は週の半分以上を、営業部で過ごすことになった。営業部では九鬼をトップに、二人の社員が『ＡＪＥ２』に携わっている。

　マイペースで個人主義の販はん売ばい部とは異なり、営業部は基本的に体育会系だった。ノリが全く違ちがう。年ねん齢れい層は変わらないが、みんないつもテンションが高く、エロが好きだ。風ふう俗ぞくから出勤してきたり、趣しゆ味みはオナニーと豪ごう語ごする者が普ふ通つうとされている。

　一見、まとまりのなさそうな人々だが、九鬼は彼らを上手うまくまとめていた。年上の部下もいる中で、九鬼はアニキのように皆から慕したわれている。いや実際に、アニキと呼んでいる社員もいた。

　和馬に対する指示も非常に的確だった。デザインは門外漢だと自分で言っていたが、よく勉強しているようで、外部から雇やとったデザイナーと和馬の三人で打ち合わせをする時も、専門的な話が一いつ緒しよにできる。出来る男なのだと、和馬も認めざるを得なかった。

　新美は週に一度、千葉支社からやって来て、新商品の開発について打ち合わせる。商品が決まったら、そのパッケージも和馬が担当させてもらえると聞き、嬉しくなった。入社してからずっとウェブの仕事ばかりだったので、こういう仕事をしてみたいと思っていたのだ。

　一緒に仕事を始めてわかったが、新美は天才だった。

　コンドームに使用するポリウレタンの加工のノウハウと、バイブに内蔵されたモーターを開発するスキルは全く別の専門分野だと思うのだが、新美は一人でこれらの開発を両立できる。

　家を建てるのに、建築士と大工と左官と電気水道配管工事その他諸もろ々もろを一人で請うけ負う感じだ。何がどうなってるのかわからないが、とにかくスゴい。

　そんな優ゆう秀しゆうなメンバーによって、企き画かくそのものは順調に滑すべり出したが、和馬は早々に壁かべにぶつかっていた。新美や九鬼と何かがあったわけではなく、自分自身の問題だ。

　これまでの仕事が評価され、やっぱり俺はすごいと最初は息巻いてみたものの、自分にデザイナーとしてのスキルが欠けていることに、気づいてしまったのだ。

「あれ、和馬君。この写真、そのまま使っちゃったの？　補正してから使ってって言わなかったっけ」

　週の半分を営業部で過ごすようになって、すぐのことだった。隣となりで一緒に仕事をしていたデザイナーに、やんわりと言われた。

　佐さ々さ木きというその男性は、外部のデザイン事務所から出向してもらっている、ベテランのデザイナーだ。元から和馬一人では手に余る仕事量だったため、小さなデザイン事務所に依い頼らいしたのである。

　佐々木は九鬼より三つ年上で、ポスターからパッケージデザイン、ウェブなど多た岐きにわたって仕事の実績がある。彼も和馬と同じ週に三日、『アルキテック』に出向してきて、和馬の隣に机を並べて仕事をすることになった。

　九鬼からは、「佐々木さんに色々教えてもらえ」と言われたのだが、当初の和馬にはどこか、自分一人でもできるという驕おごりがあった。入社してからずっと、販売部でデザイン関連の仕事をしていたのだ。きっと佐々木も和馬の仕事を褒ほめてくれると勝手に思いこんでいた。

　しかし実際に一緒に仕事をしてみると、佐々木に「もっとこうしてみたらどうかな」とアドバイスされる事が多い。

　佐々木はおっとりしていて、決して自分のやり方を強要しない。ベテランなのに和馬のやり方も立ててくれるのだが、やっぱり佐々木の言うことが正しかった。

「一応、調整したんですけど」

　使用している写真がぼんやりしているので、シャープ感を出すように補正してから使ってと言われたので、その通りにしたのだ。ちゃんとアドバイス通りにしたのに、とその時も、内心面白くなかった。

　佐々木は和馬の言葉を聞いて「うーん」ともう一度画面を見つめた。

「でもやっぱりまだ、画像が眠ねむいんだよね。和馬君、ちょびっとずつ調整しようとするでしょう。試ためしに、思い切って数値を動かしてみて」

　後ろに付く佐々木のアドバイス通りに補正した。色のコントラストも言われた通りに変えて、それだけで驚おどろくほど印象が変わる。

「あ、ほんとだ」

　和馬が思わず呟つぶやくと、佐々木も「ね」と微笑ほほえんだ。佐々木は和馬の作業の仕方をよく見ていて、その中で欠点も摑つかんでいる。和馬のプライドを傷つけないような言い方でアドバイスをくれて、和馬もそのうち素直に佐々木の言うことを聞けるようになった。

　だが同時に、佐々木の作る物と自分の物とにはっきりとした差を感じて、愕がく然ぜんとした。

「そりゃ、僕だってこれで食ってて、君よりずっと職歴が長いもの。君に最初からすごいもん作られちゃったら、僕が呼ばれた意味がないよね」

　力量が違うと言ったら、佐々木はそんな風に言ったが、和馬だって元々、美大でグラフィックデザインを学んでいたのだ。基本的なことは習ったし、学生時代は授業の中で作品だって作って来た。

　だが今こうして佐々木と並んで見ると、和馬はまるで素人しろうとだった。自分ではそこそこ上手くできていると思っていたウェブのデザインも、佐々木が関わったという会社のサイトに比べると、古ふる臭くさくてダサく見えた。そこそこ知識のある素人が、プロの真似まねをして作ってみた、そんな感じだ。

　いや、まさにその通りなのだ。会社に入ってから、和馬のデザインを批評してくれる人はいなかった。もちろん、意見や注文は出されるが、みんなデザインは門外漢だと思っているから、和馬に一任されている。作った物を褒められることもあって、いい気になっていた。

　小器用だから何でもそれなりにこなしていた。だがそれは、言ってみれば猿さる真似だ。和馬自身の閃ひらめきでデザインされたものは一つもない。最初は人の真似でも、創つくっていくうちに自分のやりたいものが出来て来るものだろうが、過去を振ふり返っても、そういう創造への情熱を持ったことがなかった。

　一度自信を無くすと思考はどんどんネガティブになり、何を作っても駄だ目めな気がしてきた。

「お前、真ま面じ目めにやってんのか」

　ある日、企き画かく書しよを提出するなり、厳しい口調で九鬼に言われた。即そく座ざに突つき返され、言葉を失う。

「やり直し。これで何度目だ？」

「三度目です」

「どんどんショボくなってるじゃねえか。小細工しなくていいから、自分が思う通りやれって言っただろ」

「はい……」

　その、「自分が思う通り」が出来なくて困っているのだ。どうやっても駄目な気がして、悩なやんでは直し、しばらくして元に戻もどし、また直して、という不毛な作業を繰くり返していた。

「じゃあこれはもう、一いつ旦たん置いとけ。まだ時間がある。先に特設サイトの作成スケジュールと、マイルストーンを作って持ってこい」

　しばし考えた後、九鬼はそう言った。代わりに出された仕事は、完全な事務作業だ。企画やデザインの作業を休めということだろう。

　激しく落ち込んだ。デザインを評価され起用してもらったのに、その仕事ができないのでは意味がない。あいつは使えない奴やつだったと言われて、担当を降ろされるのではないかと、暗い妄もう想そうに鬱うつ々うつとしていた。

「九鬼さんは、和馬君のこと可愛かわいがってるよね」

　佐々木がそんなことを言ってきたのは、その日の昼休み、社食で一緒に昼食を食べている時だった。

「え、いやっ、九鬼部長と俺はそんな関係では……」

「和馬君は九鬼さんが苦手？　僕はいい上司だと思うよ。君を育てようとしてるんだなーって端はたで見ててもわかる」

　そういう意味か、とおかしな反応をした自分が恥はずかしくなった。

「それは、九鬼さんはいい上司だと思います。でも俺、全然仕事ができなくて。いつ担当から降ろされるんじゃないかと」

「あはは、さっきので相当へこんでるね。降ろされるなんて、ないない。君がデザイナーとして経験が足りないのも、九鬼さんは織り込み済みだよ。だから僕が常じよう駐ちゆうして、一いつ緒しよに仕事してるんでしょう。この機会に君をスキルアップさせたいって、言ってたから」

「九鬼さんが？」

　単に人手が足りないから、佐々木を呼んだのだと思っていた。

「今回の仕事に関して言えば、君がやってる仕事も含ふくめて外注した方が、効率はいいんだよ。もっとも長い目で見れば、社内の人員を育てて仕事させた方が、最終的なコストは下がって行くだろうけどね」

　佐々木は落ち込む和馬を、元気づけようとしたのだろう。それに、九鬼がそこまで和馬を買ってくれているとは、意外だった。社長が和馬を抜ばつ擢てきしたから、仕方なく面めん倒どうを見ているのだと思っていたのに。

　嬉うれしかった。そして申し訳ない。指示されていた仕事を終えると、もう一度、企画書に取りかかった。だがやはり、いいアイデアが浮うかばない。

　終業時刻を過ぎ、佐々木が帰った後も企画書をちまちま直していたが、社食に夕飯を食べに行こうと席を立ったところで、九鬼に「どこに行くんだ」と、呼び止められた。

「社食に夕飯を食いに行くんですけど」

「お前は毎日社食だな。それで？　その後もまだ、残業するのか」

「そのつもりです」

　九鬼を納なつ得とくさせるような仕事をしたかった。だからやる気を出したのに、「だめだ」ときっぱり言われた。

「今日はもう残業は禁止だ。社食以外の飯を奢おごってやるから、付き合え」

　残っていた営業部のアニキ信者たちからは羨せん望ぼうの声が上がったが、「お前らにはいつも奢ってるだろ」と一いつ掃そうされていた。九鬼は、和馬と二人で食事に行くつもりらしい。戸と惑まどっていると、さっさと帰り支じ度たくをしろと言われた。

「目先を変えるつもりで別の仕事を振ったのに、全く変わってないだろう。そういう時は何やっても無む駄だだ。いいから帰るぞ」

　そこまで強ごう引いんに言われると断ることもできず、和馬は机を片付けて九鬼の後ろを追いかけた。

　九鬼は会社を出ると、最も寄より駅のすぐ近くにある店に入った。スペイン料理のバルで、白しら壁かべの内装が洒落しやれている。こんな店があるなんて知らなかった。駅に近いので、九鬼はたまに営業部の部下たちと飲みに来るのだと言う。

　今日は二人きりだということもあって、他ほかの客の喧けん騒そうから少し離はなれた、奥まった席に案内された。

「この頃ごろ、絶不調だな」

　幾いくつか料理を頼たのみ、先に来たワインを飲みながら、からかう口調で九鬼が言った。腹が立つが、その通りなので反論できない。不ふ貞て腐くされていると男の笑えみは深くなった。

「最近、えらく大人しいじゃないか。ちょっと前までは、頭がおかしいんじゃないかってくらい、自信過か剰じようだったのに」

　頭がおかしいとはなんだ。誰だれが自信過剰だ。と、反論することもできないくらい、和馬は弱っていた。

「あの状態で自信を持てるわけないじゃないですか。俺はそこまで馬ば鹿かじゃないです」

「重じゆう症しようだな」

　九鬼は大おお仰ぎように目を見開いてみせた。料理が運ばれてきて、二人はしばらくの間、食事に専念した。

「自信なんて、最初からなかったんだ」

　腹が満たされたせいか、ワインが回って来たのか、言うつもりのなかった言葉が口からぽろりと零こぼれた。九鬼は驚いた様子もなく、先を促うながすように軽く片眉まゆを引き上げる。

「美大なんて出てるけど、本当は俺、そっちの才能なんてないんじゃないかってずっと思ってた。何となく大学に入って、学生の時は大手の広告代理店志望だったけど、それも聞こえがいいからってだけで、何がやりたいわけでもなかったし」

　最初に美大に入ったのだって、テレビを見てデザイナーに憧あこがれたからという、ただそれだけの理由だった。目標のないまま四年になり、大手広告代理店を目指したのも、ドラマを見て何となくカッコいいと思ったから。

　同じようにデザイナーを目指す同級生たちは、学生の頃ころからデザイン事務所でアルバイトをしたり、作品を作ってどこかに応おう募ぼしたりと、将来に向けて地道に活動していた。和馬はスタートから、彼らよりずっと遅おくれていたのだ。

「就職活動に失敗して、この会社に入ったのだって、給料が良くて、大きな仕事を最初からやらせてもらえそうだったからで」

　本当にデザインをやりたいなら、新卒採用の枠わくでなくても、中小のデザイン事務所を訪ねて回ることだってできたはずなのだ。だがそれよりも和馬は、いかに体面が良いかにこだわっていた。

「あの大学は、確か『何となく』で入れるようなレベルじゃなかったはずなんだが。最終面接まで行ったのも最大手の広告代理店だよな。……やっぱりお前、すごいのかアホなのかよくわからんな」

　大学に入った理由から、今の会社に就職するに至った経けい緯いを話すと、九鬼は真面目な顔でそんなコメントをした。

「やりたいことが終しゆう始し一いつ貫かんして絶対にブレない奴なんて、いないと思うぞ。俺なんかブレまくりだよ。医大で六年、高い授業料払はらってもらって、今はアダルトグッズ売ってるんだからな」

　言葉は自じ虐ぎやく的だったが、九鬼の口調から後こう悔かいしている様子はうかがえなかった。

「実家は大きな病院だって言ってましたよね」

「ああ。うちは代々医者の家系でね。親しん戚せき中、医者だらけだよ。特に俺んちは父親が長男で跡あと継つぎだから、俺たち兄弟も当然のように医者を目指すことになってた。幼よう稚ち園えんの頃から医大に入るための『お受験』をするんだ。異常だろ。上の兄と弟は素す直なおに親の言う通りにしてたけど、俺とすぐ上の兄はずっと反はん抗こうしてたな」

「でも、医大に入ったんだ」

「祖父が望む大学に入れたら、一人暮らしをしていいって言われたんだよ。それで入学して、今度は国家試験に合格したらマンションを買ってやるって言われたんで、受けた。最低だろ」

　最低とは思わなかったが、すごいお坊ぼつちゃんだったのだなと感心した。和馬が言うと、九鬼は自じ嘲ちようする。

「そう、お坊ちゃん。俺みたいな半はん端ぱな奴が医者にならなくて良かったと、つくづく思うね。医者にならなかったのは家への反発と、あとは克之がいたからかな」

「……新美さん？」

「あいつと一緒に仕事をしたかったから。いや、とにかく一緒にいたかったから、だな。医者になんかなったら、忙いそがしくて会えないだろう」

　九鬼が新美を『アルキテック』に引っ張ったことは有名だ。しかしそれは、たまたまそうなったわけではなく、九鬼が新美と働くために『アルキテック』に入り、新美を呼び寄せた、というのが真相らしい。

　九鬼は新美を好きだと自覚してから、学生時代はずっと、友人というポジションで彼の側そばにいた。やがて九鬼は五年生になって附ふ属ぞく病院での臨りん床しよう実習が始まり、新美が大学院へ進むと、お互たがいそれまで以上に忙しくなり、会う機会が減っていく。

　九鬼は焦あせった。新美は相変わらず、自分の研究にしか興味がない。研究の時間を割さいて、新美の方から九鬼に会いに来る、ということはまずなかった。

　幸い、附属病院は大学キャンパスの近くにあり、九鬼も変わらず大学の近くに住んでいたので、院に進んでからも新美は度たび々たび、仮か眠みん施し設せつ代わりに九鬼の下宿先に訪おとずれることはあった。九鬼もどうにか時間を捻ねん出しゆつし、新美に会いに行くことができた。

　しかし大学を卒業し、それぞれの道に進んでしまったら、今までのように会うことは難しくなるだろう。ひょっとしたら二、三カ月に一度、年に数回会うだけの、ただの元同級生になってしまうかもしれない。新美と離れることを考えただけで、苦しかった。

「で、医者になるのをやめようと思ったんだ」

　何となく道を外れ損そこねて順調に進級したが、実際に病院で実習するようになっても、このままでいいのかという疑問が常にあったという。

「病院ってところは、かなりハードなんだよな。やりたくないって思いながら、一生続けられるとは思えなかった」

　国家試験は受けると家族に約束したし、中退するにはあまりにも半端な年だったので、取りあえず医大生は全まつとうした。

「で、俺があいつと同じ職場で働くにはどうしたらいいか、考えたんだ。最初は玩具おもちやメーカーに就職しようと思ってたんだが、それだと両方が同じ会社に入れるとは限らないだろう。そんな時に父方の叔父おじが……うちの社長だが、彼が作ったアダルトグッズメーカーを思い出したんだ」

　九鬼の父の弟である『アルキテック』の社長は、一族の変わり種で、医者にはならないと早くから公言し、医大ではなく文系の大学に入ったことで祖父から勘かん当どうされていた。

　しかしそこから大学在学中に一人で事業を起こして成功し、当時すでに、いくつもの会社を持っていた。『アルキテック』はそんな成功者が趣しゆ味みで作った会社である。

　九鬼は叔父に、会社を大きくすると約束して、自分と新美を入れてくれるよう頼んだ。『アルキテック』もちょうど、新しい開発者を探していたらしい。

「克之を誘さそったら案の定、『玩具作りの仕事ができる』って、小こ躍おどりして喜んでたな」

　新美は自分のやりたいことができれば、会社の名前や内容などどうでもいいらしい。ちょうど九鬼の大学卒業と期を同じくして、彼も論文によって博士号を取得した。その何たらいう分野の論文は当時、学界を驚おどろかせ、騒さわがせたとか騒がせていないとか。大学側は新美を引き止めたが、九鬼が「好きなだけ玩具作りをさせてやる」という餌えさをぶらさげてかっさらい、新美は入社と同時に、その才能をいかんなく発揮しはじめた。

　そして九鬼は、新美の作った「玩具」に採算性を持たせ、商品化させていくつものヒットを生み出した。いくら優すぐれた製品を開発しても、商品にならなければ会社としては意味がない。新美に「玩具作り」を続けさせるために、九鬼も奔ほん走そうした。

「……九鬼さん、実は相当イカレた人だったんだ」

　会社ではまともぶっているが、入社動機は新美、仕事を成功させたのも新美のため。もしかすると一番危険なのは九鬼かもしれない。

「お前にだけは言われたくないが、まあそうだな」

　本人も渋しぶ々しぶ認めた。

「出会ってから十五年、だっけ。相当こじらせてるな。普ふ通つうは諦あきらめるぞ」

「俺だって忘れようとしたさ。他ほかの男とも付き合ってみたりしたんだ。だが克之を最優先させるんで、大たい抵ていすぐ振ふられる。ここ数年、決まった恋こい人びとはいないな。後あと腐くされない関係ばっかりだ」

　恋人はいないのか。そこで何故なぜか安心して、でも何もないわけじゃないんだな、と意味もなくモヤッとした。

「遊んでるのか」

　恨うらめしげな口調になってしまい、酔よっているのかなと考える。気づけばワインのボトルが一本空いて、二本目に入っていた。和馬も弱い方ではないが、九鬼は相当飲めるようだ。先ほどから顔色が変わらない。

「そりゃあ多少はな。お前だって、克之と会ってから何もなかったわけじゃないだろう」

　和馬が、新美に対する浮うわ気きを責めていると思ったようだ。いや、それ以外に和馬が九鬼を責める理由などなかった。ないはずだ、多分。

「酔ったみたいだ」

　頭が混乱して、思わず呟つぶやいた。九鬼はすぐに店員を呼び、水を頼たのんでくれた。

「飲ませすぎたか？」

　少し心配そうにされたから、大だい丈じよう夫ぶだと首を振った。気分は悪くないし、すぐに帰るのも嫌いやだった。まだ料理を食べたい、と和馬が言ったら、九鬼は安心したように笑った。その笑え顔がおを見て、さっと体温が上がるのを感じる。酒のせいではなかった。

　思った以上に疲つかれているらしい。自分の反応を、和馬はそう断じた。

　向かいに座る男が料理を食べるその口元が、妙みように扇せん情じよう的に感じるとか、時折、こちらを見る視線にどきりとするなんて、そんなことあるわけがない。新美の話から、和馬自身の話題に戻もどって色々と仕事のアドバイスをくれた時も、決して嬉うれしいなんて思わなかった。

　そんなこと思うわけがない。だって九鬼は恋こい敵がたきで、和馬が好きなのは新美なのだ。

「まあ恋敵っていうか、あんたは俺の敵じゃないけどな」

　テンパッた和馬が、それまでの話題とまったく脈略のない場所で呟くと、

「調子が戻って来たみたいだな」

　九鬼は安あん堵どしたように頷うなずいた。










　その夜の心情を振り返って和馬は、自分が営業部の「アニキ信教」に冒おかされているのだと結論付けた。

　確かに九鬼は出来る男、頼もしい上司だ。それは認める。和馬も世話になった。

　そういう上司だから、営業部の中で九鬼の存在は大きい。アニキ部長、と呼びかけ、女によう房ぼうがいるけど九鬼さんにならアナルを開発されてもいいです、と半ば本気で語る輩やからもいる。

　外部から来た佐々木でさえ、今やすっかりアニキ信者だ。彼にも妻子がいるはずだが、九鬼の姿を追いかけて「今日も男前だよねえ」などと言っている。

　新美とはまた違ちがったベクトルで、同性を惹ひき寄せる男なのだ。危あやういところだった。和馬も新手の宗教にハマるところだった。

（俺はアニキ教じゃない。俺は、俺教だ）

　そんなことを考えていたので、自分の仕事の不調をしばし忘れていた。邪じや念ねんを振り払はらうために仕事に没ぼつ頭とうしていたら、図はからずも四度目の企き画かく書しよが通った。

「ずいぶん良くなってる。頑がん張ばったな」

　九鬼は言って、釣つり込まれるような笑顔を向けて来る。泣きたいような気持ちがこみ上げて来て、激しく動どう揺ようした。

　ギクシャクした動きで部長席から自分の机に戻り、和馬は頭を抱かかえた。これはいよいよ危うい。どんどん営業部脳になっている。

　その後も九鬼の姿をつい目で追ってしまいそうになり、意識して視界から外した。幸い、その日の午後は九鬼が外出したため、それ以上気が散らずに済んだ。

　翌日は水曜日だった。新美が本社に来る日である。朝、目ま映ばゆい彼の美び貌ぼうを見て思い出し、そんな自分に愕がく然ぜんとした。思い出したということはつまり、それまで忘れていたのだ。

（馬ば鹿かな、この俺としたことが……）

　隔かく週しゆうで新美を待ち伏ぶせしていた頃ころ、次の水曜日まで指折り数えて楽しみにしていた。火曜の夜など、新美との仲が劇的に発展する妄もう想そうに取り憑つかれて、眠ねむれない日もあったくらいだ。なのにここ数日、新美の存在などすっかり忘れていた。

「新美さんっ」

　変わってしまった自分が怖こわくなり、和馬は新美に駆かけ寄った。

「おはようございます新美さん。俺の女め神がみ。今日も素す敵てきですね」

　そう、新美は相も変わらず美しい。彼には酷ひどい騙だまされ方をしたのに、それでも嫌きらいにはなれなかった。けれど、以前のように心がときめかない。

「おはよう、和馬君。どうかした？」

　飼い主を見つけた犬のようにまろび出た和馬に、新美はにっこりといつもの微笑ほほえみを浮うかべる。しかしふと、その目を見て首を傾かしげた。

「えっ、何がですか」

　心の奥まで突つきとおすような視線に、和馬はたじろいだ。新美はわずかな間、じっと和馬を見つめていたが、やがて小さく首を振る。

「ううん、何でもない。そうだ、『ＡＪＥ２』に当てて出す新商品のことで、君の意見を聞きたかったんだ。後で時間くれる？」

　新美が仕事で自分を当てにしてくれている。嬉しくなって、ぴんと背筋を伸のばした。

「はい、勿もち論ろんです」

　新美に頼たよられて嬉しい。ああ良かった、やっぱり自分は新美のことが好きだ。

　新美が来る日は、午前中は定例会議か『ＡＪＥ２』の会議が入る。午後からは営業部と和馬、佐々木を交えて新商品の打ち合わせをし、新美が千葉へ戻って行く、というのが決まったスケジュールになっていた。

　午後の打ち合わせを終えた後、新美が帰り支じ度たくをしながら、和馬を呼び止めた。

「今朝の新商品の件。ちょっとだけいいかな」

　九鬼はちょうど席を外していなかった。新美は鞄かばんを持って営業部を出ると、同じ階にあるミーティングスペースに向かった。

　廊ろう下かの奥にある広い空間を、背の低いパーティションと観葉植物で区切っただけのスペースは、ちょうど他に誰だれもいなかった。

「来月、会議に出す新商品の件。総合デザイン担当の君の力を借りたくてね。君も自分の仕事で忙いそがしそうだから、もし大変なら断って欲しいんだけど」

　小さなミーティングテーブルに向かい合わせで座ると、新美は躊躇ためらいがちに切り出して来た。

「俺で出来る事なら何でも協力しますよ。忙しいって言っても、今はまだ定時で帰れる日もありますし。どうぞ、遠えん慮りよせずに言ってください」

　力を借りたいだなんて、新美は和馬の仕事を認めてくれているのか。嬉しくて、どんと胸を叩たたいて請うけ合う。新美は安堵の笑みを浮かべた。

「ありがとう。それじゃあ早さつ速そく、このグッズなんだけど」

　持っていた鞄の中から、いそいそと道具を取り出した。

「これは、ニップルクリップですか？」

　二つのクリップにチェーンが付いた形状は、乳ち首くびを責めるアイテムとしてわりとポピュラーだ。チェーンに電源のスイッチが付いているので、バイブレーション機能も付いているのだろう。不可解なのは、チェーンの真ん中から垂直にもう一つチェーンが伸び、その先に大人のこぶし大のイソギンチャクがついていることだった。

「乳首だけじゃインパクトが足りないから、三点責めにしてみたんだ」

「あ、なるほど」

　このイソギンチャクで性器を責めるらしい。試ためしにスイッチを入れるとクリップが震ふるえ、イソギンチャクが触しよく手しゆのようにウニョウニョと動き始めたのでビビッた。

「この触手一本一本の細さ、繊せん細さいな動き。凄すごいだろ。これで女性器を責めるもよし、男性器に巻き付けてもよし、尿によう道どうプレイだってできる。あ、替かえの触手を置いて行くから、尿道に入れる時はちゃんと新しいのをパッケージから出して使ってね。雑ざつ菌きんが入ると膀ぼう胱こう炎えんになるよ」

「はい……えぇっ？」

　今、使ってねって言ったのか？　替えの触手って何。

　和馬は無言になってスイッチを切り、すすっと新美の方へ押した。だがそれを、新美がまたすすっと押し返して来る。

「これはぜひ、総合デザイン担当の君に試してもらいたいんだ」

「デザインに全然関係ないじゃないですか。嫌です」

　この間の二の舞まいになるところだった。毅き然ぜんとして突っぱねると、新美は珍めずらしくきゅっと眉まゆを引き上げ、拗すねたような上うわ目め遣づかいで睨にらみつけて来た。

「だって君。たった今、何でも協力するって言ったのに」

　新美の拗ねた顔など初めて見る。あまりに可愛かわいかったのでつい、やってやりますよと言いそうになった。ずるい。

「言ったのにじゃありません。人のことを何だと思ってるんです。大体、この間のことだって謝ってくれてないですよね」

「えー」

　一度ならず二度までも、人の純情を踏ふみにじった。新美のことは好きだけど、ひどいと思う。

「どうしても使えって言うなら、新美さん。今度こそ、あなたと俺で一いつ緒しよに試しましょうよ」

　そう言ってもどうせ逃にげるのだろう。だがせめて、先日のことを謝って欲しい。和馬は正面から相手を見み据すえ、イソギンチャクをずいっと押し出した。

「いいよ」

「え？」

　あっさりとした返事に、思わず耳を疑った。新美が花のような美貌を綻ほころばせる。

「一緒に使おう」

「え、えっ、でも、俺とあなたで使うんですよ」

「うん、いいよ。僕に使ってみたい？　それとも、僕が君に使ってプレイをした方がいいのかな」

　イソギンチャクがまたもや押し戻もどされた。新美がスイッチを入れ、ウニョンウニョンと触手が蠢うごめく。その一本が、和馬の手にぺっとり触ふれた。

「ぅひっ」

「どうしたの。以前はあんなに積極的に迫せまって来たのに。僕とエッチなことするの、嬉うれしくない？」

　下から覗のぞきこまれ、あれっと思った。この状じよう況きようはもちろん嬉しい……よな？　>>>♥

「お前ら。そんなところで何をやってるんだ？」

　少し離はなれた場所から低い声がして、和馬の思考は中断された。九鬼が営業部がある方向から、パーティションに向かって歩いてくるところだった。

　それを見た新美は、笑え顔がおのままスイッチを切ると、鞄からささっとビニールの袋ふくろを取り出し、和馬の前に押しやった。イソギンチャクの替え玉である。「じゃあまた。今度、感想をよろしくね」と言うや、立ち上がる。

「いや、ちょっと」

　新美は和馬の言葉を無視して立ち去ろうとしたが、九鬼が立ちふさがる方が早かった。テーブルに置かれたイソギンチャクを見て、険しい表情をする。

「克之、お前また……いい加減にしろよ」

　石化しそうな恐おそろしい視線で新美を睨んだが、それに怯おびえるような相手ではない。

「ちょっとデザインについて、アドバイスをもらってただけだよ。じゃあ、また来週」

　そそくさと帰ろうとする。だが途と中ちゆうで「あ」と何かを思い出したように声を上げた。

「そういえば和馬君。何か疲つかれてるみたいだから、これを渡わたしておこうか」

　新美は鞄の中から何やら取り出し、イソギンチャクの隣となりに並べた。

「これは……」

「君たちも飲んだことがあるでしょ？」

　ミントブルーの液体が入った、小さな瓶びんだった。これはあの忌いまわしい夜、九鬼とする前に飲んだ媚び薬やくだ。

「僕がブレンドした、栄養ドリンクだよ」

「栄養ドリンク？　でも……」

　戸と惑まどう和馬を見て、新美は楽しそうな笑いを浮かべた。

「僕も、体調が悪い時に良く飲むんだ。ミントシロップをメロンソーダで薄うすめて粉末青あお汁じると葛かつ根こん湯とうを配合してある」

　聞いてるだけで胸が悪くなりそうだった。

「でも、他ほかにも入ってますよね。これ飲んだら、何か腹の中が温かくなって……」

「それは多分、葛根湯の効能だろうね。身体からだが温まるから。『媚薬』って名目で商品化したいんだけど、周りには不評でね。それじゃ」

　今度こそ去って行く新美の後ろ姿を見つめながら、和馬は呆ぼう然ぜんとしていた。これは、媚薬ではなかった。

（どういうことだ？　それじゃあ、俺は……）

　九鬼に抱だかれてあれほど感じてしまったのは、媚薬のせいだと思っていた。一度達しただけでは治まらず、何度も求めたのに。

　隣を見ると、九鬼は苦い顔でため息をついていた。驚おどろいた様子はない。

「あんた知ってたのか？　あれが媚薬じゃないって」

　社内で敬語を忘れていたが、九鬼は怒おこらなかった。

「まあな。媚薬なんて普ふ通つうに考えたら、危険な薬しか思い浮うかばない。あいつもさすがに、そこまではしないだろう。飲んでも変わった感じはしなかったしな」

「でも俺、あんなに」

　善がってしまった。思い出すのも恥はずかしいあれやこれを、自分は素面しらふでやっていたというのか。悲ひ愴そうな顔になっていく和馬を、九鬼は同情するような目で見下ろした。

「プラセボ効果って奴やつだろう。あまり深く考えるな。もう忘れるんだ」

　少し休んでから戻るようにと言い、九鬼は先に営業部へ戻って行った。去り際ぎわ、テーブルの上に放置された異物を見て口を開きかけたが、またすぐに閉じた。ショックを受けている和馬に、それ以上の言葉をかけられなかったようだ。

　和馬はしばらくの間、ぼんやりとその場に座っていた。深く考えるなと九鬼は言った。その通りだ。これ以上考えると、このところ九鬼に対して覚えていた感情に名前が付いてしまいそうだった。

　それでも仕事をいつまでもサボってはいられず、のろのろと立ち上がる。イソギンチャクを放置してはおけないので、仕方なく手に取った。

　何で出来ているのか知らないが、細くてぷよぷよしている。色々な種類の性具を扱あつかったことがあるが、どの素材とも感かん触しよくが違ちがっていた。スイッチを入れた時の動きからして、相当複雑な構造をしているはずなのに、持ち上げた重量は驚くほど軽い。本当に機械仕じ掛かけなのか、段々と疑問が首をもたげて来る。

（これを試せって言うのか）

　自宅アパートで一人、これを使うのは虚むなしいし、イソギンチャクが夜中に暴れ出しそうで怖こわい。誰だれかとなら怖くないかな、と考え、一いつ瞬しゆんの後に九鬼の顔が浮かんで慌あわてた。

（違うだろ）

　新美と使おうと言っていたのに、結局逃げられてしまったのだ。

（もう新美さんは無理にしても、誰か他の、可愛いのとか綺き麗れいなのとか）

　第三者の顔を浮かべようとして、ふと、自分がずいぶんと長い間、セックスをしていない事に気が付いた。セフレに振ふられ、『ＡＪＥ２』のメンバーに抜ばつ擢てきされて忙いそがしかったのもあって、ずっと夜遊びをしていない。

　最後にセックスをしたのは、そう、九鬼に抱かれた時だ。受け身になったきり、攻せめのエッチをしていなかった。

（そうだ、そのせいだったんだ）

　九鬼との行こう為いは、自己性を揺ゆるがすような強きよう烈れつな出来事だった。今も記き憶おくに焼き付いて離れない。その出来事に対して和馬自身は、何のメンテナンスも行って来なかった。また誰かを抱いて攻めに戻れば、そんな忌まわしい記憶も薄れるのではないか。

　思いついた可能性に、ぱあっと目の前が明るく広がって行くのを感じた。和馬はイソギンチャクを胸に抱いて、いそいそと営業部に戻った。自分の鞄かばんにそれをしまうと、代わりに携けい帯たい電でん話わを出して再び廊ろう下かに出る。九鬼がこちらを見ているのがわかったが、気にしている場合ではなかった。人格崩ほう壊かいの危機なのだ。

　携帯のアドレスから、すぐに会ってもらえそうな遊び友達を探し出し、今夜会いたいとメールを送る。タイミングが良かったらしく、すぐに電話がかかって来た。

「ナオ？　久しぶり。急に悪いな。会って相談に乗ってもらいたいことがあるんだ。……ああ。もちろん、やらしいことも込みで」

　低い声で電話の向こうの相手に囁ささやくと、『和馬のエッチ』と、甘い声が返って来た。そうそう、この感じ。

「そうだな、六時でもいいか。ずっと仕事が忙しくて、切せつ羽ぱ詰つまってるんだ。……うん、じゃあ、六時に『オーロラ』で」

　相手が見つかって、ひとまずホッとした。呼び出したのはナオというセックスフレンドで、あっけらかんと明るいエッチ好きの青年だ。触しよく手しゆプレイも楽しんでもらえるかもしれない。ともかく今日はナオと楽しんで、攻めに戻らなければ。

　廊下から営業部に戻ろうとした時、数メートル先にあった男子トイレから佐々木がひょっこり現れた。電話の会話が聞こえていたのかもしれない。ニヤッと笑って、部屋に戻って行った。

　それから終業までの時間は、全く仕事が身に入らなかった。今は何も考えないように、ナオと会うことだけを目指そうと思うのに、気づくと九鬼を目で追っている。

　定時のベルが鳴ると同時に、挨あい拶さつもそこそこに会社を出た。早くナオとセックスをして、自分を取り戻したい。

　約束の店は会社から電車で三十分ほどの繁はん華か街がいにあり、和馬のアパートがある駅からも比ひ較かく的てき近かった。約束の時間まで外で暇ひまを潰つぶして店に入る。

　何度か来た事のあるこのゲイバーは、刹せつ那な的な出会いを求める客が多い。和馬が入った時にはもう、カウンターにいたナオをナンパしようと、数人の男が群がっていた。雑魚ざこを追い払はらうと、二人でカウンター席に座って乾かん杯ぱいした。新美ほどではないが、ナオも十分美しく可愛かわいい。

「意外と元気そうだね。声が焦あせってたから、どうしたのかと思ってた。相談って何？」

　しかも話が早いので助かる。和馬は周りに聞こえないように、そっと耳打ちした。

「俺がアダルトグッズメーカーにいるって、前に話したよな。開発部から頼たのまれたんだけど」

　新商品を試ためして欲しいと言われたと話すと、予想通りナオは興味を示して来た。

「三点責め？　面おも白しろそう。今試してみようよ」

　ナオが店の奥にあるトイレを示す。

「え？　あそこでやるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。この店、結構緩ゆるいんだから。ちょっと試すくらいなら大丈夫だよ」

　できれば最後までしたいのだが、いくら店が無法状態でも、トイレで本格的な行為をするのは躊ちゆう躇ちよする。ホテルに移らないかと言おうとした時、新たな客が店に入って来るのが見えた。

「九鬼……」

　長身の美び丈じよう夫ふが、店のドアをくぐって中に入って来るところだった。どうして彼がここにいるのだろう。声をかけようとして、彼の隣に見知らぬ男が寄り添そっているのに気づいた。

　中性的な顔立ちの綺麗な男性で、私服はラフだがとても洒落しやれて垢あか抜ぬけている。混こみ合う店内で、男性が他の客とぶつかりそうになると、九鬼がさっと肩かたを抱いて自分に引き寄せた。

　ありがとう、と男性が言っているのが、口の動きからわかる。九鬼が何か言い、肩を抱いたまま彼の頰ほおに軽くキスをした。

「……っ」

　そんな親しげな二人の姿を見て、和馬はガンと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚えた。後あと腐くされのない相手がいると、九鬼は言っていた。それがあの人なのか。

　悲しかった。どうして悲しいのかなんて、考えたくない。

「すっごくカッコいいね。和馬の知り合い？」

　ナオも九鬼に気づいて耳打ちしてくる。咄とつ嗟さにその手を取り、店の奥へと引っ張った。

「行こうぜ」

　今、九鬼に見つかりたくなかった。あの綺麗な男と睦むつまじく寄り添っているところを、これ以上見ていたくない。

「和馬、強ごう引いんすぎ」

　トイレに入ると、ナオに怒られた。細い手首をさすっている。

「すまない。痛かったか」

　焦るあまり乱暴にしてしまった。謝ると、ナオはすぐに怒いかりを治め、和馬の首に腕うでを絡からめてきた。幸い、トイレには他ほかに誰もいない。

「さっきの人、知り合いでしょ。こっちに気づいてたみたいだよ」

「関係ないね」

　どうせ向こうにも連れがいるのだ。きっと気づいても声をかけてきたりしないだろう。和馬は不ふ貞て腐くされた気持ちになった。

「それより、早さつ速そく試してもらいたいんだけど」

　もうトイレの中だろうと、どうでもいい。最後までヤッてやる。

「見せて、どんなの？」

　和馬が鞄を開けると、ノリのいいナオは目を輝かがやかせて覗のぞき込んで来た。最初に出て来たニップルクリップを手にして、「普ふ通つうだね」と、いささかがっかりした声を上げる。

　しかしチェーンに引きずられながら、イソギンチャクがずるりと這はい出た時、ナオはか細い悲鳴を上げた。

「やだっ、何これっ」

「こいつで性器を責めるらしいんだ。スイッチを入れると動き出して……」

　和馬がスイッチを入れようとすると、ナオは恐きよう怖ふに引き攣つった声を上げて和馬の手を打ち払った。イソギンチャクが鞄から落ちて、べちゃっとトイレの床ゆかに叩たたきつけられる。さっきまで乗り気だったのに、激しい拒きよ絶ぜつを示されて驚おどろいた。

「悪かった。驚かせたか。これ、機械だぞ？」

　和馬が謝りつつイソギンチャクを掲かかげると、ナオはぎゅっと自分の腕を抱だいて、一歩後ろへ下がった。

「何なのそれ。本当にアダルトグッズなの？　生き物みたいで気持ち悪い。ごめん、無理。それだけは協力できない」

　イソギンチャクが苦手なのかもしれない。ナオはすっかり青ざめた顔をしていて、とてもこの後ホテルに行こうなどとは言えない雰ふん囲い気きだった。和馬が「確かに気持ち悪いよな」と言うと、ナオは少しホッとした顔をした。

「乱暴に扱あつかってごめんね。それ、落として大丈夫だった？」

「ああ。触手の部分は取り外して替かえられるみたいなんだ。ほら、ちゃんと替えもあるし」

　安心させようと、ビニールを鞄から取り出したのだが、それを見るなりナオは「ひっ」と声を上げた。

　その時、トイレの外から軽いノックの音が聞こえた。

「失礼。入ってもいいか」

　聞き慣れた男の声だった。驚いて振り返ると、ドアが開いて九鬼が入って来た。和馬と、和馬が手にしたイソギンチャクを見るなり、険しい顔になる。

「お楽しみのところを申し訳ないな」

　それは剣けん吞のんな声こわ音ねで、少しも申し訳ないとは思っていない口調だった。

「ごめん和馬。俺、もう行くね。それ、商品化しない方がいいと思うよ」

「あ、えっ？」

　ナオは怯おびえた顔でさっと身を翻ひるがえすと、九鬼の横をすり抜ぬけ去って行ってしまった。置いて行かれたらしい。

「振ふられたみたいだな」

　ぼんやりしていると、九鬼が皮肉げに言う。和馬は先ほどの苛いら立だちを思い出して、相手を睨にらみつけた。

「余計なお世話だ。何であんたがここにいるんだよ」

　八つ当たりのように言葉をぶつけると、男は軽く眉まゆを引き上げた。何だか機き嫌げんが悪い。いや、怒おこっているのだと気づいた。

「何でだと？　お前を探しに来たんだよ」

「お、俺？」

「克之と会ってから、思い詰つめた顔してただろう。挙げ句に仕事放ほうり出して帰って行くから、何かあったのかって心配したんだろうが」

　最初はただ席を外しているのだと思って佐々木と待っていたら、他の社員が帰るのを見たという。その前に偶ぐう然ぜん、佐々木が廊ろう下かで和馬の電話を聞いていて、この場所に来てみたのだそうだ。

「俺、仕事を放り出してなんかない」

「今日中にウェブサイトの書類をまとめて、システム部に依い頼らいを出す約束だっただろう」

「あ」

　すっかり忘れていた。『ＡＪＥ２』の特設サイトを制作するために、別の部に出す資料をまとめて、九鬼と佐々木に見てもらう予定だったのだ。しかも資料も仕上げていない。

　そう言えば新美に呼び出された後、ふらふら営業部に戻もどった時に、佐々木から進しん捗ちよくを聞かれた気がする。あの時自分は、もう少しで出来るとか何とか、適当に答えてしまったのだ。和馬の素案が出来るのを、待ってくれていたのだろう。

「すみません、忘れてました」

　正直に言って頭を下げると、九鬼は深いため息をついた。

「仕事を忘れて男漁あさりか。いい御ご身み分ぶんじゃないか」

　皮肉っぽく言われ、自分の立場も忘れてムッとしてしまった。

「俺を追いかけて来たなんて、噓うそだろ。あんただって同じじゃないか。さっき、男の腰こし抱だいてイチャイチャしてるの見たんだからな」

「あれはたまたま、入口で知り合いに会って一いつ緒しよに入っただけだ。俺も以前は、この界かい隈わいでよく飲んでたんでね。大体、こっちはきちんと仕事を終えてから来たんだ。お前が作るはずだった資料も、俺と佐々木さんでまとめてシステム部に提出したんだぞ」

「え……」

　佐々木さんにも謝っておけと言われ、ようやく自分の無責任な行動を思い出した。いくらショックを受けていたとはいえ、仕事を放って帰ってしまったのだ。しかもそれで、人に迷めい惑わくをかけた。

「すみません。本当に、すみませんでした」

　こちらを見おろす男の目に、怒りを通り越こした冷ややかな色があるのに気づき、腹の底が冷たくなる。九鬼に軽けい蔑べつされてしまった。それは先ほど、九鬼が男と寄り添そっているのを目にした時よりも辛つらい衝撃だった。

　うなだれる和馬を九鬼はしばらく黙だまって見つめていたが、やがてトイレのドアを閉じて、中に入って来た。

「どうしたんだ、お前。同じチームになってまだ日が浅いが、俺はお前が、きちんと仕事をする奴やつだと思ってる。販はん売ばい部の課長もそう言ってたし、佐々木さんは有望だって褒ほめてたんだぞ」

　その声にはもう、怒りは感じられなかった。厳しさの後の優やさしい言葉に、思わず泣き出しそうになる。

「すみません……」

　本当に九鬼は、和馬を心配して来てくれたのだ。

「俺、前のセフレに振られて、その直後に九鬼さんとあんなことになって……。その後、ずっとしてないんです。それで色々考えちゃって。溜たまってるっていうか……その」

　どう言えばいいのか、上手うまく言葉にできなくて、しどろもどろになってしまった。いきなり部下から下半身の事情を告げられて、九鬼も一いつ瞬しゆん、面めん食くらった様子だった。

「溜まってるって……。あー、全くしてないのか？　一人でも？」

「それはまあ、たまには。でも一人でするのは虚むなしいだろ。イソギンチャクも怖こわいし」

「イソ……？　何を言ってるのか良くわからんが、それは克之が持たせた奴だよな。さっきの男に使おうとしてたのか」

　握にぎりしめているイソギンチャクを指され、和馬は頷うなずいた。

「新美さんが、使って感想聞かせろって。さっきの友達はアダルトグッズとか喜びそうだから、一緒に楽しもうと思ったんだけど」

　逃にげられてしまった。思い出して再びうなだれると、九鬼がくすっと笑った。

「あいつもまた、気色の悪いもんを作って来たな。何なんだ、これは」

「えっと、三点責めだって。ニップルクリップに加えて、このイソギンチャクの部分で性器を責めるらしいんだ。触しよく手しゆが細いから、尿によう道どうプレイもできるって」

　九鬼の怒いかりが解けたのが嬉うれしくて、和馬は事細かに説明した。

「尿道プレイねえ。衛生面で問題があるんじゃないか」

「ああ。だから尿道を責める時は、新しい触手にしろって。付け外しができるんじゃないかな。……ほら」

　イソギンチャクの根元を捻ひねると、キュポッと音を立てて外れた。接続部分を覗のぞいてみたが、やっぱり構造がよくわからない。

「それでこの、替えの触手に付け直してから使えって、新美さんが。使い捨てなのかな」

「ふーん」

　九鬼は和馬の説明を真顔で聞いていたが、替えの袋ふくろを取り出して装着を終えた途と端たん、ニヤッと物ぶつ騒そうな笑いを浮うかべた。

「よし。じゃあ、使ってみるか」

「え」

　ぎょっと目を見開くと、九鬼は素す早ばやく和馬の手からイソギンチャクを奪うばい取り、和馬に体当たりするようにしてトイレの個室に押し込んだ。カチャンと個室の鍵かぎを閉める音が響ひびく。

「な、何してんだ」

「克之に感想を言わなきゃいけないんだろう？　だったら自分で使ってみろよ」

「はあっ？　何言って」

「罰ばつゲームだ。人に仕事を押しつけたのと、心配をかけさせた分。これでチャラにしてやる」

　そう言われると、ぐうの音も出ない。唇くちびるを嚙かんで恨うらめしげに九鬼を見た。視線がぶつかると、男の目元が和なごむ。そこに男臭くさい色気を感じて、どきりとした。

「まずは乳ち首くびか。シャツの上からでいいな」

　耳元で囁ささやき、スーツの合わせが開かれた。骨ばった長い指がつ、とシャツの布地を滑すべる。わずかな胸の突とつ起きを探し当て、爪つめの先で引っ搔かかれた。

「あ……っ」

「もう尖とがらせてんのか。やらしい奴。……ほら、じっとしてろよ」

「ぃ……あ、あ」

　クリップが両方の胸に装着され、布ごと乳首を摘つまみ上げる。ピリピリとしたむず痒がゆい痛みに、身み悶もだえた和馬は思わず、九鬼のスーツの裾すそに取り縋すがった。

「これ、やだ……」

「ん、痛いか？　違ちがうよな。痛いだけだったら、こんなに勃ぼつ起きするわけないもんな」

　するりと股こ間かんを撫なでられ、我が身を疑った。ただクリップを嵌はめられただけなのに、既すでに兆きざしている。

「この間も思ったが、お前、わりとＭっ気があるんじゃないか？」　>>>♥

　そう言う九鬼は、サディスティックな笑えみを浮かべている。九鬼も物騒だが、自分の反応も怖い。ぎゅっと彼のスーツを握りしめると、男は気づいて、あやすように和馬のうなじを撫でた。

　男っぽい美び貌ぼうが近づいてくる。目を閉じたことに、何の意識もなかった。唇に柔やわらかな感かん触しよくを感じ、安あん堵どする。

「ん……」

　くちゅくちゅと口の中の粘ねん膜まくを嬲なぶられて、ぼうっとなった。

「急に色気が出て来たな。そんなに気持ちいいのか。まだ乳首だけだぞ」

　やがて唇は離はなれたが、そこから漏もれる男の声は掠かすれていた。視線を落とすと、男の前立ても大きく膨ふくらんでいる。触ふれようとしたが、それより先に九鬼の右手が伸のびてきて、片手だけで器用にベルトを外された。くつろげられたズボンの前立てから、勢いよく和馬のペニスが飛び出てくる。

「このデカイのを、あの男に突つっ込むつもりだったのか」

　酷こく薄はくな笑みを浮かべて言い、和馬の固く勃起した陰いん茎けいを、からかうように軽く擦こすり上げる。思わず腰こしが揺ゆれた。

「ん、ふっ……ああ……それが、悪いかよ」

「ふうん」

　男の目が冷たく光った。思わず息を吞のんだ時、和馬の亀き頭とうに、例のイソギンチャクが被かぶせられた。

「うほぁっ」

　冷たくぷるっとした感触に身を竦すくめる。九鬼は和馬の反応に声を上げて笑った。どうしてそんなに楽しそうなんだ。

「やけに柔らかいが、どうやって尿道に入るんだろうな」

「知らな……冷静に言うな……」

　人ひと肌はだに触れている部分は次し第だいに温まってくるが、肌に吸いついてくるようで不気味だった。

「スイッチ入れるぞ」

「え、待っ」

　止める間もなく、カチリとスイッチが入れられた。途端、乳首に細かな振しん動どうが伝わり、触手が動き出す。

「……わあぁっ」

　乳首の甘い痛みに加え、亀頭を包むイソギンチャクが生き物のようにうねって絡からみついてきた。

「何だこれは。本当に機械の動きなのか？」

　九鬼が感かん嘆たんとも畏い怖ふともつかない声を上げた。頼たのむから、怖い事を言わないでほしい。しかし本当にどういう構造なのか、触手は一本一本に意思があるかのように複雑に動き、和馬の陰茎を擦り上げて来る。そして偶ぐう然ぜんだろうか、そのうちの一本が鈴すず口ぐちに当たり、やんわりとこじ開けるように入って来た。

「ひ……あ、あ……っ」

　強すぎる刺し激げきだった。震ふるえる手を伸ばし、男の胸に縋った。

「どうしよう、も……出るっ」

「このまま出せばいい」

　九鬼からは表情が消え、熱を帯びた目が和馬の痴ち態たいを凝ぎよう視ししている。和馬の脳のう裏りに、彼に抱だかれた時の記き憶おくが蘇よみがえった。あの夜も、和馬の中に欲よく望ぼうを埋うめ込みながら、こんな目をしていた。

　触れられない秘ひ孔こうが疼うずいて、切なくなる。身体からだを擦り寄せると、男の目が鋭するどくすがめられ、顔が近づいてきた。

「和馬……」

　唇が触れる直前、名前を呼ばれた。うなじを強く摑つかまれ、ぐっと食いつくように口づけられる。もう片方の手が和馬の尻しりに回り、尾び骨こつの下へ指が潜もぐり込んでくる。まるでこちらの胸の内を読んだかのように、ひくつく窄すぼまりをぐりぐりと太い指で押した。

「ん、ふ……っ」　>>>♥

　性感という性感を刺激され、和馬は喉のどの奥でくぐもった声を上げて達した。どっと噴ふき出された精液が、尿道にもぐりこんだ触手を押し戻もどすのがわかる。ビリビリと電流のような快感が走り、なおも震えた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　崩くずれ落ちそうな和馬の身体を支えながら、九鬼が覗のぞき込んでくる。

「ん……凄すごかった」

　感じすぎて苦しかった。和馬が呟つぶやくと、九鬼は笑ってキスをした。和馬を便座に座らせると、クリップと、性器に絡みついた触しよく手しゆを外す。

　和馬は手足に力が入らず、されるがままになっていたが、触手から自分の放った精液がどろりと零こぼれるのを見て、恥はずかしさに顔を俯うつむけた。

　九鬼は替かえ玉が入っていたビニールに触手とクリップを突っ込むと、無造作に床ゆかに置いた。

「すげえ濃こかったな。溜たまってたってのは、本当みたいだ」

　からかうような声で言われて、ぐっと唇を嚙む。

「言うなよ」

「そんな顔するな。悪かった。……和馬」

　泣き出しそうな顔をしていたのかもしれない。少し慌あわてた声がして、そっと顎あごを取られた。見上げると、まだ熱を帯びたままの視線とぶつかる。顔が近づいてきて、ちゅっと音を立てて唇を吸われた。

　唇はすぐに離れたが、和馬が追うように顔を上げると、再び口づけられる。お互たがいに求め合い、何度も繰くり返しキスをした。

「九鬼さん……」

　もっと深い場所に男が欲しかった。もう誤ご魔ま化かせない。自分はあの夜からずっと、九鬼にまた抱いてほしいと思っていたのだ。

　熱に浮かされたように互いの唇を求めながら、和馬はそっと九鬼の身体に手を伸ばした。九鬼のそこは、固く張り詰つめている。自分を見てそうなっているのかと思うと、嬉うれしかった。だが和馬が軽く前立てを撫で上げた途端、九鬼がはっとしたように目を見開いた。

「……悪い」

　欲望でとろりとしていた目に力が戻り、九鬼はさっと和馬から離れる。いきなり置いて行かれた気分になって、和馬は呆ぼう然ぜんとした。

「ここも、そろそろ出ないとまずいな」

「でも、九鬼さんの……それは？」

　抜ぬかないと辛つらいのではないだろうか。和馬が指し摘てきすると、九鬼は気まずそうな顔をした。

「いい。しばらくすれば治まる。それより立てるか。先に出てるから、落ち着いたら出て来い」

　言うなり、個室を出て行ってしまう。ビニール袋ぶくろをゴミ箱に捨てる音がして、続いてバシャバシャと洗面台で水音が聞こえた。

（俺、引かれた……）

　俯くと、剝むき出しのペニスがうなだれていた。みっともない。みじめな気持ちになり、トイレットペーパーで汚よごれを拭ぬぐい、服を直した。ドアに掛かけておいた鞄かばんを持って個室を出ると、九鬼が待っていた。

「大丈夫か」

　そう言った九鬼にはもう、淫いん靡びな気配はなく、上司の顔に戻っていた。和馬が何気なく股間に視線を落とすと、「見るなよ」と苦く笑しようする。外に出て、不自然でないくらいには治まったらしい。

「歩けるか？　タクシーで送る」

「え、いいよ。まだ電車がある」

「そんな色っぽい面つらで明るい場所に出る気か？　いかにも何かされましたって顔だぞ」

「誰だれがしたんだよ」

　からかうように言うから、腹が立った。だが九鬼は、こちらの気持ちなど知らないで楽しそうに笑う。

「俺だな。だから送るって言ってんだよ。ふざけて悪かった」

　ぽん、と和馬の肩かたを軽く叩たたく。その仕草に性的なものは何も感じられない。彼にとってはほんの悪ふざけなのだ。

（でも俺は笑えないんだ、九鬼さん）

　男の後に付いて歩きながら、その広い背中を切ない気持ちで見つめる。

　九鬼が好きだ。その気持ちはもう、誤魔化すことができないくらい大きくなっていた。あの夜はただ、肉にく欲よくで繫つながっただけかもしれない。

　だがその後、彼に近づく度たびに惹ひかれていった。認めたくなかったのは何故なぜだろうと、和馬は他人ひと事ごとのようにぼんやり思う。

　九鬼への恋れん情じようは、新美に対するそれとは全く異なっていた。

（新美さんのことを好きだと思ったのは、勘かん違ちがいなのかな）

　初めて会って即そく座ざに振ふられた時も、すぐに浮ふ上じようした。ホテルに呼び出されて騙だまされた時ですら、恨うらめしく思いはしたものの、心を強く揺ゆさぶられることはなかった。

　なのに今は、九鬼が他ほかの男と一いつ緒しよにいるのを見ただけで胸が苦しくなる。胸の中に嵐あらしが吹ふき荒すさぶのを、自分自身ではどうすることもできない。

「そういえば、さっきのイソギンチャク。捨てたのか？」

「ん？　ああ。お前も持って帰りたくないだろ」

「新美さんに怒おこられる」

　開発中の商品だと言っていたのだ。

「俺が捨てたって言うさ。克之には色々と振り回されたからな。たまには意い趣しゆ返がえしをさせてもらう」

　心配するなと九鬼は笑った。きっと、和馬なら許してもらえないことでも、九鬼なら大丈夫なのだろう。

　新美は九鬼の気持ちに応こたえないけれど、それでも二人の間には、和馬が割り込めない絆きずながある。それは九鬼が長い長い年月、新美を諦あきらめずに思い続けてきた結果なのかもしれない。

　羨うらやましい、と思った。九鬼ではない、新美が羨ましい。

　九鬼が好きだ。だがその九鬼は、一いち途ずに新美を思っている。和馬は自分の気持ちに気づいた途と端たん、失しつ恋れんしてしまった。

　目をそむけても変わらない、それが真実だった。










　翌日、出社と同時に佐々木に電話で謝罪をして、それからは真ま面じ目めに仕事をした。

　本当は悲しくて、前の夜は布ふ団とんの中でめそめそ泣いた。こんなに辛い失恋は初めてだ。朝起きても辛いままだったし、九鬼への気持ちがなくなるわけでもなかった。しかし逃とう避ひしたとて、現実が変わるわけでもない。

　九鬼が自分を振り返ることはないとわかっている。それでもこれ以上、彼につまらない奴やつだと思われたくなかった。下手なプライドかもしれないが、惚ほれた相手にはちょっとでもカッコいいところを見せたいと思うのが、男心というものだ。

　その後も意い欲よく的に仕事をする和馬に、佐々木も喜んで色々と教えてくれた。九鬼もちょっとは見直してくれたのか、和馬に意見を求めて来る事が増えた。そんな昼間の九鬼を夜に思い出し、また布団の中で泣いてしまったりするのだが、取りあえず仕事では頭を切り替えるようにしている。

　ただ、頑がん張ばり過ぎたせいか、古巣の販はん売ばい部の人たちには少しばかり心配されていた。

「営業部、厳しいのかい」

　メンバー全員で行う『ＡＪＥ２』の定例会議の後、廊ろう下かに出た和馬を追いかけて、販売部の課長が密ひそやかに話しかけて来た。

「うーん、どうでしょう。九鬼さんは厳しいけど、理り不ふ尽じんなことは言わないですよ。協力会社の佐々木さんが色々と教えてくれて、やり甲が斐いがあります」

　素す直なおに答えたのだが、課長はますます心配そうな顔をした。

「本当に大だい丈じよう夫ぶ？　営業部の体育会系のノリで、人格矯きよう正せいとかされちゃってない？　和馬君はここ最近、すごくまともっていうか、普ふ通つうのイケメンみたいになってるじゃないか。販売部ではみんな心配してるんだよ。前はもっとこう、アレな人だったのにって」

　アレとは何だろう。課長の言わんとしていることは今一つわかりにくかったが、どうやらテンションが低いのを心配されているらしい。

「大丈夫です。ちょっと失恋して、気持ちが落ち込んでるだけです」

「失恋……もしかして、新美さんに？」

　返答に困って、肯こう定ていとも否定ともつかぬ笑えみを浮うかべた。だが課長は、勝手に納なつ得とくしたようだ。

「そうか。でも大丈夫。和馬君ならすぐにいい人が見つかるから。今まで通り、アレな感じでいればいいよ」

　具体的にどういう感じなのかやはりわからない。しかし、とにかく礼を言っておいた。

　今は九鬼のことを忘れられないが、課長の言う通り、また本当に好きになれる相手が見つかるかもしれない。

　そうやって少しずつ日々が過ぎて行ったある日、気持ちに区切りをつける出来事があった。

　その日は水曜日で、例によって新美が千葉からやって来た。

「新商品の開発のことで、相談があるんだけど」

　午後、営業部内での打ち合わせの後に、またもやそんなことを言ってくるから、激しく警けい戒かいした。

「何ですか。もう絶対にモニターはしませんからね」

　当然のことながら、新美は何も変わらない。和馬の中ではここずっと色々な変化があったのに、彼は相変わらず美しく、そして不可解だ。

　イソギンチャクを押しつけられたあの後、九鬼が捨てたと告げたら、新美はショックを受けていた。使い捨てだと思っていたイソギンチャクは、実はかなり高価なものだったらしい。

　量産の目め途どが立たず、商品化は見送られたが、新美はしばらくイソギンチャクを捨てられたことを根に持って、九鬼の顔を見る度たびに「僕のシュブ・ニグラスが……」などと、意味不明なことをブツブツ言っていた。

「おい克之。またおかしな物を持ち込むんじゃねえぞ」

　和馬の隣となりにいた九鬼も、新美の言葉を聞いてにわかに険しい顔になった。

「サンプリングは開発部内でやれ。他部署の社員を巻き込むんじゃない」

　いつになく真面目な顔で注意するが、新美はあまり気にしていない様子だ。

「ひどいな千秋は。今まで、そんなこと言ったことなかったじゃない。僕の好きなように開発させてくれたのに。他部署の影えい響きようなんて、気にしたことなかったよ」

「気にしてなかったわけじゃない。今まで目をつぶってやってたんだ。大体お前こそ、やけに和馬に絡からむじゃないか」

　二人の間で言い争いが始まったので、和馬はその場を離り脱だつした。痴ち話わ喧げん嘩かみたいだなと思ったら、まともに聞いているのが馬ば鹿からしくなったのだ。

　佐々木に「ちょっと販売部に行ってきます」と、断って営業部を出る。小一時間ほど使って、頼たのまれていたサイトの更こう新しんをしてまた販売部を出た。

　営業部に戻もどる途と中ちゆうの廊下に、新美の姿があった。もう千葉に戻る時間らしく、手に鞄かばんを持っている。またおかしな性具を押しつけられるのではとビクビクしていたら、新美はくすっとおかしそうに笑った。

「和馬君、変わっちゃったね」

　その声がいつもより低く、どこか真面目な色を帯びていたので、驚おどろいた。

「前は僕のこと好きだの美しいだの言って、犬っころみたいにくっついて来たのに。もう、興味がなくなったみたい」

　和馬の変化に、新美は気づいていたのだ。やっぱりずるい人だな、と和馬は苦く笑しようする。今までどんなに押しても真しん剣けんに取り合ってくれなかったのに。こちらが冷静になって、決して言い寄って来ないとわかってから、こんな風に正面を向くのだ。

　何となく新美に付いて会社の出入口に向かいながら、和馬は口を開いた。

「自分でも不思議なんです。あんなにあなたのことを考えてたのに、いつの間にか別の人の事ばかり考えるようになってました。しかも、以前は鬱うつ陶とうしいと思ってた人なのに」

　人の心は不思議で、そして思い通りにならないものなのだなと、しみじみ思う。隣で新美がくすっと笑った。

「しょうがないよ。千秋はいい男だからねえ」

　新美は、和馬が好きな相手が誰だれかということも、ちゃんと気づいていたらしい。だがその言葉に、和馬は少し苛いら立だった。

「そうですよ。営業部なんか、みんなアニキの虜とりこですからね。あんな顔して一途で、十五年も同じ人を思ってるし」

　九鬼が、己おのれの心を殺して新美と寄り添そってきた年月を思うと、胸が苦しかった。たとえ気持ちに応こたえられないにしても、もっときちんと向き合ってくれればいいのに、と恨めしい気持ちになる。

「十五年かあ。あいつと知り合って、もうそんなになるんだねえ」

　どこかしみじみとした口調で、新美は呟つぶやいた。

「千秋って、僕よりよっぽど大おお雑ざつ把ぱに見えるのに、実はわりと神経質なんだよね。ラーメン以外も食えとか、毎日風ふ呂ろに入れとか言うし」

「それは、普通ではないかと」

　毎日入ってないんかい、と、和馬はちょっと引き気味になった。

「まあね。でも、何が普通かなんて僕にはどうでもいいし、僕に常識を説く人間なんていなかったんだよ。千秋以外には。鬱陶しくてさ。縁えんを切ってやるって思うんだけど、あいつが忙いそがしくて構われなかったりすると、寂さみしいんだよね」

　新美が自分の事を真面目に語っている。いつも爽さわやかな笑顔を向けられてきたが、上辺だけで、真剣に会話をしてくれたことはなかった。

「千秋は大事な友達なんだ。多分、最初で最後の。彼が離はなれて行ったら、僕はすごく孤こ独どくになると思う。僕は、千秋の気持ちにきちんと向き合って、それで彼と離れることになるのが怖こわかったのかもしれない。僕も彼のことが好きだけど、その好きが千秋と同じかどうかわからないんだ。僕、自じ慢まんじゃないけど恋れん愛あいってしたことないから。確かめてみて、もし違ちがったら千秋は僕から離れてしまうだろう。それが嫌いやだったんだ」

　相手の真剣な気持ちに見ない振ふりをして、のらくら躱かわしていれば、二人はずっと、変わらない関係でいられる。恋こい人びとのように別れることもない。

　新美の思考に、和馬は驚いた。彼は意外なほど、九鬼の事を思っている。きっと九鬼は、新美がそんな気持ちでいることに気づいていないだろう。

「もし新美さんがきっぱり振ったとしても、九鬼さんは友達をやめたりしないと思いますけどね」

　自分が言う筋合いではないのかもしれない。だが言わずにはいられなかった。

「そうかもしれないね。それに、変わらない関係なんてないんだなって、最近思うようになった」

　新美が目を伏ふせて静かに微笑ほほえむ。その横顔が綺き麗れいだな、と思ったら、気持ちが自然と口を突ついて出ていた。

「俺、九鬼さんを好きになる前は、新美さんのことちゃんと、本当に好きだったんですよ」

　十五年も思い続けている九鬼には勝てないけれど、和馬だってわりとかなり、新美に本気だったのだ。

「あはは、ごめんね。僕はやっぱり、君にそういう気持ちは持てないよ」

　和馬の最後の告白を、新美はいつも通り、優やさしげな微笑みで一いつ蹴しゆうした。和馬も笑う。

「あなたに騙だまされたことも忘れてませんから。お蔭かげで酷ひどい目に遭あったんですよ」

「騙したわけじゃない。言ったでしょう、真ま面じ目めに考えたいって。あそこまですれば、千秋も僕のことを諦あきらめるかと思ったんだよね」

　自分の我がままで、九鬼の心を束そく縛ばくしてきた。このままではいけないと思いながら、ずるずると月日が経たってしまったのだという。いつか決着をつけなければと思っていたと、新美は言った。

「考えるって、九鬼さんとのことだったんだ」

　本当にひどい人だ。新美は最初から、和馬のことなど何も考えてはいなかった。

「うん、まあ。君はその他大勢っていうか。でもモブの中では、結構キャラが立ってたよ。いい当て馬だった」

「誰が当て馬ですか。失礼な。俺的には、俺がずっと主人公です」

　とはいえ、恐おそらく九鬼の中でも、和馬はその他大勢なのだろうなと思う。

「けど新美さん。そこまで九鬼さんのこと考えてるなら、もうそろそろ前に進んでもいいんじゃないですかね。っていうか進んでください。あなたはこの、超ちよう絶ぜつカッコいい俺を振り回して振ったんですから」

　それくらいのことをしてくれてもいいはずだ。

「はは、そうだね。君がそこまで言うなら、前に進んでみようかなあ」

　ビルの入口に着いて、別れ際ぎわ、新美は「ありがとう」と言った。今までで一番、心がこもって聞こえた。

　ほっそりとした背中を見送りながら、この人に失しつ恋れんしたんだなと、唐とう突とつに実感した。

　営業部に戻ると、今まで通り仕事をした。九鬼に声をかけたのは、その日の仕事を終え、佐々木が帰るのを見送った後だ。

「九鬼さん。今日、暇ひまですか。帰りに、二人きりで飲みたいんですけど」

　これまでも何度か、佐々木や他ほかの社員を交えて飲みに行ったことがある。しかし和馬から誘さそったのは初めてだったし、ましてや二人きりでなどと意味深なアプローチをしたこともなかった。

　和馬が誘うと、九鬼は驚いた顔をしていたが、すぐに何か話があると察したのだろう。「いいぞ」と快かい諾だくした。

　九鬼の仕事が終わるのを待って、以前に二人で行ったスペイン料理の店に入った。適当に料理を頼んで、ワインを飲む。しばらく仕事の話や雑談をしていた。切り出して来たのは、九鬼の方だ。

「何かあったか？　話があって呼んだろ」

「急にすみません。……これは、俺の勝手な気持ちなんだけど。新美さんとのことで一応、あなたとはけじめをつけときたいなって思って」

　こちらを見る九鬼の目が、わずかにすがめられる。怖い顔だと思っていたが、今は見つめられるとドキドキした。クソッと内心で悪態をつく。やはりカッコいい。アニキと呼ばれるだけのことはある。

「今日、新美さんに告白した。これが最後だと思って」

　九鬼の顔色は変わらなかった。ただ、テーブルの上に置かれた手にぐっと力が込められるのが見えた。

「そうか。それで？　上手うまくいったのか」

「あっさり振られた」

「え？」

　和馬の言葉に、九鬼は驚おどろいた顔をしていた。「振られたんだよ」と、もう一度言う。

「振られたのか？　何だ、俺はてっきり」

　新美と上手くいって、その報告のために呼ばれたのだと思ったらしい。これには和馬の方が驚いた。

「どうしてそんな風に勘かん違ちがいしたのか、そっちの方が不思議だな。新美さん、俺なんか眼中になかっただろ」

「あいつが本当に眼中にないなら、お前にあんな風にちょっかいを出したりしない。言い寄る男たちにはニコニコ優しげにしてるがな、それだけだ。なのにお前には、最初から手の込んだ嫌がらせをしてた」

「いや、あれは」

　九鬼を諦めさせるためだったのだが、それは和馬の口から言うべきではないだろう。

「俺はそこら辺の雑魚ざこと違うからな。新美さんも別扱あつかいだったんだろ。でも振られた。これは仕方がない」

「えらくあっさりしてるじゃないか。まだ諦めてないのか？」

「最後だって言っただろ。すっぱり終わらせるつもりで告白したんだ」

　同時に、九鬼への気持ちにも区切りをつけようと思った。

「言っておくが、ものすごく辛つらいんだからな。夜は泣く。布ふ団とんの中でメチャクチャ泣く」

「そ、そうか……」

　胸を張って断言すると、複雑な顔をされてしまった。

「そうだ。この俺が、こんなにみっともなくて辛い思いをしてるんだ。あんたもちょっとはしんどいことしろよ、九鬼さん」

　九鬼が、虚きよを衝つかれたように目を見開いた。

「あんたはカッコいいよ。営業部の人たちが慕したうのもわかる。俺もこれからは、あんたをアニキって呼んでもいい」

「いや、呼ばなくていい」

「そろそろ逃にげないで、あの人にもう一度向き直ってみたらどうかって、言ってるんだよ。あんたは男前だけど、新美さんの友達とか言ってウジウジ逃げてるのはカッコ悪いと思う」

　新美と話して、彼の気持ちを知った。九鬼が正面から新美の気持ちに向き合えば、二人は旨く行く気がするのだ。

（余計なお世話だろうけどな）

　それでも自分を失恋させた張本人の二人が、いい年をしていつまでも膠こう着ちやく状じよう態たいを続けているのは、端はたで見ていて楽しいものではない。彼らがくっついてくれれば、まだ和馬も当て馬になった甲か斐いがあるというものだ。

　振ふられた者の勝手な気持ちだが、そうすれば、九鬼に対する思いを振り切って次に進める気がした。

　それに、彼がいつまでも片思いを抱かかえてフラフラしていたら、和馬はまた、自分に都合のいい妄もう想そうをしてしまうかもしれない。そんなみっともないことはしたくなかった。

「勝手なこと言ってるのわかってるけど、すっきりさせたかったから」

　本当は、九鬼に好きだと告白してしまいたかった。だが気持ちがないとわかっていて伝えるのは相手を困らせるだけ、ただの自己満足だ。

「今日は、それを言いに来た。急に呼び出して、ごめん」

　頭を下げる和馬に、九鬼は少し笑った。

「いや。けどそうだな。お前の言う通りだ。俺はカッコ悪かった。ずっと、友達でいれさえすればいいと思ってたんだ。そのくせ完全に諦めきれなくて、あいつに言い寄る男が現れる度たびにハラハラしてた。そういう自分が嫌いやだったよ。そんな時に、お前が出て来たんだ」

　和馬に対する新美の態度が、他の男に対するものと違ちがっている気がした。和馬が空気を読まずに押しまくっていたせいかもしれないが、いつもと違う流れに、内心でやきもきしていたのだという。

「まさかそんな相手と、ああいうことになるとは思わなかったが」

　あの夜のことを言っているのだと気づき、和馬は頰ほおが熱くなった。

「自分で忘れろって言ったくせに、持ち出すなよ」

「……すまん」

　和馬が俯うつむくと、九鬼も気まずそうに視線を外して、ワインをぐびりと飲んだ。しかし、ふっと大きく酒気を吐はくと、再びまっすぐに和馬を見み据すえた。

「そうだな。お前にそこまで言わせたんだから、俺も腹を括くくるか。克之にもう一度、気持ちを伝えてみるよ」

「ああ」

　本当は泣きたかったが、余よ裕ゆうの微笑ほほえみを浮うかべて見せた。こういう時だからこそ、カッコよく決めたい。素す晴ばらしい俺、比類なき漢おとこの中の漢、俺。

　それから失しつ恋れんの痛手を癒いやすため、沢たく山さん食べて飲んだ。九鬼が全部奢おごってくれた。

「ありがとうな」

　別れ際、九鬼が和馬の頭をくしゃりとかき混ぜて、そう言った。

「お前はいい男だよ」

　嬉うれしいはずの言葉が、今は辛い。

　たとえ和馬がどんなにいい男でも、この先、仕事で認められたとしても、九鬼が自分を好きになることはない。

　九鬼が愛しているのは新美だった。

「当然だろ」

　それでも和馬は、何でもない振ふりをして笑った。

　その夜、布団の中でやっぱり泣いてしまったが、失恋の涙なみだを流したのは、それが最後だった。










　夏になると、仕事は更さらに忙いそがしくなった。『ＡＪＥ２』以外にも、年間を通して国内外を問わず様々な催さい事じに参加している。特に夏と冬では、世界最大級のオタク向けイベントがあり、『ＡＪＥ２』ほどではないにせよ、準備に忙しくなるのだ。

　今季も八月に大型ガレージキットイベントと、同人誌即そく売ばい会かいの二つが立て続けにあり、『アルキテック』もいわゆる「版権物」と呼ばれる、キャラクター商品を販はん売ばいすることになっている。

　和馬や佐々木は『ＡＪＥ２』のメンバーなので関係なかったが、九鬼はそれらのイベントの統とう括かつも並行して行っているため、帰りはいつも遅おそいようだった。開発部も忙しいようで、たまに会う新美が憔しよう悴すいした顔をしているのを、何度か目にした。

　九鬼がその後、新美に告白したのかどうかは聞いていない。

　繁はん忙ぼう期に入って余計な話をできる雰ふん囲い気きではなかったからだ。毎週、二人が顔を合わせるのを和馬も見ていたが、特に変わった様子もない。だから恐おそらく、まだ何も話をしていないのだろうと思っていた。

　八月が終わり、まだ残暑の厳しい九月、忙しさのピークを少し抜ぬけた頃ころ、九鬼と新美の二人が、香ホン港コンに出張へ行くと聞いた。

「香港かあ。いいなあ」

　出張で週の半分を留守にする、と言った九鬼に、羨うらやましそうな声を上げたのは佐々木だ。

「観光なら良かったんですがね。多分、取引会社とホテル以外、どこにも行く暇ひまはないんじゃないかな。多分、新美も同じですよ」

　九鬼が苦笑いしながら、ぼやくように言った。他ほかにも同行者はいるが、新美と二人、同じホテルに寝ね泊とまりするのだ。もしかしたら、そこで告白するつもりなのかもしれない。そんなことをぼんやりと考えていた。しかしその予想がピント外れだったことを、和馬はその日のうちに知ることになる。

　その日、仕事を終えて会社を出ると、後ろから九鬼に呼び止められた。いつもは和馬よりもずっと遅い時間に帰るのだが、今日は珍めずらしく早く帰れるようだ。二人は並んで駅までの道を歩いた。

「出張に行く前に、お前に言わなきゃならないと思ってた」

「新美さんとのこと？」

　やはり告白するつもりなのだなと思った。

「ああ。実はもう、克之と付き合ってる」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になった気がした。何を言われたのか、理解できない。　>>>♥

「お前に発破をかけられた後、すぐに告白したんだ」

　呆ぼう然ぜんと聞き返すと、九鬼はばつが悪そうな、照れたような顔をしていた。「付き合ってる」という言葉が、そこでようやく和馬の脳にまで届く。

　二人は既すでに付き合っていた。それも、二カ月以上前から。

　ひどいニュースを聞いている気がする。親しい人に、ぽんと池へ突つき落とされたような、信じられない気持ちだった。

（いや、背中を押したのは俺じゃないか）

　なのに、付き合っていることを教えてもらえなかった。二人が恋こい人びとになったことが悲しいのか、自分が蚊帳かやの外に置かれたことがショックなのか、わからない。頭の奥が痺しびれたようになって、考えがまとまらなかった。

「和馬……すまない」

　いつの間にか、足を止めて立ち尽つくしていた。そんな和馬を、九鬼が不安と罪悪感のない混ぜになった目で見下ろしている。そこでようやく、我に返った。

「どうして謝るんだ。黙だまってたのはムカつくけどさ。おめでとう……とか言わないからな。何だよ。どうせ振られると思ってたのに」

　慌あわてて捲まくし立て、わざと憎にくまれ口を叩たたいた。だがやはり不自然だったらしく、九鬼に悲しげな顔をされてしまった。

「俺もそう思ってた。振られる覚かく悟ごだったんだ。今度こそ本当に諦あきらめて、友達に戻もどるつもりで」

　しかし、新美から返って来たのは予想外の返事だった。

『付き合ってみようか』

　新美はそうして、素す直なおに真情を吐と露ろした。

　九鬼が思っている以上に、九鬼の存在を大切に思っていること。だがそれが、九鬼と同じ種類の気持ちかどうかわからないこと。失いたくないから、九鬼の思いを無視し続けていたのだという、それらの感情は以前、和馬に打ち明けたものと同じだった。

　きちんと身体からだを繫つなげられるのかどうかは、まだわからない。それでも、少しずつ九鬼に近づいて行きたいのだと、新美は言った。

「あいつが俺のことをそんな風に考えてたなんて、全く気づかなかった」

　そう呟つぶやく九鬼の表情の端はしには、喜びが垣かい間ま見みえた。それはそうだろう。相手のつれない態度が、実は自分との関係を大切にするが故ゆえだと知らされたのだ。

　鳩尾みぞおちをぐっと押さえこまれるような苦しさを感じて、和馬は思わず手で腹を押さえた。

　これは喜ばしいことのはずだ。後押しをしたのは自分自身で、思おも惑わく通りに事が運んだのに。

　それで九鬼への気持ちにけじめを付けたつもりだったのに、素直に祝福できない自分が嫌いやだった。

「すまない。黙っていたわけじゃないんだが、改まってお前と話す機会がなかなか見つからなくて。いや、これも言い訳だな。ずっと言わずにいて悪かった」

「いいさ。ただ二人とも、少しもそんな素そ振ぶりを見せないんだもんな。全然気がつかなくて、驚おどろいたよ」

　わざと軽い口調で文句を言うと、九鬼はまたすまなそうな顔をした。

「まあ、まだ付き合うって言っただけだから。ゆっくり進むつもりで、何もしてない」

「え、何もって。エッチも？　もう二カ月だぞ」

「仕方がないだろう。お互たがいに仕事が忙しくて、ろくに会う暇もなかったんだ。キスするのがせいぜいだ。中学生みたいだな」

　二人が寄り添そってキスをする姿が目に浮うかびかけて、和馬は慌ててその想像を振ふり払はらった。

「それで？　出張で勝負する気なんで、その前に俺に言って来たわけか」

　からかう口調で言うと、図星を指されたらしい九鬼が、微かすかに顔を赤らめた。

「顔、赤いぞ」

「うるせえよ」

　ニヤニヤ笑ってみせると、怒おこったような顔をして九鬼が手を伸のばしてくる。いつものように髪かみを搔かき回されるのだと、笑いながら身を竦すくめた。

　しかし、男の手は和馬の頭に触ふれるか触れないかのところで、ぴたりと止まる。それから何かに気づいた顔をして、一瞬、自分の手を見つめた。

「九鬼さん？」

　ぎゅっと自分の手を握にぎり込んだ九鬼は、どこか呆然としていた。和馬の声を聞いて、再びはっとする。

「大だい丈じよう夫ぶか？　あんた、仕事で疲つかれてるんじゃないのか」

「あ、いや平気だ。克之が手に入ったってのが、未いまだに信じられなくてな」

「惚のろ気けかよ」

　真顔で言うから呆あきれた。十五年も片思いをこじらせた果ての成じよう就じゆだから、浮かれるのはわかるが、ぬけぬけと惚気られると悲しいを通り越こして腹が立つ。

「本当にムカつくな。香港から帰ったら、何かメシを奢おごってくれよ。高いやつ」

　和馬は、社食で一番高いスペシャル定食を思い描えがいていたのだが、九鬼は「焼き肉でも行くか」と笑って言ったので、否定しないでおいた。

　駅までの道を並んで歩いた。同じ電車に乗って途と中ちゆうまで一いつ緒しよに帰ったが、別れ際ぎわ、わけもなく泣きたくなった。

　あの力強い腕うでで、それでも優やさしく労いたわるように、新美を抱だくのだろう。成り行きで抱いた和馬にさえ、彼は優しかった。

　和馬は生まれてこの方、誰だれかになりたいと思ったことはなかったが、今はほんの少しだけ、新美になりたいと思った。










　九月が終わっても、相変わらず夏の気候は続いていた。上半期が終わり、下半期に移ると、『ＡＪＥ２』のプロジェクトも折り返し地点に差しかかった。

　特設サイトができて、新商品のラインナップも決定した。イベント直前に雑誌やテレビなどへの露ろ出しゆつをかけるため、マスコミへの打だ診しんも行うようになる。

　出張から帰って来た二人は、職場ではやはり、何ら変わった様子を見せなかった。関係が進んだのか進んでいないのか、表面からは窺うかがえない。

　和馬も、わざわざ尋たずねるようなことはしなかった。気にならないと言ったら噓うそになるが、もう自分には関係のないことだ。くちばしを挟はさんでいいものではない。

　それでも恐おそらく、旨うまく行ったのだろう。彼らの間に漂ただよう空気が、以前よりも柔やわらかくなっているように感じる。お互いに対する遠えん慮りよのようなものが、今は取り払われていた。

　ようやく、落ち着くべきところに落ち着いたのだ。安あん堵どする一方で、和馬自身はまだ、終わった恋こいから立ち直れずにいる。

　新しい出会いを探そうと考え、以前のように遊びに出かけたこともあったが、結局気分が乗らず、早々に帰った。今は、会社で仕事をしている方が落ち着く。

　無理に忘れようとせず、自然に気持ちが癒いえるのを待とう。そんな風に失しつ恋れんの傷と折り合いをつけていた矢先、小さな異変が起こった。

　香港の出張から一ひと月つきほど経たってからだろうか。和馬は、九鬼の様子がおかしいことに気づいた。

　最初は「あれ？」と思う程度だった。どこか、九鬼が沈しずんでいるように見えたのだ。

　新美といる時は普ふ通つうだし、むしろ以前よりも屈くつ託たくがない気がするのに、普ふ段だんの和馬との仕事では、ふと何かの拍ひよう子しに暗い表情をすることがある。

　元々、表情が豊かというタイプではない。だが九鬼は、仕事ではいつも態度が変わらず安定しており、忙いそがしくて疲れているのだろうなという状じよう況きようでも、それを表に出すことはなかった。

　そんな九鬼だけに、時折ちらりと垣間見える沈んだ表情がとても気になる。

「九鬼さん、最近様子が変じゃないですか」

　数日経っても一向に上じよう昇しようする気配はなく、心配になってある日、隣となりにいる佐々木にそっと訊たずねてみた。

「そうかな。どんな風に？」

　佐々木は特に、おかしいと思っていなかったようだ。どことなく元気がなさそうだと言うと、少し考えるように首を捻ひねった。

「僕は気づかなかったけど。夏休みも返上でずっと働いてるし、さすがに疲れてるんじゃないかな」

　疲ひ労ろうとは少し違ちがっている気がしたが、他ほかの社員たちも九鬼の変化に気づいている様子はなかった。それ以上、上司がおかしいと触れて回ることもできない。

　それでも気になって、和馬はある日、本社に来た新美に尋ねてみた。

「九鬼さんとは、最近どうですか」

　新美と二人きりになった時、そっと聞いてみたのだが、「どうって、何が？」と聞き返されて困った。

「いや別に、二人の仲を詮せん索さくする気はないんですけど。最近何だか、九鬼さんが元気がないみたいだから……どうしたのかなって」

　しどろもどろに言う和馬を、新美は少しの間、きょとんとした顔で見つめていた。だがやがて、状況を理解した様子で「ああ、そういうこと」と微笑ほほえむ。

「千秋とは、前にも増して仲良しだよ」

「そ……そうですか」

　新美に惚気られるとは思わなかった。二人の関係はこちらの想像以上に良好らしい。やはり自分の気のせいなのかもしれない。

「変なこと聞いてすみません」

　新美は気にするなと言うように、黙だまって首を振った。それきり会話が途と切ぎれてしまい、二人の間にしばらく沈ちん黙もくが落ちた。

「そういえば、もうすぐ新美さんの誕生日ですよね」

　話題を探して、ふと思い出す。以前、相あい性しよう占うらないをしたくて、新美から聞き出したことがあったのだ。スリーサイズは何度聞いても「それを知って、どうするの？」と、はぐらかされたが、誕生日と血液型は教えてもらった。

「そうだねえ。この年になるともう、嬉うれしくもないけど」

　だが恐らく、九鬼と二人で過ごすのだろう。何しろ、恋こい人びとになって初めてのイベントだ。

　和馬はそれ以降、九鬼を気にするのはやめた。そう思っても気になるのだが、新美とは順調なのだから、心配することはない。何かあっても、恋人と解決するだろう。

　九鬼のことは忘れるように努めて、和馬はそれからバリバリ働いた。

　翌週の金曜日が、新美の誕生日だった。その日は一日、販はん売ばい部での仕事があって、九鬼と顔を合わせずに済んだ。

　我ながらいつまでも女め々めしいが、デートに向かう九鬼の姿など、やはり見たくはない。

　折せつ角かくの週末だというのに、何も予定のない自分も悔くやしくて、定時を過ぎても自棄やけのように仕事をしていた。

　夜の八時を回る頃ころになると、もう販売部ではやることがなくなってしまい、仕方なく営業部に向かう。金曜日の夜は、社内で残業をする人たちもまばらだ。

　営業部もみんな帰っただろうと思っていたのに、フロアに入るとまだ、煌こう々こうと明かりが点ついていた。静まり返った部屋の奥にぽつりと、九鬼が一人で仕事をしているのを見つけて、更さらに驚おどろく。新美に会いに、もうとっくに帰ったと思っていたのに、何をしているのだろう。

「なんだ、お前もまだ帰ってなかったのか？」

　戸口で呆ぼう然ぜんと佇たたずむ和馬に、九鬼が気づいた。

「九鬼さんこそ」

「俺はもう終わる。お前は、まだ仕事して行くのか？」

「いや……」

　思わず口ごもった。和馬に急ぎの仕事がないことを、上司である九鬼はよく知っている。無む駄だな残業はするなとも言われているので、意味もなく残るとは言いづらかった。

「それなら、飯でも食いに行くか」

　さらりと誘さそわれて焦あせった。今夜、新美と過ごすのではないのか。

「九鬼さん、予定があるんじゃないの」

「予定？　特にないが」

「でも今日は、新美さんの誕生日だろ」

　もしや忘れているのか。恐る恐る言ってみる。

「ああ。そう言えば、そうだったな」

　素っ気ない返事に、和馬は思わず目をむいた。

「そう言えばって、あんたなあ。恋人の誕生日だろ。ちゃんとしろよ」

　新美も、自分の誕生日を気にしていない様子だった。二人ともいい大人だし、イベントを気にしないカップルもいるが、付き合って初めての誕生日くらい、二人で祝えばいいのにと思ってしまう。

　だがしかし、次に九鬼の口から漏もれた言葉は、それよりも更に信じ難がたかった。

「あいつとは別れたんだよ」

「……え？」

　あまりに普通に言われたので、耳を疑った。二人とも仲が良さそうにしていて、とてもそんな素そ振ぶりは見せなかったのに。

「別れたって……。出張で、上手くできなかったのか？　でもお互たがいに、少しずつ進むつもりだったんだろ」

　セックスができなかった。だから別れたのだと思った。だが、九鬼は「それ以前の問題だ」と苦い口調で言った。

「俺の問題だ。他に好きな相手ができた」

「……噓だろ」

　思わず呟つぶやいていた。呆然とする和馬に、九鬼は薄うすく笑う。その顔に苦く悩のうの色が見えた。

「だったら良かったんだけどな。克之に告白して、付き合ってみようと言われた時は、夢かと思ったんだ。まさか受け入れてくれるとは思わなかったからな。嬉しかった。嬉しいはずだったんだ」

　浮うかれながら、一方で途と方ほうに暮れていた。

　長い間ずっと、新美に焦こがれていた。彼の側そばに立つだけで劣れつ情じようを催もよおしたことも、かつてはあった。なのにいざ、新美を手に入れてみると、何をすればいいのかわからなくなったのだ。

　一いつ緒しよに出かけて、キスをして、ゆっくりと身体からだを繫つなげる。手順は思い浮かぶのに、欲よつ求きゆうを覚えない。だがそれも、長らく片思いを患わずらい続けて来たからだと思った。

「そうじゃなくて、別の男に惹ひかれてるってことを、認めたくなかったんだろうな。そいつへの気持ちを自覚した時、いっそ気づかなければ良かったと思った。或あるいはもっと早く気づけば良かったんだ。そうすれば、克之やお前を不用意に傷つけることもなかったのに。ひどい話だよな。自分で自分が嫌いやになった」

　新美と恋人になった途と端たん、別の男への気持ちを自覚した。確かに、ひどい話だ。和馬だってショックだった。

　長年、片思いをし続けていた新美と上手うまく行ったと思ったからこそ、和馬もどうにか九鬼への気持ちに区切りをつけてきたのだ。なのに今さら、別の男が好きになっただなんて。あんまりだ。

　しかし、深い自己嫌けん悪おに陥おちいっている九鬼を見ると、責める気持ちも折れてしまう。

「何度も気のせいだって言い聞かせてた。以前は本当に、克之が好きだったんだ。それは噓うそじゃない。なのに、気づくとそいつの事ばかり考えてる。今まで、克之を忘れようとして別の男と付き合ったことはあるが、別の男の事を考えて克之を忘れたことなんてなかった」

　その男と会う度たびに身体の底から湧わき出る何かを、九鬼は無意識のうちに忘れようとしていた。彼を可愛かわいいと思うのは、弟を思うような気持ちなのだと、自分に言い訳していた。

「可愛いタイプなのか……」

　あの新美を忘れて好きになったという男が、どんな奴やつなのか気になって仕方がなかった。

　だから、可愛いと聞いて思わず呟いてしまったのだが、九鬼はそこで気まずそうに顔を赤らめた。

「いや、可愛いってのは言葉の綾あやだ。俺は可愛いと思うんだが、一いつ般ぱん的に言えば可愛いわけではない」

「どっちだよ」

「分類するなら美男子だな。顔は、顔だけはいい。アホなのかすごいのか未いまだによくわからん。奇き行こうが目立つし、最初は頭がどうかしてるんだと思ってた」

「それは、好きな男の話だよな？」

　何だかすごく貶けなしている気がする。

「ああ。正直言って、最初は苦手だった。カッコばかりつけた中身のない奴だと思ってたんだ。挙動も不ふ審しんだし」

「仮にも惚ほれた相手に酷ひどいな」

「う……悪い。だが誤解してたんだ。一緒にいて気づいた。仕事に対しても一いつ生しよう懸けん命めいだし、努力もしてる。色々悩なやんで、それでも前向きに頑がん張ばってるんだなと思ったら、たまらなくなった」

　新美と付き合い始めた後、ふとした拍ひよう子しにその男を抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられ、愕がく然ぜんとした。

「自分の気持ちに気づいたら、もう誤ご魔ま化かせなかったんだ」

　他ほかの男を思いながら付き合うなど、何より新美に対する侮ぶ辱じよくだと思った。出張中、本心を打ち明け、関係を解消してほしいと謝った。

「新美さんは、何て？」

「俺が自覚する前から、俺の気持ちに気づいていたと言われた。なのにいきなり、これが最後だって告白してきて、しかも振ふられる気満々だったから、ムカついて告白を受けたんだと」

　いつ間ま違ちがいだったと言ってくるか、待っていたという。

『やっぱり僕は、相手が千秋でもセックスは無理みたいだ』

　友達に戻もどろうと、新美は言った。

「それで、香港でフルコースを奢おごって土産みやげも買わされて、友達に戻った」

　新美の言葉が真実なのか、それとも九鬼に負い目を感じさせないための方便だったのかは、新美にしかわからない。

　しかしそう言って九鬼との友情を続けてくれる新美に、心から感謝した。

「それでも、克之を傷つけたと思う。あいつが許してくれたからと言って、俺のしたことがなくなったわけじゃない。お前にも、迷めい惑わくをかけた」

　すまなかった、と頭を下げられて慌あわてた。

「今は、俺のことはいいよ。いや、良くないし、すごくムカついてるけど」

　何より、九鬼がまた別の男を好きになったと聞いて、悲しかった。未練がましいと思うが、二度振られた気分だ。

「でも、好きになっちゃうのは仕方ないだろ」

　和馬だって、新美から九鬼へ心変わりしてしまった。そういう意味では同じなのだ。だから、九鬼を責められない。だが九鬼は、仕方がないとは思えないのだろう。ずっと自分を責めていたのだと思うと、気の毒になる。

「俺だって、最初は新美さんが好きだったけど、別の人を好きになっちゃったしな」

　どうにか九鬼を慰なぐさめたくて、口にした。だが九鬼は俯うつむけていた顔を上げて、まじまじと和馬を見た。

「別の人……男、か？」

　愕然とした様子に、和馬は戸と惑まどう。そんなに驚きよう愕がくされるとは思わなかった。

「あ、ああ」

「うちの社員か。もう付き合ってるのか」

　矢や継つぎ早に尋たずねて来る。まさかあんただよとは言えず、ごにょごにょと濁にごした。

「片思いだけど。その人、別に好きな男がいるって言うし。俺のことはいいだろ。それよりあんただよ」

「俺は、言えない。今さらどの面つら下げてって話だし、そいつにも片思いの相手がいるらしいから。俺はもういいんだ。お前の話をしよう。その男、どこのどいつだ」

　ついさっきまで落ち込んでいたのに、今はやけに前のめりだ。

「どこって。いや無理だって。その人は俺の事なんか、何とも思っちゃいないよ。前に付き合ってた人だって、すごい美人だったんだ」

「お前も十分に美形だぞ。お前がちゃんと告白すれば、案外いけるんじゃないか」

　その言葉にはさすがにカチンときた。

「簡単に言うなよな。じゃあ聞くけど、俺があんたのこと好きだって言ったら？　付き合ってくれるのかよ。無理だろ」

　九鬼が一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまるのを見て、ほらな、と心の中でやさぐれる。九鬼は少し考えてから、ボソボソと歯切れの悪い声で喋しやべった。

「……付き合えるよ。決まってるだろ。お前にそんなこと言われたら、嬉うれしいよ。惚れてんだから。でも、お前は無理だろ」

「ふん、ほらみろ。くそっ、ちょっと期待したじゃないか……って、えっ？」

「えっ？」

　そこで二人は、はたと見つめ合った。さらっと重大なことを言って、聞いた気がする。

「九鬼さん、今何て言った？」

　幻げん聴ちようか。妄もう想そうなのか。恐おそる恐る聞いてみる。途端、九鬼は口を押さえて俯いた。

「……お前が好きだって、言ったんだ」

「噓だろ」

「本当だ」

「じゃあさっき言ってた、奇行の目立つ美男子って……」

「お前のことだ」

　呆ぼう然ぜんとしていると、九鬼は顔を赤くして「すまん」と謝った。

「克之とお前にしたことを考えたら、とても告白なんてできないと思ったんだ。お前はまだ、克之のことが好きだと思ってたし。……でも、違ちがうのか？」

　今度は和馬が顔を赤らめる番だった。キレてぶちまけてしまった。言う気はなかったのに。

「ああ、そうだよ。あんたに抱だかれて意識するようになってさ。最初は自分でも、信じられなかった。新美さんが好きなのにって、しばらく認められなかった。でももう誤魔化せなくて、新美さんにはバレてたよ」

「そうなのか……」

　言ったきり、九鬼は黙だまり込んでしまった。

「何とか言えよ」

「いやちょっと……予想外の展開だったんでな。克之以外に好きな男ができたって言われて、ショックを受けたばかりだったから」

「それは、俺だって……」

　まさかお互たがいに、相手のことを思っているなんて、想像もしていなかった。それぞれに好きな相手がいると聞いて、ぐるぐる堂どう々どう巡めぐりの話をしていたのか。

　二人はしばらく、言葉もなく黙り込んでいた。静まり返った室内で、パソコンのモーター音だけがやけに大きく聞こえる。

　その静けさに堪たえかねたのか、九鬼はコホン、とわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「その、俺の家に来ないか。ゆっくり話がしたいんだが」

「あ、ああ」

　それからは二人とも無言のまま、バタバタと帰り支じ度たくをして会社を出た。

　駅へ続く大通りへ出ると、九鬼は迷わずタクシーを拾った。まだ電車のある時間だったが、早く部屋に帰りたいという、もどかしい気持ちは和馬も同じだった。

　それから九鬼のマンションに着くまで、やはりどちらも黙ったままだった。

　ただ、後部座席に座って何気なくシートに置いた和馬の手に、九鬼の指先が触ふれ、すぐにぱっと離はなれた。それから再び触れてきて、今度はしっかりと握にぎられる。

「……っ」

　それだけで、思わず息を止めてしまうほどドキドキした。マンションの前でタクシーを降りてから、どちらも目を合わせず俯いたままだったが、部屋の中に入ってドアを閉めた途と端たん、九鬼が豹ひよう変へんした。

　促うながされて先に玄げん関かんを上がっていた和馬は、後ろから強く腕うでを引かれ、顎あごを取られて声を上げる間もなくキスをされた。

「ん……っ」

　九鬼とキスをしている。会社で彼が告げた「好きだ」という告白が蘇よみがえって、ようやく状じよう況きようを実感した。

「九鬼さん、九鬼さん……っ。俺もう、諦あきらめてたのに」

　嬉しくて泣きそうだった。目を潤うるませる和馬に、九鬼も極きわまったように抱きしめる腕の力を強めた。

「俺もだ。すまない。もっと早く自分の気持ちに気づいていれば、お前に辛つらい思いをさせなかったのに」

　切なげな声を聞いて、きゅうっと胸の奥に甘い痛みが走った。

「謝らないでくれよ。俺、今はこんなに嬉しいのに」

「和馬……」

　九鬼の眉まゆが苦しげにひそめられ、貪むさぼるように口づけられた。唇くちびるを食はまれ、絡からめられる舌に和馬も応こたえる。

　それからキスを中断して寝しん室しつまで行くのに、ずいぶんと時間がかかった。早く進みたいのに、同じくらい離れたくなくてもどかしい。

　初めて入る九鬼の寝室は、他ほかの部屋と同じくらい綺き麗れいに整せい頓とんされていた。ベッド脇わきのライトだけを点つけて、和馬はダブルサイズのベッド脇に立たされる。

　飽あくことなく口づけが繰くり返される中、九鬼の手が和馬の胸むな元もとに伸のび、シャツ越ごしにまさぐられた。両方の突とつ起きを探さぐり出すと、ぎゅっと指で捻ひねられる。

「ふ……っ」

　ゾクゾクと快感が走った。悶もだえると、男が目をすがめて獰どう猛もうに笑った。ネクタイが軽く緩ゆるめられ、シャツを開かれる。九鬼は身を屈かがめ、露あらわになった乳ち首くびを口に含ふくんだ。

「あ、あぁ……」

　片方を強く吸われ、もう片方を指でコリコリと捏こねられる。下半身が重くなった。

「ここ弄いじられんの好きだよな」

　意地悪く言って、なおも胸を責められる。

「九鬼さん、あんまりされると……っ」

　それだけで達してしまいそうだった。男はにやりと笑い、更さらに身を屈める。和馬の前で膝ひざを折り、靴くつ下しただけを残して下着ごとズボンを引きずり下ろした。上はまだシャツを羽織っている。ネクタイもまだ残ったまま、再び乳首を愛あい撫ぶされた。

「どうして……そこばっか」

　執しつ拗ように舐なめられ、乳首がぷっくりと赤く尖とがっている。じんわりと痺しびれたところから、また新たな疼うずきが湧わいて、悶えるほどの快感を生んでいた。

「初めて抱いた時より、感度が良くなってるな。先にこっちだけでイッてみるか？」

「な……あ、あっ」

　冗じよう談だんだと思っていたのに、九鬼は愛撫を止めることなく繰り返す。両方の乳首を交こう互ごに舐められ、刺し激げきに慣れる暇ひまを与あたえられない。一度も触れられないままのペニスが、足の間で切なく揺ゆれては、フローリングの床ゆかに先走りをこぼしていた。

「やだ、出る……俺、も……出ちゃうよ」

「いいぜ。そのまま出せよ」

「……床が、汚よごれる……」

　人様の部屋に精液をこぼすのは、恥はずかしい。離してくれと懇こん願がんしたが、聞き入れられなかった。

「後で掃そう除じすればいいだろ。細かいことは気にすんな。今は気持ち良くなることだけ、考えな」

　言うなり、歯で軽く乳首を嚙かまれた。

「あっ、あっ」

　強い刺激に堪え切れず、和馬は声を上げて精を噴ふき上げた。射精の余よ韻いんに喘あえぐ唇を、九鬼がキスで塞ふさぐ。

「いっぱい出したな」

　笑いを含んだ声で言われ、途端に恥ずかしくなる。恥ずかしいのに気持ち良くて、わけがわからない。こっちは散々喘いだのに、九鬼が余よ裕ゆうぶっているのもムカついた。

「俺のことＭとか言ってたけど、あんたはＳだよな。ドＳだ」

　潤んだ目で睨にらむと、楽しそうに微笑ほほえまれた。肩かたを抱かれて、そのまま後ろのベッドへと横たえられる。九鬼はその上に覆おおいかぶさるようにしてキスをすると、和馬をぎゅっと胸に抱だきしめた。

「そうだな。今までそんなケはなかったんだが、弄られてる時のお前の反応が可愛かわいくてなあ。ついやり過ぎるのかもしれん」

「可愛いって……」

　恋こい人びとから、可愛いなどと言われたことはなかった。九鬼の胸に顔を埋うずめながら、嬉うれしいような面おも映はゆい気分に浸ひたっていると、頭の上で「おかしいよな」という声がした。

「お前が可愛く見えるなんざ、俺も最初は、自分の頭がおかしくなったと思ったよ」

「ひ、ひど……」

　俺はやっぱり可愛くなかったのか。持ち上げておいて落とすなんてひどい。思わず泣きそうになった。すん、と鼻を鳴らすと、「えっ」と慌あわてた声がして九鬼が覗のぞき込んで来た。

「何でそんな泣きそうな顔してるんだ。おい、今のはただの冗談だぞ」

「でも、さっきも言ってたよな。一いつ般ぱん的に言うと可愛くないって」

　もしや九鬼は、可愛いタイプの男が好きなのだろうか。そう思うと、不安はどんどん膨ぼう張ちようする。

「美男子だって言ったんだ。でも俺には可愛く見える」

「本当に、俺でいいのか？」

「どういうことだ」

「だって俺、あんたの好みじゃないかもしれない。新美さんと似ても似つかないし」

　九鬼に幻げん滅めつされるのが怖こわい。周囲にはナルシストだとか自信過か剰じようだとか言われていたのに、今は全く自信が持てなかった。

「お前は……まったく」

　呆あきれた声がして、ぐりぐりと、乱暴に髪かみをかき混ぜられた。ちょっと痛い。顔を上げると、九鬼は困ったような、それでいて愛いとおしそうな表情をしていた。

「克之は美人だよ。それはもう大した美形だ。おまけに俺は、十五年もしつこく片思いしてた。本当に好きだったんだ。けどそれよりもっと、お前が好きになっちまったんだよ。今の俺の目には、克之よりお前の方が綺麗で色っぽくて可愛く見える。どうだ、恐おそろしいだろう」

　冗談めいた口調で言う。けれど目は真しん剣けんだった。嬉しい。今度は悲しみではなく悦よろこびで、目が潤んでしまう。

「それは、あんたの頭がおかしい」

　憎にくまれ口で誤ご魔ま化かそうとしたが、九鬼は笑って、涙なみだの滲にじむ目め尻じりに優やさしく口づけた。

「そうだよ。お前のせいでおかしくなったんだ。責任取れよ」

「な……んっ」

　キスと共に、九鬼が体重をかけて身体からだを密着させてくる。剝むき出しになった和馬の性器に、布に包まれた熱い固まりがゴリゴリと押しつけられた。

「あ、や……」

　九鬼のスーツが汚れてしまう。離はなれようとしたが、足を絡められて自由に動けなかった。

「お前は慣れてないから、ゆっくり抱こうと思ってたのに。可愛いことばっか言うから、余裕がなくなっちまったじゃねえか」

　その目に獰猛な色が蘇るのを見て、和馬も放ったばかりの中心が重く痺れるのを感じた。ずっとそのままだったシャツを脱ぬごうとしたが、九鬼に止められた。

「そのままでいいだろ」

　そう言いながら、自分はシャツを脱いでズボンの前をくつろげている。和馬の方はネクタイも首にかかったままで、足には靴下も残っていた。

「なんか変態っぽい」

　呟つぶやくと、男は楽しげに笑った。

「リーマンぽくていいじゃねえか。本当言うと、お前をゲイバーまで追いかけて行った時、あのまま犯おかしてやりたいって思ってた」

　九鬼のことばかり考える自分に焦あせって、遊び仲間を呼びだした時だ。あの時されたことを思い出し、顔が熱くなった。和馬の反応に気づいたのか、九鬼の声もわずかに低くなる。

「今考えるとあの時、俺は嫉しつ妬としてたんだよな」

「嫉妬？」

「お前、別の男とヤろうとしてただろ。仕事とは関係なく、無む性しように苛いらついたんだ。だから、罰ばつゲームだなんて言って手を出した」

「……ぅん」

　口に二本の指の先を含まされ「舐めて」と言われた。舌を絡からめると、内側の粘ねん膜まくを嬲なぶるように指が蠢うごめく。

「ん、んっ」

　ヌクヌクと性的な行こう為いを喚かん起きさせる動きで、指が出し入れされる。もう片方の手が、再び胸の突起をつまむ。先ほどの愛撫を思い出し、触ふれられていない乳ち首くびもたちまちしこりを帯びた。

　指が十分に濡ぬらされると、九鬼はそれを和馬の後ろの窄すぼまりにあてがった。固く閉じたそこをほぐすように、ゆっくりと侵しん入にゆうしてくる。久しぶりの感覚に、和馬は思わず甘い吐と息いきを漏もらした。

「あの時も、後ろを触さわったら感じてたな。色っぽくてたまらなかったよ。あの場でお前の小さいケツに俺のをぶち込んで、泣かせてやりたかった」

「や、あ……ああっ」

　九鬼の声が微かすかに上ずっている。陰いん囊のうの裏側をグリグリと突つかれ、我が慢まんできず声を上げた。

「も……俺ばっか、嫌いやだ」

　一方的に快感を引きだされるのが切ない。請こうような眼まな差ざしを向けると、九鬼の目が優しく和なごんだ。

「いいか？」

　無言のまま頷うなずくと、指が引き抜ぬかれた。足を開かされ、膝ひざの裏を抱かかえると、間に九鬼の身体が入って来る。

「可愛いな、和馬。すぐイッちまいそうだ」

　柔やわらかくほぐされ、期待にひくつくそこに、男の欲よく望ぼうがゆっくりと埋め込まれた。

「あ、あっ」

　太い陰いん茎けいが襞ひだを擦こすり上げる。満たされる悦びに泣きたくなって、九鬼の首に縋すがりついた。

「和馬……」

　耳元で囁ささやく息が熱かった。極きわまって、気づくと名前を呼んでいた。

「ぅあ……千秋さん……」

　途と端たん、九鬼が驚おどろいたように身を引いたので、失敗したと思った。

「千秋さん、って、駄だ目めか？」

　自分も、名前で呼んでみたかったのだ。新美と名前で呼び合うのを、羨うらやましく思っていた。

「お前……くそっ」

　九鬼が怒おこった顔で悪態をつくのと同時に、中にある雄おすが大きく膨ふくらんだ。苦しそうに眉まゆをひそめた顔が下りてきて、和馬の首筋に埋められる。九鬼はそのまま、ぎゅっと和馬を抱き込むと、深く腰こしを打ち付けた。　>>>♥

「……っ」

　低い呻うめきと共に身体がわずかに震ふるえ、男が射精したことに気づいた。

「あーくそっ。みっともねえ。イッちまったじゃねえか」

　耳元で、悔くやしそうな唸うなり声がする。もぞりと和馬の首筋から顔を上げた九鬼は、ほんのすこし顔が赤かった。

「……何で」

「何でじゃねえよ。可愛かわいい顔しやがって。ほら、もう一回呼べよ」

「ち、千秋、さん？」

「いいな、それ。これから、二人の時は名前で呼ぼうな」

　笑え顔がおで言われて、胸がきゅっと甘く疼うずいた。

「うん……」

「そういうわけで、仕切り直しだ」

「は、え？」

　九鬼は身を起こすと、繫つながったまま和馬の足を抱え上げた。さっきより深い場所まで、九鬼の物が届く。

「あ、深……」

　いきなり腰を揺ゆすられて、和馬は小さく声を上げた。九鬼の雄はまだ固いままだった。

　わずかに動くだけで、中でたっぷりと出された精液が零こぼれてくる。腰が動く度たび、結合部分がクチュクチュといやらしい水音を立てた。

　和馬の中心もまた、大きく反り返っている。穿うがたれる度にぶるりと震えるのを、九鬼はじっと見つめたまま、触れてはくれなかった。

「な、あ……こっちも、触って……」

　まだ一度も、弄いじってもらっていない。とうとう我慢できなくなって、和馬は自ら膝の裏を抱え、熟うれたペニスを差し出した。

「ふ……」

　こちらを見おろす目が、笑いの形に歪ゆがんだ。無言のまま顔が近づいて来て、長いキスをされた。

「たまんねえ」

　やがて顔を上げた九鬼は、呟いてにやりと笑った。

「なあ、もう一回じゃ終わりそうもないぞ。今日が金曜で良かったな」

「や、あ、あっ」

　大きな手が伸のびて、きつく陰茎を扱しごく。下からも激しく突つき上げられ、強い快感に思わず顎あごを仰のけ反らせた。九鬼がそれを追いかけるようにして、和馬の喉のどに甘く歯を立てる。

「和馬……愛してる」

　男の真しん摯しな呟きを、すぐ間近で聞いた。

「ん……ふっ、俺も……っ」

　愛しているという言葉は、喉が震えて声にならなかった。けれど九鬼はその言葉を読み取ったように、優しく微笑ほほえむ。男の手の中で二度目の精を吐はきながら、和馬は歓かん喜きと絶頂の涙をこぼしていた。










　秋が終わり冬になって、慌あわただしく年を越こすとそこから先は、年度末の『ＡＪＥ２』までまっしぐらだった。

　直前のメンバーは会社に泊とまりこむほど忙いそがしかったが、お蔭かげでイベントは盛せい況きようのうちに終わった。中でも『アルキテック』のブースは最もにぎわって、新商品『漢おとこミルク絞しぼり』会場限定バージョンは即そく時じ完売した。

　マスコミの取材も多数訪おとずれて、当日、手伝いに出た和馬もインタビューされたりした。その一つが地上波の深夜番組で放映されるというので、楽しみにしていたのだが。

「何で俺が映ってないんだ？」

　九鬼のマンションで、リビングのソファで番組を鑑かん賞しようしていた和馬は、自分が１カットも映らないまま放映が終わってしまい、憤いきどおりの声を上げた。

「そりゃあお前、あんなにキョドってたらなあ」

　隣となりで一いつ緒しよに見ていた九鬼は、予想していたように言う。

『ＡＪＥ２』の会場で、和馬も良く知る深夜番組の取材スタッフに声をかけられた。生まれて初めて向けられたテレビカメラを前に多少ギクシャクしながら、タレントの質問に対してもアドリブで上手うまい事を言ったのだが、スタッフから「あ、今のセリフいいですね。もう一回、今度はカメラ目線でお願いしまーす」と言われてテンパッた。

　もう一回って何だよ、台本もないのに素人しろうとに何を要求してるんだよ、と思いながら、ギコギコした顔で同じセリフを言ったら、「んーん、もう一回。もっと自然な感じで！」とカメラを向けられて、もうそれから何をしたのか覚えていない。

　同じようにインタビューを受けた九鬼は、営業部長らしく落ち着いた受け答えをして、それはちゃんと全すべて放映されていた。「イケメン部長ですねー」などとゲストのアイドルタレントがコメントしていたのが、何だか腹立たしい。

　自分が意外と上がり症しようだということを、今いま更さらながら知った。この俺の美び貌ぼうを以もつてすればモデルくらい簡単になれる……などとかつては思っていたが、認にん識しきを改めざるを得ないだろう。

「千秋さんだけ、ずるいよな」

　しかしそれでも悔しくてブツブツ言っていると、横から腕うでが伸びてきてぐしゃぐしゃ髪かみをかき混ぜられた。

「いいんだよ。お前の顔が全国区で映ったら、俺は気が気じゃない。仕事が手に付かなくなるからな」

　恋こい人びとに甘い口調でそう言われると、満まん更ざらでもない。九鬼の心の平安のために、映らないでやったのだ、と思い直すことにした。

　お互たがいの気持ちを知って、二人は付き合うようになった。『ＡＪＥ２』が終わるまでは忙しくて、ろくに外で会うこともできなかったが、週末は毎週のように九鬼のマンションで過ごしている。時にはセックスもなく、ただ喋しやべって、食事をするだけのこともあったのに、九鬼との時間は不思議と楽しく癒いやされた。

　新美には、九鬼と和馬との両方からそれぞれ、付き合うことになったと報告をした。

『当初の思おも惑わく通りになったような、ならないような。まあ、お幸せにね』

　あまり心のこもっていない口調で、表向きは祝福の言葉をもらった。新美のことだ、和馬たちがくっつこうが別れようが、面おも白しろければそれでいいと思っているのだろう。彼ともイベントが終わるまでは毎週、仕事で顔を合わせていたが、今は以前と同じ各週の水曜日、社食で会うだけに戻もどっている。

　和馬は販はん売ばい部の通常業務に戻ったが、次回の『ＡＪＥ２』のメンバーとして、また招集される予定になっていた。九鬼はイベントが終わっても忙しい。ただ、週末には和馬が九鬼の家に行くので、今も距きよ離りが離はなれたとは感じなかった。

　九鬼は上司としても尊敬できる男だったが、恋人になっても面めん倒どう見みが良く、和馬を甘やかしている。関係は順調に続いていた。

　ある一点を除けば。

「なあ、千秋さん。そこの通勤鞄かばんから、イソギンチャクがはみ出してる気がするんだけど、俺の幻げん覚かくかな」

「いや。今度のは、大量生産型だそうだ」

　見てみるか、と言われて激しく首を横に振ふった。だが九鬼は構わず、鞄から触しよく手しゆを持ってくる。

　付き合うようになったと報告してから、新美が自分の試作品を度たび々たび押しつけて来る。各週の定例会で九鬼と顔を合わせるので、その週末には必ず怪あやしい性具を試ためす羽目になるのだ。

　九鬼の方も、以前は他ほかの部の社員を巻き込むなとか言っていたのに、最近はわりと喜んで持って帰って来る。

「何で毎回、もらってくるんだよ」

「お前の反応がいいからだろ。嫌いやか？　お前が嫌だって言うなら、やめるけどな」

　楽しげに言われて、言葉に詰つまった。嫌ではない。だから困っているのだ。

「別に……嫌っていうか。まあちょっとだけなら、付き合ってやってもいいぜ」

　偉えらそうに返すと、九鬼が笑ってキスしてきた。それに応こたえながら、和馬は自分がずぶずぶと深みにはまっていくのを感じていた。
















俺と部長とパンケーキ













　麗うららかな春の休日、朝から部屋の掃そう除じをしていたら、古い写真が出て来た。

「懐なつかしいな」

　九く鬼き千ち秋あきは掃除の手を止め、しばし写真に見入った。

　もう十四、五年も前の、大学時代のものだ。楽しそうに口を開けて笑う九鬼と、その隣となりに仏ぶつ頂ちよう面づらの新にい美みが写っている。何の変へん哲てつもないスナップだが、九鬼はその当時の情景をはっきりと思い出すことができた。

　大学二年の冬、サークルの飲み会に無理やり新美を連れ出した時の写真だ。

　引きこもるばかりの新美とどこかに出かけたくて、ラーメンを奢おごってやるとか何とか言って、おびき寄せたのだっけ。クリスマス直前のことだった。この写真の飲み会の後にクリスマスプレゼントを渡わたしたら、また騙だましてどこかに連れて行く気かと、警けい戒かいされてしまった。九鬼はただ、好きな相手の気を引こうと必死だったのに。

　失なくしたと思っていたその写真は、本の間に挟はさまっていたらしい。間ま抜ぬけで切ない思い出が今は懐かしく、九鬼は目を細めながらそっと、写真の表面を撫なでた。

「千秋さん？」

　若い男の声に、はっと我に返った。部屋の戸口に目を向ければ恋こい人びとが、廊ろう下かから顔半分を覗のぞかせている。まだ眠ねむいのか、目をしょぼつかせていた。柔やわらかく癖くせのある黒くろ髪かみがあちこち撥はねているのを見て、九鬼は思わず笑いを浮うかべてしまう。

　恋人の鈴すず木き和かず馬まは呆あきれるほどのナルシストで、神経質なくらい外見に気を遣つかっている。その分、プライベートでは気が緩ゆるみまくるようで、家にいる時の彼はかなりだらしがない。

「おはよう。飯、食うか」

　大方、腹が減って目が覚めたのだろう。九鬼が言うと、和馬は少しはにかんだように「うん」と頷うなずいた。それから、遠えん慮りよがちに部屋の中を覗き込む。

「掃除してるの」

　寝ね起おきの彼の口調は、少し舌足らずで子供っぽい。

「ああ。物置代わりになってて、何でもここに入れてたからな。ちょっと整理してるんだ。シャワー浴びて来いよ。その間に、飯を作っとく。食べたい物はあるか」

「パンケーキが食べたい」

　わかったと応こたえると、嬉うれしそうな顔をしてバスルームに消えて行った。最近、和馬は九鬼が作ったパンケーキがお気に入りなのだ。九鬼の部屋に泊とまった翌朝は、いつもこれをリクエストする。九鬼は掃除を中断し、朝食を作るべくキッチンへ向かった。

　十歳年下で、同じ会社の部下である鈴木和馬と恋人関係になったのは、半年近く前、去年の秋のことだ。

　それより以前、二人は新美を間に挟んで睨にらみ合う恋こい敵がたきだった。九鬼は、いきなり現れて新美を口説き始めた和馬を忌いま々いましく思っていたし、和馬も九鬼を見る度たびに睨みつけてきたから、きっと嫌きらわれていたのだろう。

　外見だって別に、好みというわけではなかった。和馬は人目を惹ひく美び貌ぼうの持ち主だが、九鬼はどちらかと言えば、もっと線の細い、中性的な男が好きだった。長らく片思いをしていた新美が、そうしたタイプだからだろう。

　それなのに新美の姦かん計けいにはまり、まんまと和馬を抱だいてしまった。

　あの時の和馬の表情が、今もまぶたに焼き付いている。普ふ段だんは鼻持ちならないあの男が、恐おそろしく可愛かわいかった。

　偽にせの媚び薬やくに身体からだを火ほ照てらせ、初めて男に身体を開かれる怯おびえと、快楽への期待に目を潤うるませていた。おまけに処女とは思えないくらい、抱き心地ごこちが良くて……。

「……っと。ヤバいな」

　身体が反応しそうになって、九鬼は慌あわてて甘い記き憶おくを振ふり払はらった。昨夜、明け方近くまでさんざん睦むつみ合ったのに、和馬の身体を思い出すと際限なく欲よく情じようしてしまう。

　付き合い始めて半年と言えば、そろそろ落ち着いてもいい頃ころだが、大きなプロジェクトに関かかわっていたのでどちらも忙いそがしく、しばらくは休日もゆっくり過ごすことができなかったのだ。先月ようやくそれが終わり、二人きりの時間が持てるようになった。

　九鬼が会社に近い、ファミリータイプのマンションに住んでいることもあり、週末はもっぱら、和馬がこの部屋に泊まりに来ている。近場に買い物に行ったり、飲みに出ることもあるが、大体は家で過ごすことが多い。

　しかし家に二人でいると、まったりとテレビを見るだけでは済まないのだった。和馬のふとした表情や仕草にスイッチが入り、つい手が出てしまう。昨日もそうやって、レンタルＤＶＤの鑑かん賞しようを中断し、和馬が気絶するように眠るまで抱き潰つぶしてしまった。

　あまつさえ、恋人が意識を飛ばした後もしばらくその身体を味わい、たっぷりと精を注ぎ込んだ。数時間前の背徳的な快感を思い出してまた、腰こしが重くなる。

「……ったく、どうしようもねえな」

　小麦粉と卵をかき混ぜながら、九鬼は大きなため息をついた。とっとと妄もう想そうを振り払わないと、また和馬を抱いてしまいそうだ。

　和馬の身体も心配だった。若さゆえか、先ほどの様子からして、さほどダメージは受けていないようだが、無理をさせていることに変わりはない。

　今日は土曜日だ。時間はあるので、朝食を食べたら少し和馬を休ませ、その間にまた部屋の掃除をして、その後にどこかへ出かけようと思っていた。

「こんなんじゃ、掃除もできやしない」

　その時、リビングのドアが大きく音を立てて開かれたので、九鬼は慌てて口を噤つぐんだ。思っていたよりも早く、和馬が現れた。九鬼が用意しておいたパジャマを着ているが、ボタンをかけ違ちがえていてちぐはぐになっている。

「悪い、まだ食事ができてないんだ。テレビでも見ててくれ」

　恋人の少し気だるそうな顔を見て、九鬼はカウンター越ごしにそう促うながした。和馬はぼんやりした表情で「うん」と頷いたが、すぐにはっとして、

「俺も、作るの手伝う」

　慌てたように言った。家事全ぜん般ぱんはいつも九鬼がやっているし、和馬は料理が苦手なので、手伝いと言ったらもっぱら後片付けだ。それでも、一人でゴロゴロしていると気が引けるのか、たまにこうやって料理の手伝いを申し出て来る。

　微笑ほほえましい気持ちになって、九鬼はくすっと笑いを漏もらした。

「米も研とげないくせに？」

　いいから座ってろよ、と言葉を続けるつもりだった。気持ちはありがたいが、和馬の身の回りの世話をするのは九鬼の楽しみだし、まだ身体が辛つらそうだ。

　だが九鬼の言葉を聞くなり、和馬は泣き出しそうな顔をした。でもそれは一いつ瞬しゆんで、すぐに「うん」と素す直なおに頷きリビングのソファに座る。

　どうしたのだろう。これくらいの軽口は普段から口にしているし、いつもの和馬なら、「この俺が本気を出せば料理の一つや二つ……」などと反論するはずだ。

「和馬」

　カウンター越しに呼ぶと、テレビのリモコンを握にぎっていた手が、びくっと揺ゆれた。「何だ？」と答える声こわ音ねに変わったところはないが、こちらを振り返ろうとしない。やっぱりおかしい。

　九鬼は料理の手を止め、キッチンを出た。和馬はテレビの方を向いていて表情は見えなかったが、耳がピクピク動いていて、こちらを意識しているのがわかった。

「身体、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ソファの後ろに立つと、そっと訊たずねる。和馬の肩かたが軽く揺れた。

「あ、うん。大丈夫」

　何でもないというように答え、リモコンを操作する。テレビの番組が次々と切り替かわった。

「あの、俺。朝飯食べ終わったら、帰るから」

　振り返らないまま、不自然に明るい口調で和馬は言ったので、九鬼は愕がく然ぜんとした。

　そんな話は聞いていない。週末は取り立てて用事のないことは、事前に確認してある。今の言葉が気に障さわったのだろうか。しかし、怒おこって拗すねているというのとも、様子が違っていた。

「帰るって、何で。今週は暇ひまだってお前も……」

　言いながら相手の顔を覗きこんだ瞬間、九鬼は言葉を失った。

　和馬は泣いていた。表情もなく、テレビを凝ぎよう視ししたまま、はらはらと涙なみだをこぼしている。

「どうしたんだ。何で泣いてる」

　九鬼の声で、和馬は初めて自分が泣いていることに気づいたらしい。はっと顔を上げ、パジャマの袖そでで慌てたように顔を拭ぬぐった。

「こ、これは汗あせだ。シャワーを浴びたばかりだから……」

「そんなわけあるか」

　九鬼はソファの前に回り込み、和馬の隣となりに座った。横から顔を覗のぞくと、おどおどと視線を逸そらされる。やはり、怒っているのではなかった。彼は恐らく、傷ついている。

「なあ。俺が何かしたのか」

「何もしてない。これは本当に、汗なんだ」

　稚ち拙せつな言い訳を繰くり返すが、その目が悲しそうに伏ふせられたのを九鬼は見み逃のがさなかった。

　自分は一体、何をしでかしたのだろう。めまぐるしく記憶を辿たどる。ついさっきまで、和馬は普段通りに見えた。

　掃そう除じをしていた九鬼のところにやって来て、パンケーキが食べたいとはにかんだ顔で言った。そこまで考えて、ふと閃ひらめく。

「さっきの写真を見たのか？」

　和馬の顔がくしゃりと歪ゆがんだ。ごめん、と悲ひ愴そうな顔で呟つぶやく。勝手に写真を見たことを、詰なじられていると思ったらしい。

「怒ってるんじゃない。……馬ば鹿かだな」

　泣いていた理由がわかって、愛いとしいような、切ない気持ちになった。肩を抱だき寄せ、腫はれぼったいまぶたにキスをする。

「俺はもう、克かつ之ゆきに未練はないぞ」

　腕うでの中の身体がびくっと震ふるえた。宥なだめるように肩を撫なでる。何度も撫でていると、やがて和馬がそっと寄り添そって来た。

「ただ、あの当時が懐なつかしくて見ていただけだ」

　写真を撫でる九鬼の姿を、和馬は見ていた。恐らく何の写真か気になって、風ふ呂ろ上あがりに部屋を覗いたのだろう。恋こい人びとが、かつて片思いをしていた男との写真を大事そうに見ていたのだから、和馬が誤解をするのは当然だ。だが九鬼は、本当に新美に未練はなかった。

「あの写真は捨てる」

「そんなの。そこまでしなくていい」

　事も無げに言うと、和馬は慌てた様子で顔を上げた。傷ついて、泣いたくせに。

　腕を伸のばして、恋人の身体を強く抱きしめた。器用そうでいて不器用なこの男を、思いきり甘やかしてやりたい。

「別に惜おしくはないんだ。お前を好きになる前だったら、もしかしたら捨てられなかったかもしれないけどな。克之を好きだった自分もひっくるめて、今はいい思い出だ」

　今も新美は大切な存在だ。気持ちが萎しぼんだわけでもなく、恋れん情じようが友情に変化しただけだ。ただ、和馬への気持ちが、新美を思う以上に大きくなったのだと思う。

　声も立てずに泣く恋人をこれ以上悲しませないために、写真を捨てるくらい、どうということもなかった。

「俺が愛してるのはお前だよ」

　髪かみを撫でながら、あやすように言った。それでも和馬は不安なのだろう。九鬼が、自身でも呆あきれるほど長い年月、強く新美を思い続けてきたことを知っているから。

　胸を開いて見せることはできないので、和馬の不安がすっかりなくなるまで、根気よく愛を伝えることしかできない。だから九鬼は相手に愛あい想そを尽つかされない限り、これからいつまでも繰り返し愛を囁ささやき、彼をベタベタに甘やかすつもりだった。

「わかった。でも、写真は捨てないでくれ」

　やがて、気持ちが落ち着いたのか、和馬はまっすぐに九鬼を見上げて言った。真っ黒な美しい瞳ひとみに、九鬼は表情を変えないまま見み惚とれていた。

「ああ。お前も、飯を食ってすぐに帰ったりしないだろ？」

　言うと、和馬の目が再び揺れる。九鬼の表情を窺うかがって、それからぽそぽそと不安を口にした。

「いてもいいのか？　俺、毎週ここに押しかけてるだろ。ゴロゴロして何もしないしさ。掃除とか、あんたのやりたいことの邪じや魔ましてるんじゃないかと思って」

　和馬の声を聞きながら、まずいなと九鬼は心の中で呟いた。

　恋人が可愛かわいい。可愛くて可愛くて、押し倒たおして抱だいてしまいたくなる。

「邪魔なわけないだろ。大体、お前が押しかけてるんじゃなくて、俺が呼んでるんじゃないか。そんなこと言われたら俺だって、お前にうざがられてるんじゃないかって心配になるよ」

　ついでに、さっき部屋の掃除をしていた理由を知られたら、戸と惑まどわれるのではないかという一いち抹まつの不安もある。

　独り暮らしには無用の空き部屋を、九鬼は引っ越こしてからずっと物置代わりにしていた。今まで、あの部屋の荷物をすっかり片付けて、空き部屋に戻もどそうなどと思ったことはない。誰だれかと住むという発想がなかったからだ。

　九鬼の心の何もかもを変えたのは和馬なのに、本人はそうと気づかずしょぼくれている。

（いつも頭がおかしいのかってくらい、ポジティブな男なのにな）

　自分が和馬に変えられたように、和馬もまた、九鬼によって変わったのかもしれない。

　そう考えるとたまらなくなって、九鬼はとうとう和馬にキスをした。

「ふ、え、千秋さん？」

　和馬も最初は戸惑っていたが、何度も繰り返し唇くちびるを合わせていると、やがてとろりとした表情になり、キスに応こたえ始めた。キスの合間に九鬼がテレビの電源を消すと、二人の吐と息いきだけがリビングに響ひびく。

　パンケーキが焼き上がるまで、まだしばらく時間がかかりそうだ。







　あとがき




　こんにちは、はじめまして。小中大豆と申します。

　今回はアダルトグッズメーカーが舞ぶ台たいです。一応、サラリーマン。

　あらすじを作った段階では、受はごくごく常識的なイケメンだったのですが、しれっとし過ぎて一向に話が進まず、試しにアホにしたところ、勝手にずんずん進んで行くようになりました。

　アホ万歳。書きたいものを書きたいように書かせていただき、とても楽しかったです。

　しかし、今読み返してもアホらしいので、もうちょっとカッコよくしてあげたら良かったですね。

　作中、色々とトンデモない部分がありますが、寛かん大だいなお気持ちで読んでいただけると幸いです。




　そんなアホっぽい受と、ちょっぴりヘタレな攻せめを素す敵てきに描かいてくださいました、北沢きょう先生に感謝申し上げます。

　このあとがきを書く前に口絵のラフをいただいたのですが、九鬼がカッコいやらしくて身み悶もだえしております。




　担当様にも色々と、アドバイスやお知ち恵えをいただきました。電話での打ち合わせの際、二人でアダルトグッズの通つう販はんサイトを真しん剣けんに見ながら話し合ったのが印象的です。私は自宅だったので何ら問題はなかったのですが、担当様は会社でオナホやローターのページを見まくっていて、大だい丈じよう夫ぶだったんですかね。




　最後になりましたが、ここまでお付き合いくださいました読者の皆みな様さま、ありがとうございました。しょうもないと思いつつ、少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　それではまた、どこかでお会いできますように。




　　二〇一四年　春


小 中　大 豆　　
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